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Prologue　プロローグ



　膨れ上がるように発生した蒸気が、無数のとぐろを巻いて鍛か冶じ場ばを満たした。

　水槽の中に一息に投じられた刀身。寸前まで炉で熱せられていたそれは数百度に達する熱を放ち、常温の水を激しく泡立たせた。擦さつ過か音おんを噴いて煮立ち、爆発的な気泡と蒸気が水面を掻かき乱す。刀身は水中で急冷され、熱く赤く変色していた表面が徐々に鉄独自の鈍い灰色を帯びていった。

　その状態のまま数十秒を経る。

　端――茎なかごの部分を掴つかんでいた鉄てつ鋏ばさみを手に、ルークは水槽から刀身を引き出した。跳はねる水が袖そでを濡ぬらす。引き出されたのは柄つかの無い、裸の、茎の剥むき出しになった未完成の刀。それを頭上に掲げた。

　刀身は根元から切っ先に向けて緩ゆるやかな反りを描いていた。表面には身に沿って緩やかな刃文が波打ち、よくよく観察すれば樹木の木目にも似た肌模様ができていた。

「……どうですか？」

「まあまあだな」

　彼が言葉少なに評価を下すと、傍かたわらで見ていたリサがほっと息をついた。熱のこもった室内は非常に暑い。加えて一仕事終えていた彼女は息も荒く汗にまみれ、柄の長い向むこう鎚づちにぐったりともたれるようにして立っていた。それでも唇の端を上げ、彼女は気丈に笑顔で告げた。

「じゃあ焼ヤきキ入イれレ、成功ですねっ」

　ここは工房アトリエ『リーザ』、その離れである鍛冶場だ。

　十七歳にして工房の親方を務める青年、ルーク・エインズワースは隻眼の黒い右目でまじまじと刀身を見つめている。炉の前で片かた膝ひざを立てて座り、鉄鋏で掴んだ『刀』を手前の台に横たえると小振りの手て鎚づちで叩たたき始めた。叩いては眺め、叩いては眺めを繰り返し、すると小さな火花が踊り刀身から湯気が立った。黒髪が湿気で額に張りついている。その横顔はこうして見ているとなかなかに男前だ。これで嫌味な性格でさえなかったら――いや待て。他意は無いぞ。無いのだ！

　彼の額や頬ほおを流れる汗を、リサが横から甲か斐い甲が斐いしく布で拭ぬぐい取った。彼女はこの工房に住み込みで働く助手役の少女だ。ブロンドの頭髪を後ろでひと括くくりにし、ぱっちりとした大きな瞳ひとみで親方の作業を見守っている。とてもよくできた娘である。

　ふたりは同じ、くたびれた作業着を着ており、頬や髪が炭の煤すすを被かぶって薄く汚れていた。

　工房アトリエ『リーザ』では主に包丁や農具といった日用品の刃物の鍛練を請け負い、それを生なり業わいとしている。ただし他ほかにもこうして『刀』と呼ばれる剣を打つことがあって、これは生活のためではなく親方の個人的な事情によるものらしい。

　まったくもって面倒なことにルーク・エインズワースは他者に依頼されて刀を打たない。彼は己のために刀を打つのだと日ひ頃ごろから主張している。その理由は未いまだ明かされていないが――ようやく！　先日その主張に例外が生まれた。

　彼はある女騎士の粘り強い交渉に根負けし、彼女のために刀を鍛練することを約束したのだ。ある女騎士……そう、それは私。ルークは私のために刀剣を作ってくれると約束した――

「そう。約束したのである……」

「お前、さっきから何をぶつぶつ呟つぶやいてるんだ？」

　手て鎚づちを振るう手は止めず、ルークが呆あきれたように言った。その右目はこちら――鍛か冶じ場ばの窓に向けられている。

　開け放しにされた鎧よろい戸ど。自分はそこで頭だけを覗のぞかせ、外から中を覗き込んでいた。

「約束したのである……」

「とりあえず入れ。中」

　である、と頷うなずき、窓辺から頭を引っ込めた。これも開け放しにされていた入り口からゆっくりと屋内に踏み入る。肩口で切り揃そろえられた燃えるような赤髪が熱気に揺れた。湿気も凄すさまじい。わずかに濡ぬれる紅色の瞳ひとみを、守るように薄く目を細めた。自然、眉まゆが鋭く吊つり上がる。

「……熱いな」

　鍛か冶じ場ばの炉で燃える火の揺らめきに反射し、胸元の小さなペンダントが鈍い光沢を放った。自身の所属を物語る誇り高き証あかし。装いもそう――胸の膨らみに沿って作られた薄い鉄の胸当て、白い腰巻きやグローブ、踵かかとに鉄を仕込んだブーツ。自分用に諸々いじってあるため規定のそれとは若干異なってはいたが、決められた制服の形を概おおむね遵守している。腰の剣帯には護身用の短剣。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団所属、セシリー・キャンベル。十六歳とまだ若く、入団から日も浅いが最近はようやく様になってきたのではないかと自負している。あくまで自負だが。

　セシリーは鍛冶場にこもる熱気に顔をしかめつつ、ゆっくりと見回した。鍛冶場と呼べば聞こえはいいが、いわゆる離れ小屋である。別にあるルークたちの住まいは板張りの家屋だが、こちらは火災防止のため石造りのそれだ。巨大な窯やふいご、水槽、研ぎ台、手て鎚づちや向むこう鎚づち、テコ棒、鉄てつ屑くずといった廃材などで溢あふれ、少々手狭な観がある。炉の中では燃えかけの炭が燻くすぶり、その前ではルークが刀をためつすがめつしては叩たたき、何やら調整を行っている。

　鉄を打つ音が断続的に響く。

「こんにちは、セシリーさん。もうちょっと待っててくださいね」リサは慌あわただしく工具類を片付け、燻くすぶる炭を鉄製の箱に移しているところだった。「すぐにお昼にしますから」

「ああ、いや、こちらが世話になるのだから急ぐことは無い。それよりも、先ほどの作業はどういったものなのだ？」

「？　焼ヤきキ入イれレですか？」

「うん。多分それだ」

　セシリーは剣を手に都市を守る人間である。剣の製造工程にはそれなりに興味があった。

　リサは頷うなずき、快く教えてくれた。

「現在、大陸のほとんどの剣が鋳型製造を基本にしているのは前にお話ししましたね？　溶かした鉄を型に流し込み、同じ型の剣を大量生産する――そのせいか、大陸の剣には刃が真まっ直すぐの物が多いんです。でもルークの『刀』には緩ゆるやかな反りがありますよね」

　一度に大量の武器を生産する――。代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルを経た大陸が戦争の需要に則のつとって生み出した鍛か冶じ技術だ。現在はそうした鋳造が主流となっている。

　対し、ルークやリサがする鍛冶は剣の一本一本を丹念に作るという鍛造だ。鋳造が基本となった大陸では随分と昔に廃れてしまった技術らしく、その技術により鍛練される剣を彼らは『刀』と呼んでいる。

　失われつつある鍛錬法。それを踏襲する数少ない職人のひとりが、ルーク・エインズワースという青年なのだ。

「刀の反りは、初期鍛練の段階では生まれません。簡単に工程を述べますと――折り返し鍛練により玉たま鋼はがねを何百層にも鍛え上げ、心鉄と皮鉄を成形して造り込みをし、鋼を叩たたいて引き延ばし、引き延ばした片端を斜めに切断して切っ先を造り、火造りという作業で水打ちしながら鎬しのぎを立てて刀の形にし、刃を打ち出し、センや鑢やすりで表面を削り整え、刃文を作るために土置きし、ふいごを使って刀身を赤く熱して――」

　リサは指を折りながらすらすらと述べていくが、セシリーはあまりの専門用語の数にとてもついていけず目を白黒させた。刀鍛冶とはそれほどまでに多くの過程を経なければいけないのか！

「――そして数百度まで熱せられた刀身を急冷します」

　と、リサは鍛冶場の片隅にある水槽を指し示した。急冷、とは先ほど水槽の水に刀を浸け込んだ作業を言うのだろう。

「これが『焼き入れ』です。この冷やす作業によってようやく刀の反りが生まれます。焼き入れは刀の善し悪しが決まるとても大事なものなので、一番神経を使うんですよ」

　な、なるほど、とセシリーは頷く。完全に理解し切れたわけではないが、おおよその原理はわかった。素直に感嘆してしまう。

　見やると、ルークはまだ同じ作業を続けていた。

「今ルークは刀身を整えているんです。ああやって刀身を叩くことで歪ひずみや曲がりを修正して……その後も鍛冶押しや研ぎなどの作業が残っています。完成はまだまだ遠いですよー」

　つくづく奥が深い。青年の真剣な横顔を眺め、セシリーは腕を組んで唸うなった。

「すごいな……」

「ハイ、ルークはすごいんです！」

　まるで自分のことのように親方を褒め称たたえる。ルークに信頼を寄せているのがとてもよく伝わってくる。そんなリサを見て、セシリーは微笑した。

「それを言うならリサもすごいんじゃないのか？」

　え、と笑顔を凍らせた。

「これだけの工程をルークひとりでこなしているとも思えない。訊きくが、本来刀鍛冶とは何人で行うものなんだ？」

「あの、えっと」

「三人」こちらを一いち瞥べつもせずにルークが割り込んだ。「親方の他ほかに弟子がふたり。それが適切な人数だな」

「なるほど。しかしこの工房アトリエではそれをリサひとりで担っているわけだ。ひとりで弟子ふたり分の役割を果たす――すごいじゃないか、リサ」

　す、すごくないです！　全然！　滅相も無い！　リサはうろたえて否定するが。

「謙けん遜そんすることは無い。リサがいるおかげで工房『リーザ』は成り立っている。そうだろう？　親方殿」



    

  
    
      



    

  
    
      「……否定はしない」

　素っ気無くもそう答えが返ると、リサは「わ、私、後片付けしなきゃ」と逃げるように背中を向けてしまった。褒められることにあまり慣れていないらしく首まで真っ赤になっていた。

　微笑ほほえましく目を細めてから、セシリーは再びルークの作業に見入った。彼の振るう鎚つちを、未完成の刀が力強く弾はじく。それが放つ火花は見ているだけでこちらの胸を躍らせた。

　――何はともあれ。

　この刀、やはりほしい。セシリーは改めてそう思う。

　元々は騎士として都市を守るため、相棒となり得る得え物ものを求めたのが始まりだった。最近とある魔剣を手にし、目的だった“〝戦友”〟は得られたのだが――しかし今はそれだけでもない。もう理屈ではないのだ。

　ひとりの騎士、剣士として彼の刀がほしい。

　後戻りできないくらいに魅了されていた。

「私のために作ってくれると言げん質ちも取ったのだからな……ふふふ」

「独り言ほざくのは勝手だが、金を持って来ない限り作らないぞ」

「せ、殺生な」容赦無く言われ、途端にセシリーの腰が低くなった。「私はアリアとあなたの刀でこの都市を守りたいのだ！」

「お前の事情なんぞ知らん」

「だから後払い、そして分割払いで」

「同じことを何度も言わせるなヘタレ騎士」

「おのれ守銭奴……」

　ルークは頑固に譲らない。セシリーは悔しげに呻うめくばかりだ。

　彼の作る刀は材料に高純度の玉たま鋼はがねを使用しているらしく、その値も馬ば鹿かにならない。元貴族であるキャンベル家、その現当主とはいえ、一介の騎士団団員に過ぎないセシリーにはその費用を捻ねん出しゆつする余裕は無い。だからこうして足繁く通って交渉しているのだが。

「なあルー――」

「金」

「せめて最後まで喋しやべらせろ！」

　成果ははかばかしくない。

　ヨシ！　という声に振り返るとリサがぱたぱたと身体からだについた炭の汚れを払っているところだった。片付けが終わったらしい。

「すぐお昼にしますね。アリアさんはどちらに？」

「来ているよ。外にいる」

「では行きましょうか！　ルーク、ご飯ができたら呼びますね」

　ああという返事と鉄を打つ音を背に、セシリーとリサは鍛か冶じ場ばを後にした。





　大陸の端に位置する都市群――独立交易都市ハウスマン。

　巨大都市は、灰を被かぶった白い森を間に挟み、沿岸部の火山帯と隣接している。火山帯の中央に据えられているのがブレア火山だ。

　ブレア火山は今もなお火山灰を吐き出し続けているが、その灰は森を越えて都市に降りかかることは無い。灰はい被かぶりの森、通称『ハウスマンの森』が都市を守っているおかげだ。森に秘められた特殊な効果が灰を宙で食い止め、故ゆえに森林の上空だけがくすんだ灰色に染まり、空が二色に割れるという現象が起きていた。

　そのような加護をもたらす森の横に――独立交易都市の七番街はある。七番“〝街”〟とは名ばかりで、この区画はほとんどが農地として公的に開発管理されている。

　工房アトリエ『リーザ』はその農地の片隅にあった。

　外に出たところで新鮮な風に頬ほおを撫なでられ、セシリーは目を細めた。熱気のこもっていた鍛か冶じ場ばに比べると屋外は清すが々すがしいほど空気がさっぱりしていた。

　離れ小屋のそばには深く白い森林が広がり、その向こうに目を凝こらせば薄うつすらとブレア火山の稜りよう線せんが見える。逆側には広大な農地とその合間を埋める畦あぜ道みち。

「アリア」

　灰被りの森を前にし、その頭上、遥はるか遠くに鎮ちん座ざする火山の尾根を見上げる女性の姿があった。彼女は身じろぎもせずにぼうっとブレア火山の方角を仰いでいる。セシリーが呼ぶとゆっくりとこちらを振り返り、にっこりと笑った。

　端的に言えばきれいな女性である。茶色がかった長髪が風に流れるように背中で揺れ、透き通る瞳ひとみがこちらを見ている。露出が多く、形の良い胸や肉体のラインが浮き彫りになるような、踊り子のそれに似た衣装をまとっていたが、不思議といやらしい雰囲気はしない。ゆったりとした佇たたずまいは超然としていて、それが彼女を神秘的に思わせ――

「アリアさん、こんにちは。今お昼の準備しますから」

「待ってましたー！」

　相好を崩して彼女――アリアは諸もろ手てを上げた。飯と聞いた途端に子どものように破顔し、母屋に向かうリサの後を跳はねるようについていく。相変わらず掴つかめない相棒だ。

　ふたりの背中を後ろから見て、セシリーはしみじみと感慨を抱く。ふとしたはずみに繰り返し思う。

　――つくづく不思議な関係だ。

　リサやアリアは人間ではない。悪魔なのだ。

　先日、独立交易都市とその近隣で起こったふたつの悪魔事件。セシリーはそれらを通してルークやリサ、アリアと知り合い、そしてふたりの正体を知った。

　セシリーの初陣とも言うべき盗賊一味の捕縛遠征。そこで追い詰められた盗賊の長おさが自らを犠牲にして悪魔を生み出した。悪魔の力は想像を絶するものだったが、ルークとリサは奇妙な剣を作り出すことでそれを討うち滅ぼした。その奇妙な剣の精製能力がリサの悪魔としての能力らしいのだ。はっきりとは示されていないが、恐らく彼女はルークの左目を贄にえにして作られたものと思われる。その経緯をセシリーはまだ知らない。

　一方アリアは代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの戦場で生み出された、レイピアの魔剣にして悪魔である。三番街で開かれた市いちでセシリーとともに、ジャック・ストラダーと名乗る浮浪者の憑ひよう依い型悪魔を殲せん滅めつした。以後都市が公的に彼女を買い取り、セシリーが暫ざん定てい的な所有者として管理及びキャンベル家にて同居することが決められた。

「今日のお昼は何かなー？」

　悪魔のアリアが食事を好むのにも理由がある。彼女には料理に含まれる霊体を摂取する必要があるためだ。悪魔が長期的に肉体を維持するには定期的に霊体を取り込まなければならない。単に彼女の食い意地が張っているだけだという説もあるが。

　とにもかくにも。

　セシリー、ルーク、リサ、アリア。人間がふたりに悪魔がふたり。それぞれがそれぞれに同じ空間で生活している。それはとても不思議で――おかしな関係だ。

　――でも、この関係がずっと続けばいい。

　微笑ほほえみとともに思う。そして願い、そのための努力をしようと誓う。何度でも。

　二件の悪魔事件はいずれも『商人』と仮称される人物が裏で手引きしたと見られている。そいつは今なお魔剣を狙ねらい、何か仕掛けてくるかもしれない。

　――守るのだ。

　都市を。アリアを。この平和を。

「支し度たく、あたしも手伝うよ」

「ハイお願いします！」

「そうだリサ。実はフィオが新しい刃物をほしがっていて――」

　守ることが、セシリー・キャンベルの仕事なのだ。





　かつて大陸を巡って大戦があった。

　大陸を混乱の渦に巻き込んだ最悪の大戦――代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル。

　空気中に漂う不可視の粒子『霊体』。それに契約者本人の肉を喰くわせることで悪魔を生み出す『悪魔契約』。その濫用により大陸は混乱に陥り疲弊の一途をたどった。人外の獣は人里を避けるように生息していたが、その時代ばかりは表に出て人を襲い、戦争は凄せい惨さんを極めた。

　大陸の国々が過ちに気付き、悪魔契約を禁きん呪じゆとすることで終戦。

　帝国、軍国、群集列国が結託して大陸法委員会を開き、大陸法を制定した。『悪魔契約』とは異なるもうひとつの契約信仰『祈き祷とう契約』が大陸再興の礎になり、人外も再び人間を避けて隠れ棲すむようになり、徐々に安定が生まれた。

　終戦から四十四年が経過していた。

　そんな時代。



　独立交易都市ハウスマン。

　不毛な大戦から逃れるため、ハウスマンと名乗る人物が難民を集め、開拓を行った都市だ。現在はあらゆる国から独立し、様々な人種が入り乱れ、そうした中で自由交易が謳うたわれている。

　都市発展の契機となったのは地域性だ。都市周辺――特に火山帯付近は非常に霊体濃度が高く、故ゆえに都市市民は等しく『祈き祷とう契約』の恩恵を受けている。祈祷契約は火を熾おこし、水を清め、岩を砕き、木を切り、大地を切削する。そうした奇跡を引き起こす力を利用することで都市は発展していった。



　今や祈祷契約は市民の生活に深く根ざしている。市民の中には奇跡の現象を『精霊』の加護と見立て、『精霊信仰』と称して崇あがめる風習があった。

　信仰は偶像を求める。祈る対象を欲する。

　それがブレア火山。そこは霊体濃度が高く、霊体の発生源とも考えられている。だから市民は日々受ける恩恵に感謝を捧ささげ、きっとそこにいるだろう対象に祈りを捧げる――





　リサの後を追っていたアリアが不意に立ち止まり――振り返った。

　その視線の遠い先には、火山灰にけぶるブレア火山がある。

　アリアは小さく囁ささやく。

「……………………そこに、いるの？」





　祈りを捧げるのだ。

　神様、と。



    

  
    
      


第４話　皇女　Princess



　　　１



　奇妙な女たちだった。

「たのもう。ちと訊たずねたいことがある」

　第一正門にほど近い一番街。その外れにある大衆食堂。

　食堂は最も混雑する昼時を若干逃し、適度に空いていた。午前の仕事が長引いた職人たちや外地からの旅行者、商人――そういった人々がぽつりぽつり席を埋める。彼らがぼそぼそと交わす会話は仕事の話、最近の流は行やり物、外地で人外の姿をよく見るようになった、軍服を市内で見た、などという取り留めの無いもの。

　カウンターの中では店主が飲料のための湯を沸かしている。火は用いない。鍋の下に、火元の代用として平らに叩たたき延ばされた玉たま鋼はがねがあり、店主が小さく文言を呟つぶやくとじわじわ赤色に染まる。祈き祷とう契約により霊体と反応させ、玉鋼自体を発熱させているのだ。都市市民は調理から労働にいたるまで加熱は祈祷契約に依よる。

　全体に気だるい空気が漂う時間帯。

　そこを訪れたのは五人の女たちだった。

　自由交易を謳うたうこの都市は人の出入りが激しい。彼女たちが女五人連れという偏った面子とはいえ、それだけで目立つことは無い。だが。

「魔剣がこの街を出歩いているという噂うわさを聞いたのだが、本当か？」

　彼――カウンター席の男に話しかけてきたのは、女たちの中でも最も背丈の低い人物だった。屋外は晴れているにもかかわらず雨あま除よけの外がい套とうを羽は織おってフードを目ま深ぶかに被かぶり、そのフードから覗のぞける顔は幼い。十代前半の少女といったところだろうか。

「あー……」

　問いを投げかけられた男は市内の職人だ。腹ごしらえを終えて午前の疲労に気を抜いていたところだったので、反応が鈍い。男は女たちを一通り眺めて片かた眉まゆを上げる。特に彼の注意を引いたのは訊ねてきた少女ではなく、その後ろに控えていた黒髪の貴婦人だった。

　他ほかの面々がみな外套を羽織っている中、その女性だけはドレスを身にまとっていたのだ。旅行はもちろん、普段着としても適さない礼服。黒々とした髪同様そのドレスも黒一色、まるで喪服だ。なまじ肌が白いためかよけいにその色が際立つ。折れそうなほど細く長い四肢や腰回り、能面のような無表情、黒い双そう眸ぼうなどが相まって不気味な雰囲気をはらんでいた。

　残り三人の女も、こちらの答えをじっと待ち受けている。彼女らはそれぞれ異なる得え物ものを携え、大小様々な剣を各おの々おの背負ったり腰の剣帯に提げたりしていて物々しい。

　五人の女による計十個の瞳ひとみに見つめられて、彼は腰を引きつつ答えた。

「魔剣って……アリアさんのことか？　それなら有名だが」

「本当か」少女が食いつく。「今は何ど処こにいる。銘はアリアで合っているのだな？」

“〝市内アをリ出歩アくさ魔剣ん”〟は今や独立交易都市の名物になりつつある存在だ。

　先月の市いちでの事件後、魔剣アリアは都市に公的に買い取られ、現在は自衛騎士団の団員が彼女を『帯剣』している。その団員が市内巡回をするときアリアは人の姿で同行しており、彼女の人懐っこい性格もあって市民からは好意的に受け入れられていた。

　団員の名前と性別、主に三番街を巡回しているということを聞き出すと、少女は「うむ、なるほど。とても参考になった」と頷うなずいた。幼い容姿にはいささか不釣り合いな尊大な態度に、男は気を害するよりも戸惑いを抱いた。

「もうひとつ訊たずねたい。刀鍛冶ブラツクスミスは何処に住んでいる？」

「お嬢ちゃん、そんな古い呼び方をよく知っているな」

　素直に驚いた。

　男は市内の鍛か冶じ屋やで働く職人だ。『ブラックスミス』とは元々は鍛冶職人を総称するものだったが、現在は特に腕の優れた鍛冶職人や『刀鍛冶』と呼ばれる古来の技術を持った職人たちを指して言う。鍛冶職人にとっては当たり前の知識だが、一般の人間が知るような言葉ではない。

　該当する鍛冶屋はひとつしか思い当たらない。これも独立交易都市の鍛冶職人連中なら誰だれでも知っていることだ。

「工房アトリエ『リーザ』だ」

「リーザ？」

「ああ。七番街の隅っこにある鍛冶屋だ。先代の親方が素晴らしい腕の持ち主でな、俺おれたちの間では語り草だったよ。市外からわざわざ足を運んでくる輩やからも多かったらしい――もっともほとんどが門前払いだったらしいが。ただ先代が事故で亡くなってからは刀は打ってないと聞くぞ」

　でも何な故ぜそんなことを？　問うと、少女はふっと笑った。それが外見の歳としに反して成人のそれを思わせ、男は面食らった。

「ちと剣に興味があってな。――世話になった。礼にそなたの飲食代をこちらで支払おう」

　少女は腰元の小袋から銅貨を数枚握り、カウンターに置いた。では、と背後に控えていた女たちを促うながして店の奥に進み始める。男は慌あわてて呼び止めた。

「ちょちょ、ちょっとお嬢ちゃんっ」

「ナニ、遠慮することは無い。情報料だ」

「しかし……」

「ははっ、多過ぎたか？　余った分は懐ふところに入れておけばいい」

「足りないんだが」

　少女は再度取り出した銅貨をカウンターに叩たたきつけた。顔は真っ赤である。

　五人の女は食堂の空いていた卓に移動した。彼女たちもここで空腹を満たしていくつもりなのだろう。気になった職人の男は聞き耳を立ててこそこそ様子を窺うかがった。

「ドリス、マーゴット、ペネロペ。三人は食事が済んだら魔剣アリアを頼む」

　少女が武装した三人の女性をひとりひとり呼んで指示を出している。彼女たちはそれに応じるように頷うなずいた。いずれも少女より年上――十代後半から二十代前半ほどの顔ぶれだ。

「こちらはエヴァドニとともに刀鍛冶ブラツクスミスの許もとに向かう」

「大丈夫なのか？　この女とふたりきりで」

　ドリスと呼ばれた女性が不安げに言った。彫像のようにじっとして動かない黒髪の貴婦人を横目で窺いながら、「ナンなら俺おれもそっちに付き添おうか」

「そなたたちは三人揃そろって初めて本領を発揮する。相手は名も無い田舎騎士だろうが魔剣を持っている……油断はするな。わらわのほうは刀鍛冶ブラツクスミスに会って交渉するだけだ、問題は無かろう」

　よろしく頼む、信じている。少女の言葉に三人は深く頷きを返した。

「さあ、それでは腹ごしらえとしよう。万全の態勢で臨む。これには我々の命運がかかっているのだからな。――主人！　注文を頼む！」

　途端に女たち――黒い貴婦人を除いて――はわいわいと騒ぎ立て、あれでもないこれでもないと料理の注文をし、運ばれてきた食事をかしましく食し始めた。

「おい、俺の分を取るなよ」

「ドリスは食べすぎなの。無駄に筋肉ばかりつけちゃって、そんなんだから胸が壁になっちゃうのよ」

「壁なのはマーゴットもペネロペも同じだろ？」

「そ、そこでどうしてわたしの名前が出てくるんですかっ？　わたしはふたりよりもマシです。前に測り合ったときも――」

「三人とも。食事の席ではしたないぞ」

「またまた。シャーロット様だって余裕ぶっちゃって」

「な、ナニをっ……わらわはまだ十二なのだぞ！　未来があるのだぞ！」

　年とし頃ごろの娘らしいと言えばそうなのかもしれない会話。直前までは物騒な空気を嗅かぎ取っていた男も、気が抜けたように席を立った。そろそろ時間だ。

「……まさか、なぁ」

　万が一、ということはあるまい。

　もしも本当に彼女らが物騒なことをやらかそうとしたとしても、その相手は悪魔をすら殲せん滅めつしたセシリー・キャンベルなのだから。

　彼女にはアリアもついているし、心配無用だろう。

　さて仕事だ仕事。男はのたのたと食堂を後にした。





「さてお仕事です」

　適度に腹を満たし、食堂の前で主人らを見送ってから――残された三人の女は互いに顔を見合わせた。

「でも本当にあの組み合わせで大丈夫なのか？　俺おれは心配だぞ」

　三人は背丈が似通っていたがその中で特に目立つ容姿をしていたのは彼女、ドリスである。唯一褐色の肌をしているのがその理由だろう。他ほかにも全体に天然のウェーブがかかった短髪は目を見張るような銀色、首から下は服の上からでも見て取れる硬質な筋肉の塊。大きな発声や男勝りの態度でも注目を集めることは多く、そのくせ性格は小心なところがあって今も不安げな眼まな差ざしをしていた。

「ドリス。私たちの仕事は？」

「……魔剣の確保」

「そう。そしてシャーロット様にはシャーロット様の仕事がある。私たちは私たちのやるべきことをやりましょ。何度もそう確認したじゃない」

　ごねるドリスを毎度のごとく諌いさめるのはマーゴットである。同世代である三人の中で最年長に見られがちなのが彼女だ。赤い唇を指でなぞる癖や色香を漂わせる物腰などがその要因だろう。左の耳下にまとめて流した長髪を髪飾りで留めている。

　言い含められたドリスは不満げに唇を尖とがらせた。「むぅ……わかったよ」

「本当にわかってるの？　このやり取りだって何度目だか。本当にあなたは学習しない」

「わかったって言ってるだろ！　しつこいな」

「どちらが。胸の足りない方は頭も足りないのね」

「乳が足りないのはお前もペネロペもだろ！」

「そ、そこでどうしてわたしの名前が出てくるんですか!?……そんなことよりっ。ふたりとも落ち着いてください。ここで喧けん嘩かしていても詮無いですよ」

　そして衝突しがちなふたりを抑えるのが、ペネロペの役割。柔らかく下がる目め許もとにつんと突き出た唇。椀わん型がたの髪は毛先がきっちり水平に切り揃そろえられている。童顔の彼女はしばしば実年齢よりも若く見られてしまうが、これでもドリスやマーゴットの仲を取り持つ苦労人だ。

「注目もされてしまいますし」

　言われてようやくふたりは語気を弱めた。見回せば何人かがこちらをちらちらと振り返っている。三人は視線から逃れるように外がい套とうで顔を隠した。

「シャーロット様の御身が気がかりなのでしたら、こちらの仕事を早く終わらせて迎えに行きましょう。ここで言い合うよりもよほど建設的です」

　ペネロペが言うとドリスとマーゴットは頷うなずいた。そして三者三様にそれぞれの得え物ものに触れる。

「そうだな。とっとと終わらせればいいんだ」

「そうね。仕事は早ければ早いほどいいわ」

　その通りです、とペネロペは同調した。

「必ずやり遂げましょう。私たちは誓ったのですから」

　三人は周囲を顧みる。平らな土地なので一望することは叶かなわないが、独立交易都市は全体が頑丈な石壁で囲われ、その中は様々な建築様式が雑多に入り交じる都市群である。農地の七番街や住宅地、端側の土地は土壁の家屋が多く、中央に行けば石造りや板張りのそれなどが無秩序に立ち並んでいる。

　外地――火山帯とは逆位置の大陸側――から訪れた人間には土地勘が働かず迷い易い。三人は正門付近で購入した都市地図を広げた。大陸法により大陸地図の発行は禁じられているがこの都市に関してはその限りではない。現在位置は一番街、目指すは三番街。

　ドリスは剣帯に提げた剣を、マーゴットは背中に負った剣を、ペネロペは腰に吊つった剣をそれぞれに掌てのひらで叩たたいて自分たちの得え物ものを確認する。

「「「すべてはシャーロット様のために」」」

　石畳を叩く足並みは、力強い。
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　洗い立ての上着を払うと、頬ほおを張ったような軽快な音が弾はじけた。絞り切れていなかった水分が肌に散って濡ぬれる。

「白い。真っ白。もっと相応ふさわしい言い方をすれば――白いゼ！」

　目の前に大きく広げて洗濯物の仕上がり具合を確認。リサは満足げに頷うなずくと上着を干ほし竿ざおにかけ、残りも山積みの籠かごから取り出して次々と干していった。作業着や肌着、下着の区別無く順々に並べていく。

　昼を過ぎ、温ぬるい空気と膨れた腹に倦けん怠たい気分が出てしまう午後。常ならば早朝に済ませてしまう洗濯だが、今日は自家製の洗濯液をじっくり試してみたくてこのような手の空く時間になった。七番街のご近所の奥方たちと協力し、天然の油脂を原料にして作った洗濯液だ。たらいの水を替えたり井戸を往復したりと手間は多いが、いつもより清潔に仕上がった衣服にリサはご満悦だった。

　灰色と青色に割れた空。じわじわと大気が熱を得、日中はじっとしていても肌に汗が浮いてくる――そういう季節だ。遮しや蔽へい物ぶつが無く、風通りのいい工房アトリエ『リーザ』の敷地でもそれは変わらない。

　一通り干し終え、リサは腰に手を当てくっと凝こった背筋を伸ばした。そのとき。

「たのもう」

「ひゃうっ」

　びくりと肩をすくめた。

　風にはためく干し物。その合間からこちらを覗のぞく顔があったのだ。

　つるりとした顔を気難しげに引き締める人物は、見知らぬ少女だった。

「は、ハイっ。なな、何でございましょう？」

「ここは工房アトリエ『リーザ』で間違いないだろうか」

「ま、間違いございません」

　うむ、とひとつ頷うなずいて少女は干し物の陰から姿を露あらわにした。

　金髪の、青い目をした少女だ。

　リサのブロンドの髪は鍛か冶じ作業のため灰を被かぶり多少くすんでいる観があるが、この少女の髪は櫛くし目めの通った、一本一本までが風に揺らめくきれいなものだった。今はフードを脱いでいるがこの天気と気温の中暑苦しそうな外がい套とうを羽は織おり、その下には質実簡素な布の服を着ている。リサと同じくらいの身丈でえらそうに胸を張って腕を組んでいた。

　態度はでかいが身体からだは小さく、容よう貌ぼうに高貴さが窺うかがえるが格好は粗末。ちぐはぐな取り合わせに印象が掴つかみにくい。大きく見開いた瞳ひとみがこちらを推し量るように見つめてきて、リサは少し腰を引いた。

「そなたは？」

「私は助手のリサです。ええと……お客さん、ですか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだ。親方殿と顔合わせ願いたい。いいだろうか」

「ハイ、それは構いま――せんっ!?」

　少女の傍かたわらを見やったとき、そこに黒く細長い木が立っていてぎょっと目を剥むいた。

　貴婦人だった。木と見間違えたのは彼女の着るドレスの裾すそが木の根のように地面に広がり這はっていたためだ。当然歩けば裾を引きずることになるから土つち埃ぼこりに汚れている。

　全身黒ずくめ。大量の蛇を垂らしたような脈打つ長髪は漆しつ黒こくに濡ぬれていた。瞬まばたきひとつせず、その黒い双そう眸ぼうでじっとこちらを見下ろす。不健康にすら思える黒紫の唇は固く閉じられ、枯れ木のように細い肢体で直立。恐ろしいくらいに無表情ではっきり言って不気味な女性だった。

「え、えと……案内しますね」

　尊大な口調でふんぞり返る少女と、寡黙な貴婦人。妙な組み合わせに戸惑うリサだったがとにかくふたりをルークの許もとへと導いた。工房アトリエ『リーザ』の親方は離れの鍛か冶じ場ばで作業中だ。

「ルーク、お客さんですよ」

「待ってもらえ。もうすぐ終わる」

　鍛冶場ではルークが細長い角材を前に腰を下ろし、一振りの刀と向き合っているところだった。集中しているときの癖でこちらを一顧だにしない。リサは鍛冶場の隅から引っ張り出した椅い子すに客人を座らせ、今しばし待ってもらうよう伝えた。少女は鷹おう揚ように頷うなずいて従い、貴婦人は何な故ぜか椅子に座らず立ったままだった。

　リサが母屋でふたりのための茶を用意して戻ってくると少女がルークの作業を熱のこもった眼まな差ざしで見学していた。どうぞ、と湯気の昇る茶を差し出すが彼女はそれにすら気付かない熱中ぶり。貴婦人のほうは柔らかな手つきで茶の入れられた碗わんを受け取ってくれた。

「あ。熱いので気をつけてくださいね」

　貴婦人は静かに首を縦に振る。両手の指で包むように碗を持ち、そっと口をつけた。すると初めてその顔の筋肉が動いた。

　微笑ほほえんだのだ。

　美お味いしいです――。造形美とはこのことかと思わせる完かん璧ぺきな微笑と、こちらの鼓膜をそっと撫なでるようなささやかな声。リサはついつい頬ほおを赤らめてはにかんだ。

「リサと言ったか」少女がルークの手元を見つめたまま訊たずねてきた。相変わらずその視線は真しん摯しで熱い。「今、親方殿はどのような作業をしているのだ？」

「あ、ハイ。仕上研ぎをしています」

「仕上研ぎ？」

「研ぎの最終作業です。刀身の地肌を整える『砕き地じ艶づや』、光沢を作るための『拭ぬぐい』、刃文に沿って研磨する『刃取り』……そして切っ先を磨いて仕上げる『帽子なるめ』。この四つの工程が刀の最終段階、仕上研ぎです。今ルークがやっているのは最後の帽子なるめです」

　ルークはなるめ台と呼ばれる切り込みの入った角材に刃は艶づや砥どを載せ、それに擦こすりつけるようにして刀の切っ先を研磨していた。慎重に、丹念に。精密な手作業の音が静かに鍛か冶じ場ばを満たす。

　もうすぐ終わるという彼の言の通り、リサたちが顔を覗のぞかせた時点で作業はほとんど終盤を迎えていたらしい。ルークはやがて磨き棒を取り出して帽子――峰側の切っ先あたりに数本の筋を入れた。刀を掲げて眺め、表面を指で撫なでてふっと息を吐いた。

　それから手際良く茎なかごにはばきや鍔つば、柄つか下した地じ、鵐しとど目め金具などをはめ、貴重な鮫さめ皮がわを巻き、刀身がすっぽ抜けないよう小こ鎚づちで目め釘くぎを打ち入れ、さらに滑り止めの柄つか巻まきを巻き、補強のための金具を付けて――『柄収め』の完了。美しい輝きを放つ刃に比べ、鍔や柄の作りはいささか簡素だった。

　――本来なら柄収めの前に『銘切り』をするのですが。

　銘切り、つまり刀に名前を与えること。柄に隠れる茎の部分にこれを刻むのだが、ルークはそれをしない。自分の求める得え物ものができるまでしない。リサはその意味を知っている。

　知っているから、胸が締め付けられたように痛くなる。いつまでも慣れてくれない痛み。

「……あんたらが客か？」

　刀を台の上に横たえ、初めてルークが振り返った。瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせる少女や微動だにしない貴婦人を交互に見やり、眉まゆをひそめる。リサは主人の胸中を察した。

「見たところ外地の人間のようだが……俺おれが受ける注文は小刃物や農具、生活用品の類たぐいだぞ。それ以外なら申し訳無いが帰ってくれ」

「ここは手狭だ」少女は鍛冶場を見回し、「外で話をしよう。その刀も忘れずにな」

　言うだけ言って、貴婦人を伴って屋外へと出ていってしまった。

　残されたふたりは顔を見合わせた。ルークは不機嫌に右眉を上げ、「なんだあれ」

「私はお客さんとしか……」

　嘆息し、ルークは刀を手に腰を上げた。





　外。風の吹き渡る芝しば生ふの上、そしてふたつに割れた空の下で四人は向き直っていた。ルークとリサ、少女と貴婦人が対たい峙じするような立ち位置。不穏な空気にリサははらはらと両陣営を交互に見やった。

　少女は偉そうに腕を組んでいる。

「わらわの名前はシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー」

　ルークが右目を見開いた。

「Ｅだと？」

　シャーロットはにんまりと口くち許もとを歪ゆがめ、

「親方殿。まずはそなたの腕のほど確かめさせていただきたい」言うが早いか右腕を真横に掲げた。「エヴァドニ、来い」

　差し出された手を、そっと貴婦人――エヴァドニが取る。

　その唇が涼やかに紡いだ。

「眠りを解け。闇をまとえ。結末をあなたに」

　リサは驚きに口を覆った。その呪じゆ文もんはっ……。

「――――神を殺せ」

　エヴァドニの足あし許もとから暗くら闇やみが噴き上がった。

　それはさながら炎のようにのたうつ。ドレスが裾すその端から形を失い、うねる――どす黒い炎はエヴァドニの体表をなめるようにして走り、瞬またたく間に全身を取り込んでしまった。差し出されていたシャーロットの腕ごと呑のみ込んで柱と化す。

　半ば失笑するようにルークは吐き捨てた。その声音にはしかし驚嘆が窺うかがえる。

「魔剣か……！」

　シャーロットがニヤリと笑みを浮かべた。「そう。これは『魔剣エヴァドニ』」

　黒い柱は一瞬だけ膨らみ、破裂した。目も開けていられないほどの閃せん光こうと衝撃波。足許を失ってリサは背中からごろごろ転がった。ぎゅう、と目を回しつつも起き上がる――と。

　躍る躍る。

　黒が躍っている。

「フランベルジュ……」

　ぐるぐる渦巻く。黒い炎が弧を描いてシャーロットの周りを取り巻いていた。

　シャーロットは右手に現出した剣を重たそうに両手に持ち替えた。両刃の長剣。剣身が奇妙な形状をしている――シルエットが直線でなく、炎が脈打つような、それこそ貴婦人の黒い頭髪をそのまま形にしたような波刃形なのだ。

　浅学ながらもリサはその剣の型を知っていた。フランベルジュ。実戦よりは儀式で用いられる装身具だ。戦後である昨今ではほとんど鑑賞用の長物に過ぎないが――

「先に言っておくがフランベルジュの斬きれ味を甘く見ない方がいい」シャーロットはそっと、燃える剣身に指を這はわせた。「この波形の刃やいばは肌を抉えぐり、肉片をまき散らす。そしてこの炎が傷口を焼く」

　軽く横に一ひと薙なぎ。黒い渦が大気を攪かく拌はんし、生き物のように胎動する。それを自在に従えて少女は不敵に宣言した。

「ゆめゆめ油断なさらぬことだ」

　リサは喉のどを鳴らした。自分はアリア以外の魔剣を知らない。そもそも魔剣――そう類別される悪魔――が他ほかにも存在することすら知らなかった。それが秘める力は計り知れない。

「さあ、いざ尋常に手合わせ願おう」

　シャーロットは黒い炎を巻き上げながら魔剣エヴァドニを構え、ルークを見据えた。

　だがそのルークは、

「…………あー」

　ぼりぼりと後頭部をかきながら呻うめいた。その右目はシャーロットの気迫に対し、ひどく冷めていた。

「戦う理由が見当たらないんだが」

　ごもっとも。リサも思わず空気に流されていたが、あまりに唐突な対たい峙じである。事情すら知らされずにいきなり手合わせと言われてもハイそうですかとは刀を構えられない。

「言っただろう。そなたの腕を見たいと」

「だからその理由を訊きいてんだろうが」

「刀鍛冶ブラツクスミスの後継者よ」

　ルークが右目を鋭く細める。

　シャーロットは唇の端を上げ、ルークの刀を指差した。

「そなたの、その刀――『聖剣』に足るものなのか知りたい」

「お前は」

「問答無用」

　大上段に振り被かぶられる魔剣。零こぼれ落ちるように尾を引く黒炎。シャーロットは自分の身長ほどもある大剣を大きく掲げ、前方の空間に叩たたきつけた。

　黒が奔はしる。

　地を切削しながら迸ほとばしり、こちらに喰くらいつかんと低く低く顎あぎとをもたげた。下がっていろ――ルークは口早に言い捨ててリサを突き飛ばす。黒の顎が足あし許もとに到達したと同時、そこへ逆手に持ち替えた刀を突き刺した。

　衝突。爆はぜるように黒の塊は霧散し、黒い煙幕がもうもうと垂れ込めた。

　煙の中ルークは何事も無くたたずみ、彼の刀も無傷を証明するように艶つやを放っていた。ほう、とシャーロットが感嘆したように漏らした。

「並の剣ならば砕けるはずの衝撃波だぞ」

「目的を話せ。クソガキ」

　返答は皆無。魔剣を下段に構え、それを引きずるようにして少女はルークへと疾駆した。切っ先から漏れ出る瘴気が地面の芝しば生ふを焦がす。低い体勢の接近は予想以上に速い。

　鈍器を持ち上げるように重く威圧的な、下方からの斬きり上げ。ルークは上半身を反らし紙一重でそれを避よけるが、黒い火の粉に前髪を焦がされて舌打ちを漏らす。後方へ跳躍して回避する彼に対し、シャーロットは魔剣を腰だめに構え、両手持ちによる刺突を行った。

　切っ先は届かない――しかし黒が剣の波刃をなぞり、膨張し、そして放出。黒の奔ほん流りゆうは至近距離でルークへと牙きばを剥むいた。膨大な質量の闇やみが視界を覆う。

「ルー――」

　思わず叫さけぶリサは、しかし、見た。

　ルークの腰が沈み、捻ねじられる予備動作。左ひだり脇わきへと力をためた上半身が右の踏み込みと同時に旋回する。それに引っ張られた刀身が矢のような勢いで真一文字に奔った。

　そして世界は嘘うそのように晴れ渡る。

　黒の塊は一いつ閃せんの下もとに斬り払われた。高速の斬ざん撃げきに大部分を抉えぐり取られ、消失。視界の開かれたそこに無傷の青年を見つけてシャーロットは瞠どう目もくした。

「気に食わないな」黒の残ざん滓しが空中を舞う、一瞬。「口調があのヘタレ女に似ている」

　怒ど涛とうの肉迫による風圧が黒い塵ちりを一掃する。地面を穿うがつほどのすり足――土つち埃ぼこりを舞い上げながらルークは四半秒と三歩でシャーロットの眼前に出現した。その姿が残像に霞かすむ。

「癇かんに障さわる」

　凶刃が大気を貫いてシャーロットの首筋に吸い込まれた。シャーロットの目は完全にその軌跡を追えていなかった――が、本能的に何かを感じたのか咄とつ嗟さに魔剣の力を解放していた。折り畳んでいた羽を広げるように剣身から黒が飛び出し、彼女を囲う。ルークの刀はその柱に阻はばまれ弾はじかれた。

　が、まだ終わらない。ルークは弾かれた反動に沿うように足を捌さばいて踊る。縦、横、斜め、刻み、裂き、流れるように撫なで斬きる。刀が奔はしる度に障壁は削れ、爆はぜ、穿たれ、最後の兜かぶと割わりでとうとう根こそぎ吹き飛んで塵と消えた。

　黒い壁を粉砕されたそこにたたずむは、呆ほうけ顔をしたシャーロット。

　ルークは軽く呼気を整えながら彼女の喉のど許もとに刀を突きつけた。

「馬ば鹿かな……ここまで圧倒的な……」

「古来、刀には禍まが払ばらいの力が込められていると言われている」ルークは汗ばんだ喉仏を空いた手の親指で拭ぬぐいつつ、「玉たま鋼はがねは今でこそ祈き祷とう契約に用いられる道具になったが、元々は刀や剣を作るための材料だった。タタラ製法により作られる玉鋼は『霊体』との反応性を持ち、それを材料とする刀はあらゆる霊体効果を断ち切る。魔剣、つまり人肉と霊体が構成物の悪魔にとっては天敵というわけだ。以上講義終わり」

「ちなみにタタラ工房はブレア火山の麓ふもとで活動していて、純度別に玉鋼を製作して市内や外地に卸売りしています。以上補足終わりです」

　ルークは右目でじろりとリサを見やるがすぐに視線をシャーロットに戻す。そこで訝いぶかるように瞼まぶたを見開いた。

　シャーロットは小刻みに震えていた。が、それは恐怖のためではない。

　頬ほおを上気させ、熱い眼まな差ざしで己の首筋に当てられた刀を見下ろしていたのだ。

「邪を断ち斬る――なるほど、これが『聖剣』か！」

　緊張感を失い、はぁ、とルークはため息をついた。

「こいつは聖剣なんて大層なものじゃない。ただの凡刀ナマクラだ」

「なんと……これでも足りないというのか？　王には」

　あぁ、と傍かたわらで見ていたリサは嘆いた。

　たった今シャーロットは逆げき鱗りんに触れてしまった。

『王』とはある一体の獣を指す名称。

　そしてルーク・エインズワースの嫌う言葉でもある。

　ルークは刀を翻ひるがえし柄つか頭がしらで魔剣を叩たたき落すと、逆の手でシャーロットの首を鷲わし掴づかみにした。見た目ほど握力は込めていないだろうが、その行為自体にシャーロットはすくみ上がった。

　凍りつく少女の瞳ひとみを、ルークの右目が覗のぞき込んでいた。

「『Ｅ』の名前に『王』か。お前は帝国の人間だな」

「あ、う……」

「何しに来た。定例会議にはまだ時間がある。他国を出し抜いて来たのか」

「違う！　こ、皇帝は関係無い！　これはわらわの独断、ごほっ」

　シャーロットが苦しげに咳せきをしたのでルークは手を離した。しかしその右目は未いまだ暗い感情に濁っている。傍そばで見ていたリサは胸を痛めた。

「わらわは交渉に来たのだ。そなたの腕を試すようなことをしたのは詫わびる」シャーロットは呼吸を整えながら、「親方殿、そなたを帝国に招き入れたい。ひとりの刀鍛冶ブラツクスミスとして」

「お前はとんだ阿あ呆ほうだな」

　なっ、とシャーロットは息を呑のんだ。

「今大陸がどんなバランスの上に成り立っているのか、それがわかって言っているのか。お前の独断だと？　そんなもので許されると思うな。俺おれを帝国に招き入れるということは軍国や群集列国、そしてこの独立交易都市を出し抜くということだ。自うぬ惚ぼれているつもりはないが……はっきり言う、戦争になるぞ」

　シャーロットは絶句したように立ち尽くしていた。「戦争……？」

　さすがに頭痛を覚えたのか、ルークは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「本当にわかってなかったのか。そのくせ聖剣や刀鍛冶ブラツクスミスの知識は持っている……誰だれかに半端に吹き込まれたか？　事情は知らないが帰れ。そのほうが賢明だ」

「それでは駄目なのだ！」

　シャーロットが叫さけんだ。

「わらわは父上に認めてもらわねばならない！　そのためにはそなたが必要なのだ！　そなただけではない、魔剣も――『魔剣アリア』もっ」

　ルークの右目が大きく見開いた。リサも思わず身を乗り出していた。

　ふたりの反応にひるみ、シャーロットはたじろいだ。

「アリアがどうした。どういう意味だ」

「ど、どうとは……わらわには魔剣も必要なのだ。だから今わらわの従者が魔剣の許もとに向かっている。騎士がひとり随行していると聞いて」

「交渉、というわけではなさそうだな」

　シャーロットはぎこちなく頷うなずいた。

「何人だ。その従者は」

「……」

「答えろ！」

　ルークは地面に転がっていた魔剣エヴァドニを蹴けり転がし、珍しく焦ったようにシャーロットに詰め寄った。

「魔剣を奪おうとしているんだ。ただの従者のはずはない。言え」

「三人……だ」強い追及に気け圧おされてシャーロットはとうとう口を割った。「彼女たちはそれぞれ――」

　明かされた内容にリサは絶句した。そんなことがあり得るのか？

「リサ」ルークは舌打ちをこぼして助手を振り返った。「玉たま鋼はがねと柄つかを持って来い」

「は、ハイ！」

「え――ぅな、何をする!?　わわわっ」

　ルークはシャーロットの首根っこを掴つかんで抗議も聞かずに駆け出した。人ひとり抱えているとは思えない疾駆。それを見たリサも慌あわてて鍛か冶じ場ばに飛び込んだ。鍛冶場から玉鋼と刀身の無い柄を引っ張り出して胸に抱き、すでに見えなくなりつつある主人の背中を急いで追った。

　……。

　ぽつりと残された魔剣が震えた。黒い炎が立ち昇り、それは人の形を得る。

　現出した貴婦人は遠ざかる人影を眺め、首を横に傾けた。

「エヴァドニは置いていかれたようです」
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「こっちが魔剣でいいんだよな？」

　いつものように三番街の巡回をしていたセシリーとアリアは、その途中で三人の女に呼び止められた。

　旅の装いからして外地の人間だろう。話がある、重要な情報を提供したい、という申し出はいかにも怪しく不審に思ったが、ここは市内であり自分は自衛騎士団の団員。無下にはできない。アリアも訝いぶかしそうにしていたがこちらの意志に従ってくれた。

　人気の無い路地裏に連れ込まれて開口一番に問われたのが「こっちが魔剣で――」というものだった。セシリーが抱いていた不審はいよいよ大きくなる。

「どういうことだ？」

「あんたが騎士のほうか。うん」褐色の肌の女が頷うなずき、「礼儀として名乗っておく。俺おれの名前はドリス」

　続いて赤い唇の女が、「私の名前はマーゴット」

　続いて童顔の女が、「わたしの名前はペネロペ」

　そしてドリスと名乗る女が、「あんたの名前は？」

「……セシリー・キャンベルだ。独立交易都市公務――」

「肩書きはいいよ、セシリー。俺たちが要求することはたったひとつだ」ドリスはあっさりとほざいてきた。「そこの魔剣を寄越せ」

　そのときセシリーが連想したのは、一連の悪魔契約の事件。いずれも『商人』と仮称される人物が手引きしたもので、かの者は魔剣を手に入れることを目的としていた。

　――もしかしてこの者たちもっ？

　反射的に後方へと大きく距離を取っていた。その際にアリアを背後にかばっている。三人の女は慌あわてることなくそれぞれの得え物ものを抜き放った。

　こちらの背中に触れながら、アリアがあたふたと言った。

「戦うの!?」

「向こうがその気だ」

　セシリーは護身用として短剣を携帯していたが、それ一本で三人を相手にするのは心こころ許もと無ない。アリアに目配せすると頷うなずきが返ってきた。しかしすぐに眉まゆ尻じりを下げ、

「でも右手は大丈夫なの？　あのときの火傷やけど、まだ痛むんでしょ？　それに三対一だよ」

「大事無い」うずかないではないが剣は握れる。「人数の後れは君がカバーしてくれる」

「……無理はしないでね」

「ああ。そちらこそ頼むぞ相棒」

　返事は詠唱に代えられた。

「眠りを解ほどけ。真実を掴つかめ。風をこの手に。――――神を殺せ」

　セシリーの脇わきで突風が巻き起こる。それは弾はじけて消え、中から飛び出した一本の剣が吸い込まれるようにセシリーの右手に収まった。十字を描くシルエットにスウェプトヒルトの護ご拳けん。レイピアの魔剣、アリア。

　セシリーは右半身を前にして腰を落とし、魔剣を胸元で構えた。刺突の体勢。“〝突き刺す”〟という動作の、基本の構えだ。

「そいつがあんたの魔剣か。どれだけのものか見も――」

　言いかけたドリスがふと言葉を切った。視線が若干低い角度で停止している。

　訝いぶかしく思い、残りのふたりも見やると同じように視線がやや下方に向いていた。その三者の視線の先を追う――もしかしてとは思うのだが、それはこちらの上半身に行き着いた。

「な、なんだ……？」

「……でかいな」「でかいわね」「でかいですね」

　三人が計ったように頷き交わす。セシリーは急に恥ずかしくなって左腕で胸元を隠した。「な、何を言い出すのだっ。そちらこそ……」

　言いかけて口を噤つぐんだ。噤まざるを得ない現実がそこにあったのだ。三人分も。

　ドリスたちが一いつ斉せいに瞳ひとみをぎらつかせた。

「比べたな!?」

「あ、いや」

「見下したわね!?」

「そんなことは決して」

「わたしたちは、胸のおっきい女性が、大嫌いですっ」

「そう言われても」

「重いだろ？　削ぎ落としてやるよ……」

　セシリーはぞっと背中を粟あわ立だたせた。何がなんだかわからないが彼女らの目的がすり替わっている。目の色がおかしい！

「は、話せばわかる」

「わかるわけないだろうッ！」

　はっきりと涙目になりながらドリスが先陣を切った。彼女の得え物ものは両手剣。飾り気の無い十字型柄ヒルトに幅広の両刃――クレイモアだ。対象を断ち切るという性質の剣で、ドリスはそれに見合った豪快な幹から竹たけ割わりを見舞ってきた。

　その軌道をセシリーは目で追って。

　――思い出せ。

　訓練通りの動きをすればいい。

　冷静に右足を踏み込んだ。頭上から降るクレイモアを剣の腹で受け、絡め、下方に払い落とす。ドリスがたたらを踏んだところへ鋭い刺突を放つ。切っ先はぎりぎり褐色の頬ほおをかすめ過ぎた。ドリスは怯ひるまない。こちらとの極近距離において体を捌さばき、鼻息を荒らげながら腰の遠心力を加えた横よこ薙なぎを叩たたき込んできた。セシリーはそれも鍔つばの部分で受け、今度は上に払い上げた。

　接近戦の不利を悟ったか、ドリスはクレイモアを振り回し牽けん制せいしながら後退した。セシリーも深追いはせずに距離を保った。

　ドリスは頬傷の血を手の甲で拭ぬぐい、

「なるほどね。一筋縄ではいかないか」

　セシリーは再び刺突の姿勢に戻る。背中が緊張で湿っていた。身体からだは動く、いける――けれどどうだろう。レイピアは相手の攻撃を受け流して隙すきを突く、急所一点突きを使途とした剣である。斬ざん撃げきとは違い急所に当たらなければ致命傷にはなり得ない。この受け身の戦い方で果たして三人を相手に立ち回れるか。

　――やはり魔剣の力を使うか？

　アリアは風を操作する魔剣だ。その力を用いれば――。

　だが相手は生身の人間、下手に加減を誤れば彼女らを殺あやめてしまうかもしれない。しかもここは市内のど真ん中であり無関係の市民を巻き込む可能性もある。どうする？　他ほかの団員が駆けつけるのを待つか？

　セシリーがそのように躊ちゆう躇ちよしていると。

「じゃあこっちも本気出すから」事も無げに告げ、ドリスはクレイモアを逆手に持ち替えた。「死んでも恨むなよ」

　何？と眉み間けんに皺しわを寄せたのも束つかの間ま、ドリスが大きく息を吸い込んだ。両腕の筋肉が膨張し、脈動するように血管の帯が肌の表面に浮き上がる。渾こん身しんの力を注ぎ込み、ふん、とドリスはクレイモアを地面に突き立てた。

　大地が、割れる。

「なっ――」

　それは天地を揺るがすばかりの地響きだった。クレイモアが貫いた箇所を起点に地面が放射状に崩落していき、次々砕ける大地はあっという間にセシリーの足あし許もとに達した。

　普通に立っているのも叶かなわないほどの震動と破砕。割れて立ち上がる岩盤がブーツや脚を強したたかに打った。足場を崩されたセシリーは咄とつ嗟さに叫さけんでいる。

「アリア！」

　レイピアの柄つか頭がしらには小さな石がはめ込まれている。その石がセシリーの呼び声に応じて薄く発光し、“〝輝かない銀”〟の風を生み出した。風は渦巻いて彼女の全身にまとわりつき、乱れた体勢を全方位から支えて立たせてくれた。

　――なんだこの力は!?

　祈き祷とう契約を行った形跡は見られない。霊体と玉たま鋼はがねを反応させることで起こす奇跡の契約――ドリスにはその玉鋼を用いた素振りも契約に必要な文言を唱となえた様子も無かった。ただ剣を大地に突き立てただけだ。

　剣を突き立てた？　唐突に思い当たる。もしやこの力の発現は。

「魔剣か!?」

　地響きに揺れる視界の中でドリスがうずくまるのが見えた。その背後に隠れていたのはマーゴットと名乗っていた紅唇の女。そいつは深く腰を捻ねじり込んでいて。

「――――来るっ？」

　背筋を走った悪寒は予知夢のように再現された。限界まで真横に引き絞られていたマーゴットの上半身が、解き放たれて旋回。ドリスの頭上を飛び越えて横よこ薙なぎの閃せん光こうが奔はしった。

　剣戟が伸びる。

　弧を描く一いつ閃せんは右方側の民家の壁を掘り穿うがち石片をまき散らしながらセシリーの右みぎ脇わきで飛び出した。思考する間も無い。顔の前にレイピアを立てたところで横一文字の閃ひらめきが衝突した。鈍い痺しびれ。うずく右手の火傷やけど。セシリーは奥歯を噛かみ締めながらレイピアを滑らせ、身を下方に投げ出すことで閃光を頭上に受け流した。

　右肩からの転倒。痛みよりも先に叩たたきつけられた衝撃に脳を揺さぶられた。それでもセシリーは敵から目を離さなかった。割れた地面の破片に額や脇腹を打ちつけながらも眼まな差ざしは必死に敵に縫い付けている。だから見た。マーゴットが高々と掲げる剣を。

　それは槍やりと見紛うような長剣だった。槍に見えたのはその柄つかにある。Ｓ字型に反る刃やいばは通常の剣刃の長さだったが、握り手である柄が剣身と同程度の長さを誇っていたのだ。ロンパイアと呼ばれる古い大陸民族の剣である。

　それだけではない。ロンパイアの剣刃は煌こう々こうと赤しやつ光こうを放ち、光はさらに剣身の丈を超えて天を衝くように高く伸びていた。刃物の先にさらに刃物を付け足すように。

　超長剣。剣にして中遠距離斬ざん撃げきを可能とする――

「また、魔剣……」

　愕然とこぼれ落ちたこちらの呟つぶやきに、マーゴットは赤い唇をにんまりと歪ゆがめた。そして気合の一声とともにロンパイアを振り下ろす。本来であればとても届く距離ではない。しかし伸長した赤しやつ光こうの魔剣は悠々とセシリーの真上に落ちてくる。

　アリアの声を聞いたような気がした。風が働く。レイピアから発生する風がセシリーの腕を持ち上げ、無理矢理ロンパイアの軌道に剣を割り込ませた。凄すさまじい重量が風の防壁を突破しレイピアに衝突する。刃やいばが軋きしみ、セシリーの腕も支えきれず――レイピアごと胸当てに喰くい込んだ。背中に地面の破片が刺さり、噛かみ締める歯の間から血がにじんだ。

「ア――」セシリーは吼ほえた。吐血の飛沫しぶきが散る。「アリア！」

　アリアの風は完かん璧ぺきな銀色に輝き爆発的に膨れ上がった。崩壊した地面をさらに砕いて平らに均ならし、ロンパイアの魔剣を撥はね退のける。セシリーは風に助けられながら跳はね起き、暴風の中で刺突の体勢に入った。眩暈めまいに視界は歪ゆがんでいたが構ってはいられなかった。

　――やらなければ、やられるっ！

　躊ちゆう躇ちよしている余裕は無い。セシリーの意志を反映し、レイピアの刃先に風が集束。セシリーは全身のバネを解放するように肉体を伸びしならせ、剣で前方の空間を貫いた。

　槍やりによる突きとは異なり、レイピアのそれには“〝捻ねじれ”〟が加わる。刺突の瞬間に腕を捻っているためだ。魔剣はその捻れに従って渦巻く風を生み、風は切っ先から塊となってごうと飛び放たれた。

　吹きすさぶ風は真まっ直すぐにドリアたちの元へと向かい――

　そして唐突に零ゼロに凪ないだ。

「え」

　セシリーは我が目を疑った。砂すな埃ぼこりを舞い上げていた渦が跡形もなく消し飛び、そして当然のように三人の女たちは無傷で立っていた。

　目の当たりにした光景をセシリーは信じられず立ち尽くす。風は確かに彼女たちを襲ったはずなのに――三人の中にいた童顔の女の刃物がそれを切り裂いた。そして風は消えた。そう見えた。

　無風の中を滑るようにこちらに肉迫してきたのはその当の女、ペネロペだった。彼女の手には直じか刃ばのナイフが握られている。鍔つばが睾こう丸がんを模したようなふたつの球体ででき、故ゆえに男性器に似た短剣――ボロックナイフ。もしかしてそれも――

「“〝魔剣殺し”〟の魔剣です」

　そう、耳元で囁ささやかれた。ペネロペはレイピアの剣身と鍔の根元にナイフを絡めて押さえ込み、逆の拳こぶしをセシリーの脇わき腹ばらに叩たたき込む。呼吸停止。その硬直の状態で突き飛ばされ、セシリーは抗あらがうこともできずよろけた。そして視界の端に映る影に気付いて悲鳴を呑のみ込む。

　ドリスが真横に出現していた。彼女の斬ざん撃げきを剣で受け止められたのは奇跡に等しい。しかし尋常ならぬ膂りよ力りよくで弾はじき飛ばされ民家の壁面に叩きつけられた。セシリーは手の握力を失い剣を取り落とし、自身も崩れ落ちるように倒れ伏した。

「三対一は卑ひ怯きようだったか」

　ドリスの声を、セシリーは地面に横たわったまま聞いていた。蓄積された痛みが一度に押し寄せて肉体を縛る。衝突の際に後頭部を打ったらしく視界が回り瞳ひとみが湿った。全身が熱を発し、意識も移ろいかけていた。

　――負けた、のか？

　三人の女と三本の魔剣に。

　私は負けたのか？

　ドリスたちはそれぞれ剣を収め、あっさりとレイピアを拾い上げた。魔剣は持ち主がいて初めて効果を生む。単体では力を発揮できず、故ゆえにアリアは剣の状態のままドリスの手で弄もてあそばれた。「一丁上がりだ」

「ひとつ目の関門、無事に突破できて何よりだわ」

「早くシャーロット様と合流しましょう」

　マーゴットが赤い唇をなぞりながら言い、ペネロペがつんと口を突き出して促うながした。

「待、て」

　去りかけていた三人は一いつ斉せいにこちらを見下ろした。セシリーは弛し緩かんする身体からだに活を入れ、肘ひじを立てて上半身を起こす。か弱い小動物のように震える腕を、口惜しく思う。たかだか数度叩たたきつけられただけでこの体たらく！

　そんなこちらを彼女らは憐あわれむように見ていた。

「無理はしない方がいいぜ。俺おれたちの魔剣を受け止め切れただけでもすげえんだから」

「アリアを返せ……」

「できないわ」とマーゴット。「これはシャーロット様に必要な物なの」

「返せ……ッ」

　セシリーは這はいながらドリスの脚に飛びついた。

「お前っ」

「返せ。アリアをッ」恥も外聞も無い。セシリーはドリスの脚にしがみつき、喉のどを嗄らして叫さけんだ。「私の友人を返せッ」

「はな、離せよ！」

　側頭部を蹴けられた。脳が揺れる。視界が白く染まる。

　セシリーは離さない。

「返せ――」

　二に度たび頭を蹴られ、腕や背中を踏まれた。

　だが離さない。

「かえせぇっ！」

　頭上で鞘さや走ばしりの音を聞いた。三人の誰だれかが剣を抜いたらしい。腕か？　胴か？　首か？　何ど処こを断ち斬きられようとも構わない。好きなところを斬り裂けばいい。好きなところを持っていけばいい。

　いずれにしろセシリー・キャンベルはこの手を離しはしない。

　どれだけ傷つこうとも相棒を見離しはしない。

　――約束したのだ。

　守る、と。セシリーはぎゅっと強く瞼まぶたを瞑つむり、そのときを構えて待った。

「シャーロット様!?」

　ペネロペが悲鳴のような声をあげた。一瞬で変わった空気が動揺に震える。

　セシリーは痙けい攣れんする瞼を薄く見開き、途端に全身の力を抜いた。

　あぁ――。

「鍛練を」

　あぁ、またあなたか。

「開始する」

　すまない、苦労をかける――。

　路地裏の入り口に青年と少女が立っていた。

　青年は無表情に構え、少女は抜き身の刀を抱えている。その足あし許もとでは見知らぬ少女が目を回して倒れていた。

　すでに始動の宣言は為なされている。人形のように肩を落として棒立ちするリサは、左眼球を不気味に蠢うごめかせて虚空を凝視した。その空間に黒い球体が発生する――熱を持たない火の粉を飛ばし、揺らめき、不思議な引力を秘めた炎球。セシリーは知っている。あれは『簡易炉』だ。

　ルークは刀身の無い柄を手にし、それを腕ごと黒々とした球体に挿入した。とぷん、と入水したかのような滑らかさでルークの腕は呑のみ込まれてしまった。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルークの唇が紡ぐ。

「水ミズ減ベしシ。小コ割ワリ。選セン別ベツ。積ツみミ重カサねネ。鍛タン錬レン。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。――心シン鉄カネ成セイ形ケイ。皮カワ鉄カネ成セイ形ケイ。造ツクりリ込コみミ。素ス延ノべベ。鋒キツサキ造ヅクりリ。火ヒ造ヅクりリ。荒アラ仕シ上アげゲ。土ツチ置オきキ。赤アカめメ。焼ヤきキ入イれレ。鍛カ冶ジ押オしシ。下シタ地ジ研トぎギ――備ビン水スイ砥ド、改カイ正セイ砥ド、中チユウ名ナ倉グラ砥ド、細コマ名ナ倉グラ砥ド、内ウチ曇グモリ地ジ砥ド。仕シ上アゲ研トぎギ――砕クダきキ地ジ艶ヅヤ、拭ヌグいイ、刃ハ取トりリ、磨ミガきキ、帽ボウ子シなナるルめメ」

　不可思議な呪じゆ文もんの羅列である。中には聞き覚えのある言葉もあり、このとき初めて、セシリーはそれらが実際の鍛練工程をなぞっているのだということに気付いた。

「――――柄ツカ収オサめメ」

　ルークが腕を抜き出した瞬間、黒の球体は弾はじけて消える。そして彼の手には真新しい一本の刀が生まれていた。

　ルーク・エインズワース個人の過去の鍛練経験を簡易炉の中で再現することで、圧縮した時間内に特殊な刀を作り出す――それがリサの悪魔としての能力だ。強力な霊体効果の付加ゆえ極ごく少ない回数の斬ざん撃げきにしか耐えられないという欠点は抱えているが、その刀は悪魔すらも断ち斬きり、幾度もセシリーを救ってきた。

　たった今作り出された刀は鍛練途中のそれのように刀身が赤く変色していた。いつかのような『発熱』する刀だろうか？　セシリーは思ったが、違った。

　ルークはおもむろにその刀を振り被かぶり、

　地面に叩たたきつけた。

「――――!!」

　爆裂。

　すべての音声と視覚が奪われた。連鎖する爆発が鼓膜を揺るがし、視界を光で埋める。セシリーの腕からはドリスの身体からだがすっぽ抜けて吹き飛ばされ、セシリー自身も地べたにしがみついてやり過ごすので精一杯だった。わけもわからずルークに対する罵ば倒とうを叫さけんでいた。

　爆発が収まり目を開けたとき、唖あ然ぜんとした。大地が左右の民家の壁ごと削れ、大穴が抉えぐられていたのだ。ドリスの魔剣の力にも驚いたがこれはそれ以上だ。粉ふん塵じんが霧のように辺り一帯に漂っている。

　首を巡らすと、マーゴットやペネロペがそれぞれ倒れ伏しているのを見つけた。動かないところを見ると気を失っているようだ。

「くそっ、たれ……！」

　立ち上がったのはドリスだけだった。随分と吹き飛ばされたらしく彼女の身体は土つち埃ぼこりにまみれ、無数の裂傷をこさえていた。ドリスは魔剣を杖つえ代わりに身体を支え、粉塵の向こう側を睨にらみ据えた。

「誰だれっ、だよ――こんな、こんなのッ」

　彼女の眼まな差ざしの先、煙を掻かき分けて現れたのはもちろんルーク・エインズワースだ。今の一撃だけで限界を迎えたのか、右手にはヒビだらけの刀。それを惜しげも無く放り捨て――地面に投げ出されただけで粉々に砕けてしまった――、振り返りもせず背後に手を差し出した。

「リサ」

「は、ハイ」

　巻き添えを食ったらしく、助手のリサも土まみれだった。彼女はよたよたと駆け寄ってルークに抜き身の刀を手渡す。こちらは通常の鍛練で作ったものだろう。

　ルークは崩壊した路地裏を一望し、倒れ伏すセシリーで目を留めた。右目が笑う。

「無事のようだな」

「こ、これを無事と言うのか」

「相手は三人。加えて全員が魔剣持ち。だったらこれくらいの先制は必要だろう？」

「破壊魔が……」

　憎まれ口を叩たたきつつも、セシリーは気付いている。

　――ルークは助けに来てくれたのだ。

　詳しい事情は知る由も無いが――相手が魔剣持ちだと知っているということ。そしてこのタイミングで現れたということ。それだけわかれば阿あ呆ほうでも気づく。ルークはセシリーを助けるために駆けつけてくれたのだ。

「……かたじけない」

　鼻で笑われた。

　こちらの緊張が緩ゆるんだのを悟られたのかもしれない、短く言ってくる。

「大人しく寝てろ」

　ドリスが何事か叫さけんだ。魔剣を振りかざし、ルークに斬きりかかる。

　セシリーはその行方を見届けることなく、急激に意識を喪失していった。

　一切の不安は無く。

　大人しく寝た。
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　そして飛び起きた。

「どうなっ――痛たたたっ！」

　疼とう痛つうにセシリーは抱き締めるようにして腕を抱いた。身体からだの節々が軋きしんで苦く悶もんの声をあげる。見ると胸当てや肩当てが外され、全身に治療の跡があった。

　アリアが背中に手を添えてさすってくれた。

「無茶したらダメだよ。休んでて」

「す、すまない……ここは？」

「三番街の公務役所。ハンニバルのおっちゃんが運んでくれたんだよ」

「クエイサー団長が……」

　アリアはかいつまんで話してくれた。

　セシリーが気絶した後――ルークはドリスを沈黙させ、その直後に騒ぎを聞きつけた三番街の自衛騎士団が突入した。本当はもっと早い段階に戦闘には気付いていたが、魔剣同士の闘争に近寄れないでいたのだそうだ。団長であるハンニバル・クエイサーが合流してようやく介入することができた。幸い建物などの損壊に反して市民に目立った被害は無く、セシリーもここ三番街公務役所の一室――医務室の寝台に運ばれた。

　騎士団はドリスたち三名と他ほか一名を拘束、そして計四本の魔剣を没収した。現在彼女たちは尋問を受けているとのこと。

「魔剣が四本？　他にもまだ使い手がいたのか？」

「うん、そっちはルークのほうに行ってたらしくて。あとその子の魔剣が……」言いかけたアリアはきゅっと唇を引き結び、目を伏せた。「それよりもセシリー」

「？　なんだ？」

「守れなくて、ゴメン」

　うなだれるように頭を下げる。寝台の横の椅い子すに座るアリアは肩を狭せばめて身体からだを小さくし、膝ひざの上で拳こぶしを握っていた。セシリーははっとしてその手に自分の手を重ねた。

「あたしはセシリーの相棒なのに、戦友なのに……何の役にも立たなかった」

「そんなことは無い。立派に私を守ってくれたじゃないか」

　事実、そうだ。アリアの風が無ければ致命傷だって負っていたかもしれない。けれどアリアはふるふると首を横に振る。

「あいつらの狙ねらいはあたしだった。あたしがいなければセシリーはこんな目に遭わなかった」

「アリア！　そのようなことっ」

「うん。言っても仕方無い。だから、二度は無いから」

　顔を上げたアリアの目は赤く充血していた。

「今度は絶対に守る。剣が折れようとも、風が吹かなくとも、あたしはこの身を賭かけてセシリーを守る。……だからもう、あんなこと、しないで、ね？」

「あんなことって」

「持って行かれそうになるあたしを、セシリーは必死に引き止めてくれた。嬉うれしかった。嬉しかったけど、もうあんなことはやめて……」

　あなたが殺されてしまうかと思った――かすれた声で囁ささやき、アリアはとうとう大粒の涙をこぼした。こちらの右手を握り返し己の胸に導く。肌の焼け爛ただれた手が柔らかい胸に沈んだ。

「セシリーが死ぬのはイヤだよ……！」

　抱かれた手が温かい。その温ぬくもりがセシリーの胸を締め付けた。

　アリアは本当に不思議な女性だと思う。子どものようでもあるし大人のようでもある。相変わらず掴つかみどころは無く、でも時にとても近い距離に感じることがある。たった今のように。

　愛おしい。セシリーはそっと彼女の頭を抱き寄せた。

「私は死なないよ。アリアがいるから」

　うん。こちらの肩に頬ほおを押し付けるようにして、アリアは頷うなずく。

「だが今日のようなことがまたあれば、私は同じことをするよ」

「イヤ……」

「聞いてくれ。君を守れなかったのは私も同じだ。ルークが来てくれなかったらアリアはここにいなかった。奪われていた。だからおあいこだ」アリアの頭を撫なで、「それはお互いの悔いとして相殺して、水に流そう。だが次こそは守る。もう離しはしない」

「うん……」

「再び誓おう。ともに」

　アリアと目を合わせた。その目は湿っていたけれど彼女はぎこちなく頷いた。

「離さないでね」

「二言は無い。君も離すな」

　涙を拭ぬぐい、唇を引き締め、拳こぶしを叩たたき合わせて――戦友たちははにかみ合った。

「さて、アリア。早速だが案内してくれないか」

「え？　何ど処こに？」

「私たちをこんな目に遭わせた奴やつらに会う」





　独立交易都市三番街、公務役所。

　都市に点在する役所のひとつであり、敷地面積としては都市の建築物において一、二を争う中央施設だ。もっともほとんどが平易な木造建築のため外装も内装も派手なところは無く、有り体に言えばボロい。繰り返される改築と増築でちぐはぐな構造をしており、市長や都市公務員の職場でありながら威厳の欠片かけらも無い。

　自衛騎士団だけでなく非戦闘の公務員も詰めている。なので収容する人の数は多い。今は先せん刻こくの戦闘の被害のため公務員たちが常以上に忙いそがしく行き交い、板張りの廊下が絶え間なくぎしぎしと悲鳴をあげていた。

　アリアの肩を借りて歩くセシリーにかけられる声も多い。怪け我がを労わる者、現場の様子を聞きたがる者など様々だ。それらを適当にかわし、ふたりは目的の場所にたどり着いた。

　市長室である。

「市長室で尋問を……？」

　逮捕者を問い詰める場所としては相応ふさわしくないように思えた。当惑しながらもノックで入室の了承を得て、市長室のドアを開けた。

　ふたりを真っ先に出迎えたのはヒューゴー・ハウスマンだった。

「――セシリーくん。もう歩いても大丈夫なのですか？」

　正装の男性である。年齢は三十代の後半に達しているはずだが容姿はもっと若く見える。口くち許もとに髭ひげを生やし、髪には若干の癖毛。市民に選抜された市長は血統に係かかわらず「ハウスマン」のファミリーネームを襲名することを義務付けられており、その名の通り彼は現市長である。

「あまり無理はするなよ」

　セシリーの肩に岩をも握り潰つぶせそうな巨大な手を載せたのは、とても齢よわい六十には見えない屈強な肉体の持ち主だった。茶黒の肌をした偉い丈じよう夫ふ。鼻が潰れ頬ほおには首の根元まで至る十字傷があり、腰には馬の鞍くらに提げるような大剣を差している。

　三番街自衛騎士団の団長を務め、セシリーの上司に値する人物、ハンニバル・クエイサーだ。

「はい、大丈夫です。お気遣いありがとうございます」

　ふたりに会釈し、市長室を見回す。必要最低限の調度品があるだけでわりと余裕のある空間なのだが、今は珍しいくらいに人が密集していた。

　壁際に背を寄せているのはルークとリサ。工房アトリエ『リーザ』の親方は気だるそうに欠伸あくびを漏らし、助手は居心地が悪そうに肩を狭せばめていた。

「ルーク、リサ、世話になった。本当にありがとう」

　ルークは無言で肩をすくめた。素直じゃない奴やつだ。リサの笑顔を見習え。

　例の三人――ドリス、マーゴット、ペネロペたちは肩を押し合いへし合いさせて客人用の長なが椅い子すに腰掛けていた。三人とも仏頂面だ。魔剣は没収されたらしいが身体からだを拘束された様子も無く、その待遇に眉まゆをひそめた。

　他ほかにもうひとり、この場で唯一見知らぬ少女がいた。長椅子とは別の、背の立った椅子に礼儀正しく座っている。毅き然ぜんとしてこちらを見つめており、その眼まな差ざしの強さに戸惑う。もしかして彼女がもうひとりの魔剣の主なのだろうか？

　計十名。さすがに狭い。

「……どうなったのですか？」

　セシリーはハンニバルに説明を求めた。すると団長は苦々しく笑い、その横のハウスマンも渋面を浮かべた。

「それなんだが、ちょっと面倒なことになった」

「わらわが直接お話ししよう」唯一面識の無い少女が口を開いた。「名はシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー。そこの三人……ドリスたちはわらわ直属の近衛だ」

　名前に聞き覚えは無い。だが――『Ｅ』？

　こちらの表情を汲くみ取ったのだろう、シャーロットはにんまりと笑った。

「わらわは皇族。皇帝の血統『Ｅ』の名を継承するひとりだ」

　つまり皇女。

　しかも次代皇帝の継承権を持つ要人である。予想だにしていなかった人物の登場にセシリーはぽかんとした。こちらの反応に気を良くしたのかシャーロットは「ふふん」とえらそうに胸を張っている。

「帝国の皇女が何な故ぜこの都市に……」

「交渉に来た。そこの魔剣の引き渡しと」

　指差されたアリアはびくりと肩をすくめた。

「そして帝国への刀鍛冶ブラツクスミスの召致。この二点だ」

　ブラック……スミス？

　聞いたことの無い単語だった。セシリーとアリアは顔を見合わせて同時に首を捻ひねるが、それは自分たちだけだったようだ。ハウスマンが眉み間けんに皺しわを寄せて言った。

「そのことについては先ほど申し上げた通りです。独立交易都市はあなたの要求に応じることはできない」

「わかっている。すでに聞いた」シャーロットがうんざりだと言いたげに漏らす。「かと言って素直に手ぶらで帰るわけにはいかない。刀鍛冶に関しては理解したが、魔剣ならば良いのではないか？　もちろん正当な額で買い取らせていただくぞ」

　ハウスマンが頭痛を抑えるように額に手を当てた。よくよく見れば室内には疲弊した空気があり、先ほどからずっとこうした押し問答を繰り返しているらしかった。

「必要な限りそちらの言い値に応じるぞ。帝国は魔剣を高く評価している」

「魔剣だろうと同じことです。魔剣を集めて何をしようとしているかはわかりませんが、ここで問題なのは帝国が都市に対して秘密裏に交渉を行おうとする、その行為についてなのです。本当は今こうして我々が話し合いを行っているだけで危うい」

「商業的な取り引きという形ならば何ら問題は無いはずだぞ。一体何がいけない」

「やはりあなたは国家間の現状を理解していない。帝国の名前を出すならばおいそれとそんなことは言えないはずです」

「自由交易を謳うたう都市が他国の名前に怯おびえるのか？」

「何だその態度は」

　ややだれていた空気に、芯しんが通った。

　一同の視線を受け止めたのはセシリーだ。

「……ひょっとしてわらわに申しておるのか？」

「ひょっとしなくてもそうだ」

　セシリーはシャーロットにずかずかと歩み寄り、皇女とやらの尊大な態度に負けじと胸を張った。迫せり出した双球に、う、とシャーロットは顔を引いた。

「事情はよくわからない。だがそちらの言い分がデタラメだということは理解している」

「デタラメだと？」

「何が『交渉』だ」セシリーは長なが椅い子すで窮屈そうにするドリスたちを指差し、「この者たちは実力行使でアリアを奪おうとした。交渉でも何でもない、ただの強盗ではないか！」

「……」

「もしもルークが駆けつけることも無く、彼女らがアリアを奪うことに成功していたならそのまま姿をくらませていただろう。このような話し合いすら無かったはずだ」

　ドリスたちはきつくこちらを睨にらみつけていたが、反論はしなかった。

「それにアリアの扱いが気に食わない。先ほどから聞いていれば買い取るだの商業だの……アリアは物ではないッ」

「そいつは魔剣だ。物として扱うのは当然だろう？」

「彼女には意志がある。人間のように思考し、人間のように食を欲する。眠りもするし笑ったり泣いたりだってできる。私の立派な戦友だ。彼女への侮辱は許さない！」

　シャーロットの顔が徐々に紅潮し始め、膝ひざの上の拳こぶしが震え出す。こうも真っ向から罵ののしられるのは屈辱以外の何物でもなかったのだろう。

　知ったことか。セシリーはハンニバルとハウスマンを顧みた。

「何な故ぜ彼女たちを正当に裁かないのです？　帝国の代表者としての行為ならば大陸法にも抵触する犯罪ですよ？　今すぐ拘束するべきです」

「セシリー、それはできない。落ち着いてくれ」ハンニバルが苦々しく諌いさめた。「確かにこのお姫さんたちのやったことは犯罪だ。ワシもできることなら縄でふん縛ってしまいたい」

「ならっ」

「だがそれはできない話なのだ。皇族の人間を都市が正式に裁けば、軍国や群集列国に帝国を突つつく格好のネタを与えてしまう。国家間の均衡を徒に崩すことは賢くない」

　確かに代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの終結から四十四年、大陸は安定期を迎えているように見えて未いまだ国々の間に緊張が見え隠れしていた。大陸法により各国家の情報が秘匿されていることからもそのことが窺うかがえる。

「しかし、かと言ってひとつひとつの犯罪を見過ごしていてはそれこそ安定は失われて」

「違う」

　腹の底まで響くような、極ごく低い声音。セシリーは思わず姿勢を正した。

　ハンニバルは幼子に言い聞かすように、

「セシリー、君も理解していない。ワシが言っているのはもっと深い意味での均衡状態だ。いずれ君も知ることになる。だから今は黙って身を退ひいてくれ、頼む」

　もっと深い……？　奥歯に物が挟まったような言い方に瞼まぶたを瞬しばたたかせるが、ハンニバルの目がそれ以上の追及を拒否していた。セシリーは口を閉ざすより他ほかない。場違いな感想だが団長の真剣な顔は怖い。

「この際正直に申し上げましょう」ハウスマンが口を開いた。「私はあなたを疑っています。『シャーロット・Ｅ・フィーロビッシャー』さん」

　きっ、とシャーロットがそちらを睨んだ。

「どういう意味だ」

「大陸各国は大陸法により秘密主義を徹底しています。正確な分布図、人口、構成などを外部に漏らさず、国を渡り歩く旅行者のその口から語られる限られた情報でしか私たちは知る術すべが無い。我々は大陸で暮らしていながらその大陸がどのような形をしているのかすら知らないのです。……だから私は帝国皇帝の親族、継承権を持った血族が何人いるのか、どんな人間なのか、それらを知らない。あなたが本物の皇族なのかどうかもわからない」

「シャーロット様を疑うのか！」

「証明してください」身を乗り出したドリスを一いち瞥べつで止め、「私は戸惑っているのですよ、シャーロットさん。私の知る帝国は非公式にこのようなことをしない。だから戸惑っている。証明してください。あなたは本当に皇族のお方ですか？」

　わずかな沈黙。シャーロットは懐ふところから鞘さやに収められた小剣を取り出した。鞘に王冠を模かたどった意匠が凝こらされた剣だ。

「……Ｅの血統に与えられる宝剣だ。これがわらわの身分を証明するはずだ」

「お借りしてもよろしいでしょうか？　帝国にその宝剣が本物であるか確認を取りたい。少し時間はかかりますが、その確認次第で今後の対応を決めさせていただきたい」

「それで構わない」

　シャーロット様っ、と三人の近衛が腰を上げるが、彼女らの主人は大丈夫だと頷うなずいた。

「きっと皇帝は助けてくれる。信じよう。ご迷惑をかけてしまうのは忍びないが」

　ドリスたちは何か言いたげにしていたが、結局口を噤つぐんだ。

「帝国に確認を取るということはしばらく間があるな」

「都市から帝国領までは馬足にして五日。そこから帝都に至るまでにはさらにかかるでしょう。当面の宿はこちらで手配いたします。ただし四本の魔剣はしばらく預からせていただきますが」

　ふむ、とシャーロットは口くち許もとに手を当て、

「魔剣に関しては構わない。当然の処置だ。あと宿はそこの騎士の家を借りるとしよう」

　と矛ほこ先さきが向いたのは――

「私か!?」セシリーだった。「ふざ、ふざけるな！　何な故ぜ私の家を」

「そなたは騎士、つまり貴族なのだろう？　それなりの暮らしをしているはずだ。ならばわらわたちも不満は無い。それとも何だ、皇族に安宿に泊まれと？」

　シャーロットは勘違いをしていた。確かに国に仕える騎士は大方が貴族の出自だ。しかし独立交易都市で働く自衛騎士団は公募から成り、よって団員のほとんどが市民である。キャンベル家は元貴族ではあったが暮らしそのものは市民と変わりない。

「そ、そもそも皇族と証明されたわけでもないし、私はあなたたちを許しては――」

　食ってかかるのをハンニバルが止めた。情けない顔で振り仰ぐ部下を、上司は無情に斬きって捨てた。

「経費は出してやるから」

「そんな……」

　助けを求めて見回すとルークと目が合った。とても不愉快なことに奴やつはニヤニヤと笑い、明らかに状況を面白がっている。

　意気揚々とシャーロットが立ち上がった。「世話になるぞ女」

「よろしくなセシリー」「私お風ふ呂ろ入りたいわ」「お世話になります」

　ドリス、マーゴット、ペネロペも立ち上がって次々と肩を叩たたいてくる。アリアが不満そうに頬ほおを膨らませていた。

「さあ案内してくれ。わらわは腹が減った。食事にしたい！」

　セシリーは肩を落としてため息をついた。

「…………知らないぞ私は」
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　独立交易都市三番街居住区の一角にキャンベル家はある。木の枝を編み、麦わらや粘土を塗り込んで造る土壁は七番街の農家に多いが、キャンベル家はそれと木材を組み合わせてできた家屋だ。

　キャンベル家ではある家系の使用人が住み込みで働いている。キャンベル家が貴族の身分を失う以前から代々仕え、当時の主人が未開拓だった独立交易都市に移り住むのにも一家族ごとでついてきた忠義ある家系である。今や主人は貴族ではなく一介の市民に過ぎないが、それでもその忠義に変わりは無い。

「アトキンズ家にはこういう格言がある――」

　名はフィオ・アトキンズ。二十七歳。引っ詰めにした茶髪、簡素なエプロンドレス。彼女は両親亡き後もアトキンズの人間としてキャンベル家にかしずく使用人である。

　セシリーに事情を聞いたフィオは、「仕方無いからもてなされてやろう」と言わんばかりに横柄な態度を取るシャーロットたち四人を順々に眺めると、第一声としてこう宣言した。

「働かざる者」

　陰気に目を細め、淡々と。

「死ネ」

　しん……と。

　みすぼらしい家屋の外観や狭い玄関口に早速不平を漏らしていた四人は、フィオのセリフに一瞬にして凍りついた。後ろでセシリーが額に手を当てた。

　シャーロットはびっくりしている。

「な、に……？」

「死にたくなかったら、働け」

　反論の余地は無い。フィオはシャーロットの首根っこを掴つかむと問答無用で奥の部屋へと引きずり込んでいった。呆ぼう然ぜんと見ていたドリスたちは慌あわてて主人の後を追った。セシリーの見ている前で乱暴に扉が閉まり、中から怒鳴り声が聞こえてきたがそれもすぐに収まる。不気味な静寂が訪れた。

　五分と少々。中からぞろぞろと出てきた五人を見てセシリーは噴き出した。

　シャーロットたちは皆、呆ほうけ面をしていた。一体何が起こっているのか皆目見当もつかない――そんな顔。

「気がついたらこの服に……抵抗の甲か斐いも無く……」

　彼女たちの格好はフィオと同じエプロンドレスに様変わりしていた。ご丁寧に全員サイズもぴったり。フィオを見やると、ふっ、という冷笑が返ってきた。雇い主から見てもそら恐ろしい使用人である。

「冗談じゃねえぞ！」一番に正気を取り戻したドリスがフィオに食ってかかった。「俺おれたちはともかくシャーロット様にまで使用人のマネさせるつもりかよ！　シャーロット様は帝位継承権を持つ皇ぞぶっ」

　顔面の骨格が歪ゆがむほどの強烈な平手打ちで左ひだり頬ほおを張られ、ドリスの足が宙に浮いた。空中で錐きりもみ回転しながら頭から床に衝突し、ごろごろと転がって壁に突き当たる。ぐったりと横たわって動かなくなった。

　シャーロット、マーゴット、ペネロペは蒼そう白はくになりながら口をぱくぱくと開け閉めした。

　こき、とフィオは軽く首を鳴らした。

「タダで人の家に泊めてもらおうなんざ甘あめえんだよ。あたいの仕えるべき主はキャンベルの血統のみ。あんたらに尽くす義理も甲斐性も無え。死に物狂いで働け。それと」横目でセシリーを見やり、「よくも妹分セシリーを傷つけてくれた。この家に寝泊りするうちは容赦しねえから覚悟しろ」

　ドスの利きいた低い声。がくがくぶるぶるとシャーロットたちは抱き合って震えた。

　だから言ったのだ、知らないぞと。セシリーは呆あきれ交じりに漏らすが一方でいい気味だとも思った。シャーロットたちの一方的な『交渉』は腹に据えかねていた。いいぞもっとやれ。

「おう、セシリー。アリアはどうした？　姿が見当たらねえ」

「ん？　あぁ、何やら用があると言ってな。公務役所に残った」

　自分で言ってふと首を傾かしげた。そういえば魔剣のアリアが公務役所に用とは何なのだろう？　人見知りをしない彼女は都市に住むようになってから交友関係を広げつつあるが、にしてもそれほど親しい人物が都市公務員にいただろうか。

「な――納得がいかない！　異議を申し立てる！」

「シャーロット様!?」

　真っ青になって引き止めようとするマーゴットとペネロペの手を振り切り、シャーロットは喚わめいた。

「いいだろう、いいだろう、いいだろう！　そこまで申すのならいいだろう！　宿飯を頂戴する側としてきっちり労働で返そう！　だが――お前も働けッ！」

　ずびし、と彼女が指差したのはセシリー・キャンベルだった。

「高みの見物とはこの腸はらわたが煮え繰り返る！」

　セシリーは鼻で笑う。

「何を馬ば鹿かなことを。私はこの家の主だぞ。貴族という身分を捨て、初代ハウスマンの隠れた右腕として尽力してきたキャンベル家、その末まつ裔えいにして現当主、セシリー・キャンベルだ。その私が何なに故ゆえ己の住まいで使用人として働かねばならないのだ。なあ、フィオ？」

「面白そうだな」

「あれ!?」

　フィオは何やら勝手に頷うなずくと、がっしりとセシリーの腕を拘束。先せん刻こくのシャーロットのように奥の部屋へと引きずり込んでいく。

「あれ、あれれ!?　フィオ？　ひょっとしてひょっとすると君は失念しているかもしれないが私はこの家の主でな？　怪け我がもしていて、その、ちょっと身体からだを休めたいなぁと思っていてな？」

「面白そうだから。付き合え」

　フィオ・アトキンズとは生まれたころからの付き合い。主従というよりは姉妹の関係のほうが近い。彼女のまるで使用人らしからぬ言動を自分が知らないはずは無かった。落涙のセシリーは部屋に放り込まれ、一分足らずで改造されて帰ってきた。

　もちろんエプロンドレスに着替えさせられて、だ。

「ふはははははっ、似合うぞセシリー・キャンベル！　ぴったりだ！」

「斬きる……ッ」

　真っ赤になって短剣を抜き払うセシリーをフィオが面倒そうに取り押さえていると、ごめんくださーいと玄関の扉が開いた。

　一同が一いつ斉せいに振り返る先には小さな少女、リサがいた。彼女はほくほくと笑顔で胸に抱えていた包みを差し出した。

「工房アトリエ『リーザ』の者です！　こちらのフィオ・アトキンズさんご注文の品、お届けに参りましたー！」

　一同は顔を見合わせ、頷く。フィオがリサの肩に手を置いた。

「はえ？」

「理由は、無い」





　ルークは背はい嚢のうを背負い、三番街の『食』の商店街を歩いていた。背嚢の表面はごつごつと角張っていてその中身の重さや形状が窺うかがえた。

　今日は朝から忙せわしなかったように思う。早朝より近ちか頃ごろかかりきりの刀の鍛練をし、そこで魔剣を携えたシャーロットに一方的に腕を試され、セシリーの襲撃された現場に駆けつけ、公務役所では事情聴取ついでに頭の足りない押し問答に付き合わされ――そして今は一度自宅に戻ってから市内に戻って屑くず鉄てつ集めをしていた。

　工房アトリエ『リーザ』では刀かたな鍛か冶じに玉たま鋼はがねを用いているが、それ以外の刃物や調度品の製作には古くなった農具や調理用金具といった廃材を再利用して使う。廃材――つまり不要になった屑くず鉄てつを引き取りという形で回収して回るのだ。今日の屑鉄集めもかねてから予定していた、家計を支えるための大事な仕事だった。

　夕暮れ時が近付き、商店街は日中に比べ人出の数が減り始めている。この後は自宅に引き上げ、リサが配達を終えて帰って来るのを待つだけ。ようやっと落ち着けると思ってルークは肩を鳴らした。

　途中、封鎖された路地裏の入り口で立ち止まった。セシリーとドリスたちが戦闘していた現場だ。左右の建物には亀き裂れつが走り、壁は抉えぐれ、地面には大穴が空いている。自衛騎士団の団員たちが破壊地の整理や瓦が礫れきの除去を行っていた。ルークはセシリーやアリアの間一髪のところを救ったが、それにしても壊し過ぎだとハンニバルに叱しかられた。相変わらず口うるさいジジイだ。

　――煩わしい。

　ルークは足あし許もとの破片を踏み潰つぶし、自問する。

　何故助けた？

　気分屋の性格は自覚しているがそれでもわざわざ駆けつけるなんてどうかしている。本当はこのようなことをしている場合ではないのだ。他人を構っている余裕など無い。なのに半ば反射的に自分は動いていた――他人セシリーのために。

　それこそ命を賭としてでも、自分には何より優先してやらなければならないことがある。しかし環境が、周囲の人間がそれを許さない。しがらみが多く雑音が耳に障さわる。今日のように否いや応おう無く巻き込む。

　――ただひとつのことだけを考えて生きられたら。

　それだけのために生きられたらどんなに楽だろうか。不可能だとはわかっているが、つらつらと考える。そしてため息に変えて体外に吐き出す――考えることを放棄する。思考に捕らわれていてはそれこそ身動きが取れなくなるのはわかっていた。

“〝彼女”〟もそれを、きっと望みはしない。

　ルークは再び歩き出し、ふと、とある商店の前に見知った背中を見つけた。赤髪の女が籠かごを提げ、山盛りに積まれた野菜の陳列を眺めている。

「セシリー・キャンベルか」

　赤髪の背中が稲妻にでも打たれたみたいに震えた。ぎこちなく振り返り、彼女――セシリーは強こわ張ばった表情をこちらに向けた。

「ル、ルルルルルルルルークっ？」

「奇遇だな。リサには会えたか？　ちょっと前に注文もらった包丁、さっき思い出して届けに行かせたぞ。もっと早くに仕上がってはいたんだが渡すのを忘れてて――あん？　なんだその格好」

　セシリーは普段の制服姿ではなく何な故ぜかエプロンドレスの格好をしていた。そのくせ腰には短剣を提げているところはらしいと言えばらしい。

　セシリーは燃えるように紅潮した顔をぶんぶん横に振ってまくし立てた。

「違う！　これはっ、フィオがっ、無理矢理っ、おつかいっ、誤解だッ！」

「わけがわからん」

「き、きききき騎士の騎士足るゆえんはカッコウではなくそのホンシツにあるのであってたとえ使用人の服を着ようともわわわわわわたしが騎士であることには変わりなくそのホコリも失われることはななななななな」

「落ち着け」

「見るなぁ！」

　セシリーは籠かごを頭に被かぶって顔を隠してしまうが、元々中身が入っていたらしく籠の中から「あたたたっ！」という悲鳴とともに果実が二個三個落ちて転がった。

　何してんだか。ルークが赤い果実を拾い上げるのを、セシリーは籠から恐る恐る顔を覗のぞかせて見ていた。その目はちょっぴり潤うるんでいる。

「確かに面食らったがそんな恥ずかしい格好か？　それ」

「だって……私は騎士で……騎士なのに……」

　いつもの威勢が嘘うそみたいだな。嘆息し、ルークはもう一度セシリーの格好を上から下まで眺めた。



    

  
    
      



    

  
    
      　濃紺のワンピースに飾り気の無いエプロンを合わせただけの簡単な物だったが、こうして彼女が着ているのを見ると新鮮に感じた。セシリー・キャンベルの気質からすると真逆にあるような衣装なのでなおさらそう感じたのかもしれない。

　セシリーは未いまだに籠かごを被かぶっている。ルークは肩をすくめ、

「ホンシツはカッコウじゃないんだろ？　それにまあ、似合ってるっちゃ似合ってるぜ」

「…………え」

　え。という形に口を開き、セシリーは籠を被ったまま凍りついた。

「？　おい。どうしたセシリー・キャンベル」

「え、あ……み」

　煙でも噴き出しそうな勢いでみるみる顔が真っ赤になり、セシリーは、

「み――」

「み？」

「――見るなああああああああああああああああああああッ」

　爆発した。

　エプロンドレスの裾すそが翻ひるがえり、真まっ直すぐに正せい拳けんが迸ほとばしる。レイピアの刺突が如ごとく鋭い打撃は正確にルークのどてっ腹に突き刺さりその身体からだをふたつに折った。苦く悶もんの声すら漏らさせぬよう、下方から昇る第二撃が彼の顎がつ下かを突き上げ、高く高くルークの肉体を舞い上げた。美しいコンビネーション――極きまった！

　どう、とルークの身体は硬い地面に投げ出された。受け身も取れず顔面から衝突して悶もん絶ぜつする。

　拳こぶしを高々と掲げ呼吸を荒らげるセシリーは、すぐにはっとして両手をおろおろさせた。

「ル、ルーク！　すまん、ついやってしまった！」

　いつの間にか野次馬に囲まれ、見下ろされていた。群集は口々に「痛そう」「かわいそうに」「痴情のもつれ？」などと勝手なことをぬかし、ルークは立ち上がることもできず忌々しく悪態をついた。

「この、クソ女……怪け我がしてんじゃなかったのかよ……っ」

　茜あかね色に染まり始める地面に、赤い鼻血がじわじわと広がった。





　一方、キャンベル家では。

「何な故ぜわらわが……」

　フィオの命により自宅内の倉庫の大掃除が行われていた。倉庫に詰め込まれているのはキャンベル家が代々集め、実際に使用してきた武器防具や骨こつ董とうの数々。足の踏み場も無いそこから、まずは品々を外に出すことから始まる。昼間は皆ひと立ち回りして体力を消耗していたこともあり、乱雑なそれをほとんど外に運び終えるころには誰だれもがぐったりとしていた。やることはまだまだ残っている。

　倉庫には窓らしい窓が無く、天井に吊つり下げられた玉たま鋼はがねが発光して室内を照らす。

　倉庫が概おおむね空っぽになったところでの床掃除――これはペネロペが担当。マーゴットが小物や古い剣、矢、槍やりなどの埃ほこりを落としたり磨いたりして手入れをくわえていた。ちなみにドリスは未いまだ昏こん倒とうしたままで別の部屋で寝ている。

　理不尽にもエプロンドレスを着せられ手伝いにまで駆り出されたリサはシャーロットとふたりがかりで倉庫の奥に鎮ちん座ざする大きな鎧よろいを磨いていた。古めかしい椅い子すにどっしりと腰掛け年代物の香りを放つ全身甲かつ冑ちゆう。汚れや錆さびがしつこく、なかなかに骨を折る。

「わらわがどうして使用人もどきのことを……」

　ぶつぶつと呟つぶやくシャーロットはしかし手際が良い。雑ぞう巾きんを絞る様も堂に入っているし、甲冑の表面を擦こする手の動きは無駄無く力が込められている。よくよく見るとその掌てのひらはあかぎれが目立ち決してきれいとは言えない。どうも皇女のイメージとは噛かみ合わなく、傍かたわらで同じ作業をしていたリサは疑問符を浮かべた。

「シャーロットさん、お掃除上じよう手ずなんですね」

「……まあ、いつもやっていることだからな。国外の人間に見せるような姿ではないからああ言ったが、実際は慣れている。料理だってできるぞ」

「え？　でもあなたは」

「わらわは妾めかけの子だ」

　リサは息を呑のんだ。思わずペネロペやマーゴットを見やるが、ふたりは一瞬手を止めただけですぐに各おの々おのの仕事に戻っていた。

「一介の国民であった母上はたまたま皇帝の目に止まり、たまたま寵ちよう愛あいを受け、たまたま皇帝の子を産んだ。それがわらわだ」

　シャーロットは淡々と続ける。

「皇帝と母上の関係は皇室には秘密のものだった。わらわが生まれて八年……きっと他ほかの妃きさきどもがバラしたのだろう、秘密は白日の下もとに晒さらされ、わらわと母上は帝都を追われた。情けか罪悪感か、はたまた欠片かけらでも愛情が残っていたのか、皇帝は旅立つ我らにまとまったお金をくださった。もっとも金よりも付き人をあてがってくださったことのほうがありがたかったがな。皆いい子ばかりで感謝している」

　付き人――ドリスたちのことだろう。当の本人たちは黙々と整せい頓とんを続けている。

「ペネロペにはさんざん礼儀作法を叩たたき込まれた。ドリスには剣の腕を、マーゴットには淑しゆく女じよの嗜たしなみを教えてもらった。暮らしは貧しかったが態度だけはそれらしくなってしまった」

「お母様は今どちらに？」

「一年前に亡くなったよ」

「あ……す、すみませんっ」

「構わぬ。知られて困るようなことは無い、ただの雑談さ。そなたもワケアリなのだろう？　その歳としで鍛か冶じ屋やで働いているのだから」

　悪魔ですから。当然そんなことは言えない。あんまり口が軽いとルークに叱しかられてしまう。

「でもそれじゃあ……何な故ぜ魔剣やルークを狙ねらうのですか？　帝国さんはむしろあなたの仇かたきみたいに思えます。その利益になるようなことをどうして」

「確かに怒りを覚えないではない。憎しみが無いわけではない。しかしわらわの私怨などどうでもいいのだ」シャーロットは甲かつ冑ちゆうの表面を指でなぞり、その冷たさを確かめる。「わらわは母上の無念を晴らしたい。それのみが望みなのだ」

「……」

「ある男から、帝国は魔剣と刀鍛冶ブラツクスミスを求めていると聞いた。両者はこの独立交易都市にあり、それらを皇帝に献上すればわらわは認められ、やがては皇族に迎え入れられる――と。……母上は玩おも具ちやのように拾われ、そして玩具のように棄すてられた。死に際は憐あわれに痩やせ細り、疲れて眠るように亡くなった。母上の人生とは何だ。何のために生きた？　わらわはそこに意味を、母上がわらわを産んだことに価値を与えたい。娘であるわらわが皇帝に認められることで母上の命に報いることができる」

「シャーロットさん……」

　かける言葉は無く、リサはシャーロットの横顔を見つめるしかない。彼女の引き結ぶ唇は気高く、意志の強さを窺うかがわせた。

　すべては母のために――。

　彼女のしたこと、やろうとしていることはリサにとって受け入れがたいことではあったけれど、その小さい身体からだに秘めた想おもいには素直に敬意を表したいと思った。

「結局は帝国の名に頼らざるを得なくなってしまったがな。元よりあのような無茶な『交渉』が通るとは思っていない。今後の交渉のきっかけとして、その場として、後の帝国の役に立てばそれで良い。当初の目的は奪取だったが致し方無いだろう。頼りは宝剣だ」

「宝剣……あの、皇族を証明するという小剣ですね」

「ああ。あれは一年前、母上が亡くなったときに皇帝から贈られた物だ。恐らく皇帝なりの母上への手た向むけだったのだろう。宝剣の確認が取れ次第、近日中に帝国がわらわたちを引き取ってくれると思う。その後どうなるかはわからないが、思えばこのときのために皇帝は宝剣を賜たまわったのかもしれない」

　リサは気付いた。平坦な口調で語るシャーロットの背中を、マーゴットとペネロペが見つめていたのだ。彼女たちの眼まな差ざしは主人の身を案じていた。

『その後どうなるかはわからない』

　今後の交渉の場を作ったと評価されるか、はたまた勝手をしたと処罰が下るか――命運はいずれか。話を聞いているだけだと望みは薄いように感じてしまうが。

　――強したたかな人です。

　願いを叶かなえるための、一抹の希望。帝国は彼女を救うかもしれないし見捨てるかもしれない。それは本当に小さな望みで、けれどシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャーは賭かけに出た。

　帝位継承権を表す『Ｅ』の名。シャーロットがそれを名乗るのは信じているためだ。帝国は、皇帝は自分を救ってくれる――そう自分の血を信じている。その意志の表れ。

　小さな身体からだにどれだけの不安を抱えているんだろう。

　そして何ど処こにか細い未来を信じる強したたかさを秘めているんだろう――。

　シャーロットがはっとこちらを振り向いた。彼女の手の上に、リサがそっと手を重ねたのだ。リサは柔らかく微笑ほほえみかけ、

「良い結果をお祈りしております。神ではなく、あなたの想おもい慕うお母様に」

　ぱちぱちと瞬まばたきを繰り返してから、シャーロットは頬ほおを緩ゆるめた。

「ありがとう。そなたはいい女だな」

「でへへ」

「よしよし」

「アレ、子ども扱い!?」

「子どもではないか」

「あ、あなただってそうじゃないですか！」

「なんだと！　わらわを愚ぐ弄ろうするつもりかッ」

　ふたりは甲かん高だかい声で言い合いを始めた。内容が内容なのでそれこそ歳とし相そう応おうの娘がするような低次元のいがみ合いである。それを見てようやくマーゴットとペネロペも硬い表情を崩した。





　そして倉庫の外では――

「…………」

　戸口の横の壁にもたれ、セシリーが腕を組んで立っていた。随分と前にフィオのおつかいから帰ってきていた。

　セシリーは瞳ひとみを閉じ、瞼まぶたの裏でシャーロットの語った過去を吟味する。

　戦う理由。守る理由。

　それは人それぞれで、どうしても譲れない。

　――困ったな。

　今さっきほど単純に憎めなくなった。苦笑し、セシリーは倉庫の中に入っていった。

「あ、おかえりなさい――って！」こちらを見たリサが仰天して悲鳴をあげた。「セシリーさん!?　拳こぶしに血が……っ」

「うん？　ああ、大丈夫。これはルークの血だ」

「それもある意味大丈夫じゃないような!?」





　独立交易都市三番街公務役所、地ち下か牢ろう。

　冷たく、玉たま鋼はがねの照明がうすぼんやりと照らす空間だ。床や壁、天井はすべてはめ込み式の四角い石で覆われ、鉄の格子がそれぞれの牢ろうを区切って罪人を閉じ込めている。

　その一室に――黒い貴婦人はいた。

　今回の事件で回収された四本の魔剣、その中で唯一自律意思を持つ魔剣エヴァドニはこうして地ち下か牢ろうに『保管』されていた。他ほかの剣たちも別の牢にまとめて収納。魔剣は持ち主無しではその能力を発揮できず、それはエヴァドニも同様である。彼女は牢の中で身じろぎもせずじっとたたずんでいた。

　静かな空間。日光や月明かりを入れる鎧よろい戸どさえ無いので肌寒く、空気も淀よどんでいる。

　こつこつと歩く音が木霊し、その足音の主はやがてエヴァドニの牢の前に姿を現した。エヴァドニは振り返る。そこにいた訪問者は――

「あなたに聞きたいことがあるの」

　アリアだった。

　鉄格子越しに、彼女は緊張した顔つきで自分の同類を見つめた。

「魔剣って、何？」

　エヴァドニの瞳ひとみは穏やかに凪なぎ、一点の感情も示さない。

「あたしはあたし以外に魔剣が存在するなんて知らなかった。ずっと放浪していたから。でも今日、あなたに出会った。あなた以外にも三本。しかもその三本はあたしやあなたみたいに人間に変へん化げできない。この違いは何？　魔剣はもっともっとあるの？　お願い、教えて」



    

  
    
      



    

  
    
      　格子を掴つかみ、顔を近づける。アリアの声に空気が震えた。

「あたしはあたしのルーツを知りたいの」

「魔剣は悪魔」

　エヴァドニは涼やかに言葉を紡ぐ。抑揚の無い声音が、囁ささやくように地ち下か牢ろうに反響した。

「悪魔は契約によって生み出される。それが悪魔契約」

「そんなことは知ってる。そうじゃなくて何な故ぜ魔剣の悪魔が生まれるのか、それを訊きいているの。あなたは知っているの？　知らないの？」

「『何故俺おれを生んだ？』」

　アリアは口を噤つぐんだ。目の前の唇は無機質に動いて教える。

「『このような末路をたどるならば、何故俺は生まれた？』」

「……」

「契約者が契約時に抱く、創造主――神への憎しみ。それが魔剣の悪魔を生む」

　悪魔契約とは自身の心臓に刻まれた死言を唱となえることで完成する。その際に肉体の一部を捧ささげ、それを空気中の霊体に喰くわせる。そうして生まれるのが悪魔。

　そして悪魔が『魔剣』として形を得る条件。

　死言、肉体、霊体ともうひとつ。

「『何故生んだ』『何故この悪シ魔ス契テ約ムを作り出した』『生まれ落ちなければ』『契約が無ければこれほどまでに苦しく痛い思いをすることは無かった』『憎むぞ』『神よ』『お前を俺は憎むぞ』――」

　エヴァドニは呪じゆ詛その数々を平坦に連ねた。別の誰だれかの思いを代弁し、語る。創造主という途方も無い存在に向けた殺意。魔剣のもうひとつの材料がそうした契約者の“〝神への憎悪”〟であると彼女はそう言っているのだ。

　格子を掴むアリアの手が震え出した。

「あたしたちは……憎しみの塊、ってこと……？」

「そう。エヴァドニやあなたは負の感情の具現。エヴァドニやあなたの刃やいばは神への敵意、殺意の象徴」

　思考が理解に結びつく。剣へと変化するための呪じゆ文もんの意味。呪文は生まれた瞬間から身の内にあり、いつも深く考えることは無く唱えていた。

『――――神を殺せ』

　文字通りだ。

　自分は神を殺すために生まれた。

「そして憎しみの強さが魔剣の差異を作る。普通の魔剣は喋しやべらない、歩かない、食さない。でもエヴァドニやあなたは違う。喋るし、歩くし、食する。それは濃いから。憎しみに際限が無く、虎こ視し眈たん々たんとそのときを待つために――人型の魔剣となり、銘を得る」

　アリアはもはや聞いていなかった。それよりも身体からだの震えが止まらない。

　己の掌てのひらを見つめる。この手に、この身体からだに、この刃やいばに憎悪が？　人でも人外でもない、本当にいるのかもわからない存在に向けられた感情の人形。それがあたし？

「馬ば鹿かじゃ、ないの」

　苦笑いを浮かべる。馬鹿馬鹿しくて仕方が無い。神への憎しみ？　阿あ呆ほうとしか思えない。

　エヴァドニの瞳ひとみは変わらない。黒々として深みのある色をたたえている。

　アリアの口から、はは、という乾いた笑い声が漏れた。

「だって神なんて何ど処こにいるの？　そんな架空の相手を憎んだってどうしようもないじゃない。憎しみなんて醜い感情で作られるあたしたちはいい迷惑――」

「あなたも気付いているはず。少なくとも感じている」

　知っていた。

「その矛ほこ先さきを」

　それが図星だということを。

　アリアはゆっくりと視線を上向け、導かれるようにとある方角を見やった。目の前には沈黙する石壁。彼女の瞳はそのずっと向こう側を見据えている。

　その方角には――灰を吐き出す火山がある。

　震えは止まらない。





　長かった一日もようやく夜を迎えた。キャンベル家は少し遅めの夕食である。

「今日のお食事は賑にぎやかで楽しそうだわ」

　食卓に集つどった一同を見回し、そう言ったのはセシリーの母、ルーシー・キャンベルだった。娘とよく似た長い赤髪。ただし多少色いろ褪あせ、その頬ほおもやつれ気味に見える。身体が弱く床に伏せがちな彼女はフィオの手を借りながら席についた。

　――確かに賑やかだな。

　セシリーは面子を眺めて苦笑する。つい最近までは父と母、フィオ、自分の四人だった。それが父が亡くなって三人になり、そこへアリアが加わってまた四人に。今日は新たに四人の客人――ドリスもようやく目覚めた――を交え、計八人での食事。ただでさえ狭い食卓がぎゅうぎゅうづめだ。

「このような大人数での晩ばん餐さんは初めてだ……」

　フィオとペネロペが次々とテーブルに料理を並べていくのを、ぼんやりとシャーロットが見ていた。その頭に、ルーシーが細い手を載せて微笑ほほえんだ。

「たくさんお上がりなさい」

「あ、う……うむ」

　ルーシーの希望によりシャーロットの席は彼女の横に据えられた。優しく前髪を梳すかれてシャーロットはくすぐったそうにうつむく。そのくせ、病弱でありながらセシリーとの血のつながりを証明するルーシーの豊かな胸部を横目でちらちらと窺うかがっていたりする。

　全員が席につくとルーシーとフィオがそれぞれ両手を合わせて祈りを捧ささげ始めた。都市が奨励する文言をふたりで唱和する。祈き祷とう契約によって引き起こされる奇跡を、市民の中には『精霊』と呼んで信仰する傾向がある。転じて『精霊信仰』として寝食の合間に祈りを捧げるのだ。

　セシリーは隣の席のアリアを見やり眉まゆを上げる。いつもは母たちに倣ならって祈る彼女が、今は手を合わせないで目を伏せていたのだ。

「アリア？　どうした」

「うん……今日はなんだか、気分じゃなくて。あはは」

　乾いた笑い声をあげる。アリアは食事の直前にふらっと帰ってきてからずっと浮かない顔をしていた。何かあったのだろうか？　訊たずねても彼女は否定するだけで要領を得なかった。

「セシリーは祈らないのか？」

「そうなの」

　シャーロットの問いに、祈りを終えたルーシーが頬ほおに手を当ててため息をついた。

「この子はいつもそう。このお料理だって家の灯あかりだって祈祷契約を使っているのにねぇ。騎士団の中でも用いられることは多いのよ？　なのに何な故ぜか意地を張って祈らないのよ」

「確かにそうですが……父上は祈ってなかったじゃないですか」

　生前、セシリーの父はどうしてか寝食の祈りを拒んだ。家族や使用人にそれを強要することは無かったが自分個人に関しては頑として譲らなかった。その姿を見て育ったためかセシリーも祈祷契約を信仰することに抵抗があった。

「セシリーはお父さん子だからな」

「フィオ！」

　ルーシーとフィオが笑う。セシリーはむっつりと頬を膨らませた。

　――ん、そういえば。

　ルークやリサも祈りを捧げたりはしていなかったように思う。それどころか祈祷契約を用いているところも見たことがない。火を熾おこすのにも一から手順を踏んでいたし、リサの能力も祈祷契約ではなく悪魔契約に拠よっている。刀の材料に蓄えているのだから玉たま鋼はがねの在庫に困っているというわけではなさそうだが。

「さあ、それではいただきましょう」

　人数が多い分、たくさんの料理がそれぞれ大皿に分けて盛られている。フィオが山盛りの中から野菜を小皿に取り分けてルーシーに渡す。シャーロットたちも恐る恐る手をつけ始めた。今日一日戦闘やら大掃除やらあって腹が空いていたのか、徐々に彼女たちの食べ方には遠慮の二文字が無くなっていった。

「シャーロットちゃんは嫌いなもの、あるのかしら？」

「な、無い。そこは母上に教育された」

「そう。いいお母さんね。じゃあこれなんてどうかしら」

「――お、これ美味いな。フィオさん、これは何なんだ？　俺おれ、初めて食べる」

「それは鍛か冶じ屋やの嬢ちゃんから分けてもらったやつだな。なんでも灰はい被かぶりの森から採った野草らしい。灰被りの森ってのは霊体濃度がとんでもなくてな、普通なら霊体酔いしちまうんだが――」

「ちょっとセシリー・キャンベル。どうしてこの家に住む人はみんな揃そろいも揃って大きくて豊かなのかしら」

「？　い、一体何の話だマーゴット」

「あなたのソレは遺伝だって母親を見ればわかるけど、それにしたってどうして魔剣や使用人まで……」

「“〝ソレ”〟とは何だっ？　何のことを言っているっ」

「やはり料理に秘密があるのかしら。これを食べれば私もそこの魔剣やセシリーのように……？　ふふ、うふふ。ペネロペ、あなたは特にたくさん食べたほうがいいわ！」

「そこでどうしてわたしの名前が出てくるのですか!?　強調までして！　確かに大きいセシリーさんには憧あこがれますけど！」

「だっ、だから何が“〝大きい”〟なのだ!?」

　がたん、という音に一いつ斉せいに振り返った。

　唐突に立ち上がったシャーロットを、ルーシーが見上げて目を瞬しばたたいている。

「……シャーロットちゃん？」

「失礼、しばし席を外す」

　言い置いて彼女は出て行ってしまった。

「泣いていたわ……シャーロットちゃん」

　ドリス、マーゴット、ペネロペが同時に席を立ち、慌あわただしく自分たちの主人を追っていった。

　ちょっと様子を見てきます、とセシリーも席を立った。

　四人はすぐに見つかった。日が落ちて月が煌こう々こうと照る下――彼女たちはキャンベル家の中庭で抱き合っていた。その輪から少女の嗚お咽えつが聞こえ、セシリーは足を止めた。

「皇帝は……父上はわらわを……わたしを救ってくださるだろうか……妾めかけの子を、愛してくださるだろうか……？　ひとかけらでも……母上の命に報いることはできるだろうか……？」

　シャーロットを包囲するようにドリスたちがひしと抱擁している。この世のあらゆる害悪から少女を守るように固く、強く。

「大丈夫だよ、シャーロット様」ドリスが喉のどから搾り出すように言った。「気休めは言えない。でも大丈夫だよ。俺たちがついてる。俺たちが守る。――俺たちは家名を捨てた。ただシャーロット様の手として足として目として生きるために。ずっと一緒だ」

「そうよ。シャーロット様はひとりじゃない」

「だから泣かないでください。泣かないで……」

　立ち尽くすセシリーの横に、いつの間にかアリアが立っていた。眩まぶしいものを見るように目を細め、小声で言った。

「お母さんを思い出しちゃったのかな」

　多分とセシリーは頷うなずき、

「口や態度は強気でも、シャーロットはまだ十二歳の子どもなのだ。小さい身体からだで必死に耐えている」

　ルーシーに触れて、亡くなった母親を思い出した。それが気の緩ゆるみを生んでしまったのだろう。

「でも支える人がいる」アリアは三人の戦士を見つめ、「シャーロットは大丈夫だよ」

「ああ」

　自分を想おもってくれる人がひとりでもいたなら、それだけで力になる。

　シャーロットには三人もいる。それは少なくない。だから、大丈夫。

「アリア。明日の朝から私の修練に付き合ってもらえないだろうか」

「いいけど。どうして？」

「悔しいんだ」

　自分は今日、あの三人に完膚なきまでに敗北した。それはつまりシャーロットを慕う三人の想いに負けたということなのだ。

　――けれど私だって譲れない。



    

  
    
      



    

  
    
      　都市を守るという意志。自分が負けたということはその信念を手折られたということ。魔剣アリアを手にしておきながらそれを扱う技術が未熟で至らなかった。この不足を不足のままにしてはいられない。

　負けたという事実を、真しん摯しに受け止めよう。

「私は強くなりたい」

　相棒を見つめる。セシリーの戦友は察し、頷うなずきを返してくれた。

「うん。一緒に、強くなろう」

「ありがとうアリア」

「セシリー、あの、あたし――」何かを言いかけたが、「やっぱり、何でもない」

　首を横に振り、儚はかなげに微笑ほほえんだ。

「頑張ろうね」

「……ああ」

　彼女たちの夜が更ける。



　　　６



　昨日の戦闘を思い返すと反省点が多い。

　三対一、加えて相手は全員が魔剣持ち……というのは言い訳にはならない。彼女たちは自分らの魔剣の特性を熟知し、それを活いかして見事な連携を見せた。対する自分はどうだろう。徒に風の力を行使するだけで一矢報いることすらできなかった。

　魔剣を使うということは単純な剣術の腕と比例しない。応用が必要となる。

　だから。

「一晩寝ないで考えたんだが」

「……ぐう」

「ね、寝るなアリア！」

　市内に巣を作る小鳥たちが目覚める早朝。青白く浮かび上がる都市を昇りかけの太陽の陽ひ射ざしが貫く。

　セシリーとアリアはキャンベル家の庭先で肩を並べていた。セシリーは気合十分に腕を組んで朝日を浴びていたが、その目の下には濃い隈くまがあった。

　くあ、とアリアは涙目であくびを噛かみ殺し、かと思うと細目になってくったりと肩を落とす。相変わらず朝は弱いらしく気を抜くと「……ぐう」と座り込んで舟を漕こいでしまう。その度にセシリーは彼女の肩を揺らして起こさねばならなかった。

「アリア、頼む。私は本気なのだ」

「あたしも本気だよー……でも昨夜はなかなか寝付けなくてさぁ」

「？　どうして」

　どうしてだろうねぇ、と瞼まぶたを閉じてアリアは息を吐いた。ひどく疲れたようなため息にセシリーは眉まゆをひそめた。

「……アリア？」

「で、何を寝ないで考えたの？」

「あ、ああ。実はアリアについてずっと考えていた」

　え、と眠気が吹き飛んだように彼女はこちらを振り返った。何な故ぜかその頬ほおが赤い。

「やだセシリーったら。朝からそんな……」

「私は君の能力を使いこなせていないと思うんだ」

「うん。そんなところだろうと思った」

　あっさりと頷うなずくアリアはけれど残念そうだった。

　とにかくセシリーは寝ずに考えたのだった。アリアの魔剣としての能力はもっと応用が利きくのではないか？　今のところの主な使途は風を放つという攻撃と、風の障壁を生み出すという防御の二点。これら以外にも使い道はあるはずだ。攻撃や防御だけでなく、もっと補助的なことに向いた何かが。

「それを一緒に考えてほしい」

「そう言われてもなぁ。レイピアあたしを振るう人はたいていセシリーと同じ使い方してたよ？　特別思い当たることも無いなぁ」

「何かあるはずなんだ。だってドリスたちの魔剣に対してアリアの能力は漠然としている」

　大地を割るクレイモア。伸長するロンパイア。魔剣の力を無効化するボロックナイフ。用途のはっきりしているこれらの魔剣に比べ、レイピアの“〝風を生む”〟という能力は漠然としているように感じられる。風を生んで――どうする？　セシリーは答えがその「どうする？」に秘められていると考えていた。

「どうする、ねえ」

「どうする、だ」

　うーん。ふたりは合わせ鏡のように同じく腕を組む。

　どうする、どうすると不審者よろしくぶつぶつ呟つぶやいていると後ろから声がした。

「こんな朝っぱらから何やってんだ？」

　現れたのは褐色の肌の女性だった。ドリスだ。寝癖で髪が方々に跳はねている。喉のどの奥まで覗のぞけてしまうほど大口を開けてあくびをもらし、彼女は槍やりやら剣やら物騒な荷物を抱えてやって来た。

「ドリスか。そちらこそどうしたんだ」

「昨日の倉庫整理がまだ済んでなかっただろ。俺おれはずっと気を失っていたから何も手伝えなかったし、早起きして続きをやろうと思った」

「殊勝な心がけだな」

「俺が寝ている間にシャーロット様が働いてたんだぞ。これくらい当たり前だ」

　ドリスは芝しば生ふの上に布を広げ、そこに持ってきた武器をひとつひとつ並べていった。どれも手入れが行き届いておらず埃ほこりを被かぶっていたり錆さびをこしらえていたりと状態は良くない。

　どっしりと腰を据えてあぐらをかき、おもむろに一本の矢を取ると埃を払い、湿らせた布で矢や尻じりの部分を磨き始めた。作業を始めてすぐに彼女はぶつくさと愚痴をこぼし出す。

「まったく相当傷んでやがる。陰干しくらいはやれよ」

「すまない。どうも私の家系はそういったことに疎いらしくて」

　申し訳無く思いながら手入れの様子を眺めていると、ふと目が留まった。敷き布の上に広げられた武器類。槍やりや短剣、矢、鎌かま、斧おのとその種類も様々だ。注目したのはそのひとつ。

　――“〝矢”〟か……。

「アリア。ちょっといいか」

「ん。ナニナニ」

　セシリーがアリアに耳打ちするのを、ドリスが訝いぶかしげに見ていた。悪いが彼女に聞かせるわけにはいかない。

　こちらの閃ひらめきを聞いたアリアは目を見張った。

「なるほど……“〝矢”〟ね」

「ああ。どうだろう、できるだろうか？」

「やったことは無いけど、多分」アリアは眉まゆ尻じりを落とし、「でも危険じゃないかな。少なくともセシリーが無事でいられるとは思えない」

「あくまでできるかどうかを確かめたいだけなんだ。……そうか、できるのか。ふむ」

　アリアが、あっ、と声をあげた。

「もしかして“〝槍”〟もいけるかも。――の魔剣を参考にして」

「それだ！」

　風の応用。思いもかけず近付けた。これはドリスに感謝しなければなるまい。

「なんだかよくわからないが俺おれに感謝しろ」

「先に言われるとその気も失せるぞ」

　はッ、とドリスは失笑し、つとアリアのほうを見やった。

「にしてもあんたはエヴァドニとは随分と違うんだな」

　あたし？　とアリアは目を瞬しばたたいた。

「あいつ、いつも無表情で必要最低限のことしか喋しやべらないんだ。気の利きいた冗句も出て来ない。比べてあんたはくるくるとよく表情を変える。魔剣にもいろいろあるんだな」

「……」

　なるほど確かに。セシリー自身はそのエヴァドニとやらと会ったことは無かったが、言われてみればそうだと思った。ドリスたちの魔剣はアリアのように人型に変へん化げすることもできないし意思表示もしない。不思議な違いに感じられた。

　だが強く引っかかることは無かった。このときは。

「よし早速試して――あ、いや」すぐそばにドリスがいることを思い出し、「その前にいつもの修練で身体からだを慣らすとしよう。アリア、レイピアになってもらえるか」

「……あの、さ。その前にひとつ聞いてもいいかな」

「うん？　どうした」

　思いつめた顔をし、アリアが切り出した。

「代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルについて教えてほしいんだ」

「代理契約戦争？」

「うん。あたしが大戦のときに生まれたのは前に話したよね。実はあたし、代理契約戦争についてあんまりよく知らないんだ。人が土地を奪い合って、数え切れないほどの悪魔を生み出して、人外も暴れていて……そういう断片的なことしか知らない。渦中にはいたけど積極的に知ろうとしなかった。だから知りたいの。自分が生まれた戦争がどんなものだったか」

「そう言われても私も詳しくは知らないが……」

「何でもいいから」

　何な故ぜか切羽詰まったように食い下がってくる。セシリーは困り果てた。戦争を体験していない自分は祖父の話を父から又聞きした程度の知識しかない。実際にその場にいたアリア以上に知り得ていることなど果たしてあるだろうか。

「じゃあ代理契約戦争がどうして“〝ヴァルバニル”〟と呼ばれているか、セシリーは知ってる？」

「ああ、それなら知っている」

「知りたい。教えて」

「ヴァルバニルとは元々ある人外の獣を指す名前なんだ」

　ヴァルバニル。何百年もの昔、大陸史上最悪と呼ばれた人ならざる獣のことだ。史実としてその存在を確認されている。

　ただしその獣に秘められた逸話はいささか現実離れしていて眉まゆ唾つば物ものだった。

「山々を叩たたき潰つぶしただとか、海を飲み水代わりにしていただとか、最後には剣で封印されただとか……どうも誇張が目立って実際の生態に関しては曖あい昧まいなんだ。明らかに事実と創作が入り混じっている」

「でも実在していたことは確かなの？」

「ああ。実情は定かではないが“〝大陸史上最悪”〟というニュアンスだけは伝わっているらしい。ヴァルバニルはその名前自体が悲惨さを象徴し、いつしか代理契約戦争の別称として用いられるようになった。そう父から伝え聞いている」

「……」

　アリアは拳こぶしを口くち許もとに当てて何やら考え込んでいた。ヴァルバニル……囁ささやいて綴つづりをなぞる。

「アリア、それがどうかしたのか？」

「ううん。ただ気になっただけだよ」

　腑ふに落ちずセシリーは追及しようとしたが――

「……ドリス」

　今度は寝ぼけ眼まなこのシャーロットが庭に現れた。おはようございます、とドリスは立ち上がって駆け寄った。

「早いね、シャーロット様」

「うん……起きちゃった」

　ぼうっとした口調。どうやら彼女も朝は弱いらしい。幼い少女らしい仕草でドリスの服の袖そでを引っ張り、「おなかすいた……」

「はいはい。今用意するから。セシリー、いいか？」

「ああ、そろそろフィオも起き出すころだと思う」

「だってさ。さぁ行こうシャーロット様」

「うん……後で髪梳とかして」

「はいはい。今日は俺おれの番だったね」

　普段はぶっきら棒なドリスも、シャーロット相手には優しい目つきになる。これが彼女たちの関係なのだとセシリーは知った。

　ドリスとシャーロットが手をつないで家に上がるのを微笑ほほえましく見送り、さて、とアリアを振り返る。彼女はもう思いつめた顔はしておらずいつもの笑顔に戻っていた。それからは通常の修練や先ほどの閃ひらめきを試したりした。

　故ゆえに――

「そういえばルークの動きって独特だよね。普通歩くときって右足を踏み出したら左腕を、左足を踏み出したら右腕を前に出すでしょ？　でもあの人は右足なら右腕を、左足なら左腕を、って上半身と下半身が同じ動きをしてる」

「言われてみればそうだな……」

「この動き方をすると足あし許もとも自然にすり足になるし、小回りも利きき易くなる。ルークはそうやって全身を使って身体からだを捌さばいてるんだよ」

「アリア！　素晴らしい観察眼じゃないか！」

「えへへ。じゃあこの動きを参考にしてみる？」

「うむ！」

　故にセシリーは機会を逸した。

　アリアの問いの意味を知る機会を。



　　　７



　そして数日はあっという間に経過した――





　その日は朝から曇りがちな天気だった。今にも泣き出しそうな空。

　いつかのように、一同は独立交易都市三番街の公務役所、市長室に集まっていた。ハウスマン、ハンニバル、シャーロットとその従者の三人、そしてセシリーとアリア。ルークとリサからはこの一件から手を引くとして不参加の報しらせを受けている。

「帝国から書簡が届けられました」

　書卓につくハウスマンが筒状のそれを差し出した。頷うなずき、シャーロットは受け取る。蓋ふたを開けると一枚の紙片が出てきた。目を通す彼女はしばらく口を開かなかった。

　痺しびれを切らしたドリスが訊たずねた。

「シャーロット様、どうなんだ。なんて書いてある。帝国はなんて言ってるッ？」

　前髪で目め許もとを隠し、シャーロットは抑揚の無い声でそれを読み上げた。

「帝国に……」



『帝国にシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャーという名の皇族は存在しない。

　その輩やからは皇族を騙かたり、帝国戦士団から魔剣を盗み出した者なり。

　宝剣も贋にせ物もの。押収した魔剣共々、即刻帝国に引き渡すこと。

　かの者たちは帝国の法の下、厳罰に処す』



　静まり返っていた。

　ドリスは拳こぶしを震わせ、マーゴットは赤い唇で親指の爪つめを噛かみ、ペネロペは後ろからシャーロットの肩に手を置いている。シャーロットは目を伏せたまま動かない。

　帝国の返事はある程度予想できるものだった。妾めかけの子としてシャーロットたちを都から追い出した帝国が今さら彼女らを擁護するわけがない。一いち縷るの望みだった宝剣が本当に贋物なのか、はたまた本物だが皇帝の血族共が認めなかったのか――それはわからない。わからないが。

　なら、どうして。セシリーは歯は噛がみした。だったら何な故ぜ、宝剣など贈ったのだ。

　捨てられ、亡くなったシャーロットの母へのせめてもの慰みだったのか？　だとしたらいい迷惑だ。そんなものが無ければ彼女だってこのような行動は取らなかったかもしれない。帝国とは無縁の土地で四人で平和に暮らしていたかもしれない。

　今やシャーロットたちは『皇族を騙った罪人』になってしまった。都市は彼女たちを帝国に引き渡さなければならない。

　その結果、四人がどうなろうとも。

「フィーロビッシャーさん」ハウスマンが沈黙を破った。「あなたが本物か否いなか、私にはわかりません。帝国はこうやって否定していますが、私はそれを額面通り受け止めるほど浅はかでもない。しかし今はっきりと言えるのは帝国があなたたちの身柄の引き渡しを要求しているということ。私はそれに応じます。よろしいですね？」

「……それが」うつろな声で、シャーロットは答えた。「皇帝の意志ならば……」

　たとえ、四人がどうなろうとも――。

「冗談ではない！」

　セシリーはかっとなって叫さけび、シャーロットに詰め寄った。

「そのような不条理が通ってなるものか！　シャーロット、君は帝国に棄すてられたのだぞッ？　これで二度目だっ。勝手に宝剣を贈りつけておきながらいざとなれば贋にせ物ものと切り捨て、保護の意志すら無い。それでもなお君は帝国に従うのか？　罪人としてつながれることを望むのか!?」

　いつもの威勢が嘘うそのようにシャーロットの瞳ひとみは儚はかなげに揺れていた。顔色は蒼そう白はく。

「でも……どうしたらいい。どうしようもないではないか」

「市長！」セシリーはハウスマンを顧みて、「どうにかならないのですか!?」

「退ひけ、セシリー・キャンベル」

　ぬ、と大きな影が身体からだの上に落ち、ハンニバルの手がこちらの腕を引いた。しかし怯ひるむこと無くセシリーは噛かみ付いた。

「クエイサー団長も疑問に思わないのですか。この不条理、この理不尽。皇族を騙かたり、魔剣を盗んだ罪人ですって？　そんな無謀なことをしておいて帝国に助けを呼ぶ人間が何ど処こにいますかっ？　帝国はシャーロットのことを無かったことにしようと――」

「黙れ」

　一いつ蹴しゆう。

　ハンニバルの野太い声が鼓膜を打ち据えた。セシリーは彼の眼まな差ざしに萎い縮しゆくしかける。

「言ったはずだぞ。大陸のバランスは均衡している。ここでいらぬ軋あつ轢れきを作りたくは無い。引き渡しを突つっ撥ぱねるようなことをすればまず間違い無く帝国との関係が悪化する」

「しかし」

「何もできないくせに減らず口を叩たたくな、セシリー・キャンベル」

　セシリーは唇を引き結んだ。

「一介の団員である君にこの娘らを助ける力も手段も無い。下がれ」

「……団長はそれで納得できるのですか」

「政治とはそういうものだ」

　ハンニバルは顔を背けた。いつもは大岩のように泰たい然ぜんとし、歯に衣きぬを着せない彼にしてはらしくない仕草だった。セシリーは知る。ハンニバルもまたもどかしく思っているのだと。それでも大陸の未来を考え、これが正しいのだと自らを諭している。

　――だからと言って。

　このまま見過ごせと言うのか。

　この不条理を許容しろと言うのか。

　――冗談ではないぞ。

　政治がどうこう言われようと、セシリー・キャンベルは引き下がれない。何な故ぜなら――

「覚えているかアリア」

　呼びかける声は背後の相棒に向けたものだが、セシリーの視線は真まっ直すぐに目の前のハンニバルを射抜いていた。対する上司は悠然とこちらを見下ろす。まるで岩山と赤子。もちろん前者がハンニバル、後者が自分だ。睨にらまれただけで呑のまれそうになる身体からだをあえて前に押しやり、真っ向から対たい峙じする。

　岩山対赤子――上等である。

　岩をぶん殴ってでも私は足あ掻がくぞ。

「ジャック・ストラダーと立ち合ったとき、私が口にした言葉を覚えているか」

　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの経験者にして、通称『商人』に利用された男。彼との戦闘の最中、セシリーはひとつだけ誓ったことがある。

「覚えているよ」アリアはよどみ無く答えた。「セシリーは言ったね。『すべてを救う』って」

　私はこの目に映るすべてを救う――。

　そう、宣言した。なれば偽善だろうが無力だろうがどうでもいい。後先は考えない。

　すべてを救う。

　守ることが自分の仕事だ。

「私は諦あきらめません」

「セシリー……」

「何か方法があるはずです。それを今、検討しませんか」

　対峙は短いようで長くも感じられた。見下ろす岩山と見上げる赤子――駄々をこねる自分は正に赤子同然だが、構いはしない。周囲は固かた唾ずを呑んでふたりの相対を見守っている。

　やがて……

「感情で思考する、父親譲りのその癖はどうにかならんのか」

　ハンニバルが深々と嘆息した。彼の口くち許もとがわずかに緩ゆるんでいるのをセシリーは見逃さない。「残念ながら」

　ドリスやシャーロットたちが呆あつ気けに取られた顔でこちらを見ていた。

「どうして……俺おれたちはお前の魔剣を奪おうとしたんだぞ。どうしてかばい立てする？」

「……ドリスの言う通りだ。そなたに何の得がある。そもそもの話わらわは嘘うそをついているのかもしれないのだぞ。帝国はわらわが皇族ではないと否定した。一国と一個人の発言を秤はかりにかけ、何な故ぜわらわの肩を持つ？」

　どいつもこいつも口を揃そろえて――愚問としか思えない。

「私は君を信じる。そう決めた。それで騙だまされたとしても、それは私の目が節穴だったというただそれだけのこと。問題無い。……得や理屈ではない。そういう性しよう分ぶんなのだ」

　シャーロットは茫ぼう然ぜんと立ちすくむ。完全に言葉を失っていた。

「市長、お願いします」セシリーはハウスマンに対して身を乗り出した。「検討の時間をください」

　根負けしたらしい。ハウスマンは疲労の濃い息を吐いた。

「……実は策が無いわけではないのです。あまり本意ではないだけで」

　ヒューゴー！　そうハンニバルが鋭く言うが、

「彼を呼んできてください、ハンニバルくん」

　途端に偉い丈じよう夫ふは苦い顔をし、しかしセシリーの眼まな差ざしを受けて肩を落とし部屋を後にした。巨大な背中がしょんぼりとする様子はなんだか滑こつ稽けいだった。

「市長……一体何を？　策とは？」

「取り引きですよ」ハウスマンは苦笑いを浮かべながら、「キャンベルの娘があそこまで言ってのけたのです。都市も多少のリスクは背負いましょう」

　セシリーはぱちぱちと瞬まばたき、アリアと顔を見合わせた。





「事情は聞きましたよ。はい」

　しばらくしてハンニバルが連れてきたのはひとりの男だった。前髪が眉まゆの上で几き帳ちよう面めんに切り揃そろえられ、銀縁眼鏡めがねが彼の生き真ま面じ目めな気質を表すように鈍く輝いている。襟元を正す姿も何ど処こか神経質に見えた。

　セシリーは思わず驚きの声をあげた。

「軍服……」

　男は軍服を着ていた。襟には階級を表す徽き章しよう。

　軍国の人間。代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル以前から徹底した徴兵制を国民に強いる国家の、それも相当上の身分の者だ。

「アーヴィー・アーヴィングくん。軍国の軍師を務めています」ハウスマンが簡単に紹介した。「偶然にも都市に滞在中のところを来ていただきました」

「お見知りおきを。はい」

　アーヴィーは機械的な動作で敬礼を行った。

　セシリーは当惑に声を失う。軍国の、それも軍師という身分の人間が何な故ぜ都市に？

「あなたがシャーロット・Ｅ・フィーロビッシャーさん？」

　う、うむ。シャーロットはしどろもどろ頷うなずいた。

「事情はクエイサー殿から聞きました。はい。なるほど憂うべき状況です。同情します。そこで私はあなたに取り引きを持ちかけます。はい」

「取り引き……？」

「我が国への亡命です。はい」

　息を呑のむ気配が、室内に満ちた。

　軍国への亡命。それがハウスマンたちの提案だった。

　帝国の所有物である四本の魔剣、これは返却する。ただしシャーロットたちに関しては「脱走した」と虚偽の報告をするのだ。行方を不明にした状態で本人たちは軍国に亡命。帝国からは罪人を取り逃したと反感を買うだろうが実際上失うものは無い。考え得る中でもリスクは少ない。

「亡命には条件があります。それは帝国の情報を知っている限り提供すること。はい」

　代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルの終戦後、各国の首脳を集めて大陸法委員会が設立された。委員会が協議により制定した大陸法のひとつに『大陸地図発行の禁止』がある。

　大陸を分かつ三つの国家――帝国、軍国、群集列国。互いの領土範囲を非公開にし、人口や兵力も秘匿。勢力分布を明確にするのではなく逆に曖あい昧まいにすることで紛争の抑止としたが、その辺りの裏付けは非常に杜ず撰さんである。結局は国家首脳たちに有利に働いた結果との見解が大方だった。

　とにかく国家間の情報は貴重である。人口は元より土地の分布――何ど処こにどの街があり、首都はどれほどの規模なのかなど――、そして兵力の編成や総数。安定期を迎えているとは言え今なお緊張状態にある大陸では、他国の情報は喉のどから手が出るほどの価値があった。

　帝国の情報と引き換えに、軍国への亡命を手引きする――

「これが都市の用意できる最大限の譲歩です。どうしますかフィーロビッシャーさん」

　視線がシャーロットに集中した。

「あ、の……」

　少女の瞳ひとみが揺れている。複数の視点に中あてられ、逃げるようにうつむいてしまう。ドリスたちは慌あわてて彼女を守るように立ちはだかり、ハウスマンやアーヴィーを睨ねめつけた。

　長考の末、シャーロットはそっと答えた。

「…………時間を、ください」

　窓の外はいつの間にか雨が降っていた。





　暗い闇やみの中。雨雲が月を覆い、雨が地面を叩たたく音が満ち満ちていた。

　夜更け過ぎ、都市は完全に寝静まっていた。市民の安眠は激しい雨音にかき乱されて穏やかではない。しかしいつしかその音のリズムに惑わされ、まどろみに落ちる――そうした時間帯。

　複数の足音は雨音を隠かくれ蓑みのに市内を駆け抜ける。

　足音の主たちは外がい套とうを頭から目ま深ぶかに被かぶっているが、そこから覗のぞく前髪は額に張り付き、全身もしとどに濡ぬれてしまっている。濡れた衣服が肌に張りつく。喋しやべるのもままならない雨に三人とも頑かたくなに口を閉ざしていた。

　幾千層もの雨の幕を潜り抜け、彼らは大きな建物にたどり着いた。当直の公務員がいるためか幾つかの窓から灯あかりが漏れている。裏手に回り、塀を乗り越え、裏口の扉の鍵かぎを壊し、中に侵入した。そのいずれの物音も雨の声に紛れる。

　板張りの廊下を慎重な足取りで進む。軋きしむ床。服や指先、前髪から滴したたるしずくが床板の木目に染みる。何人か役所の者と鉢合わせしたが手早く昏こん倒とうさせた。日中に位置を確認済みなので足並みに迷いは無い。ほどなくして地ち下か牢ろうの入り口――階段を見つける。

　階段を下ってすぐの詰め所。当直の看守がふたり。侵入者たちの行動は迅速だった。照明の玉たま鋼はがねが砕かれ、卓がひっくり返り、書類の紙束が床にぶちまけられた。ブラックアウトした空間の中で鈍い音と苦鳴がし――沈黙。

　淡い光が溢あふれた。詰め所はさんざん散らかされ、看守たちは白目を剥むいて気絶していた。侵入者の手には半分に折られた棒状の玉鋼があり、使い捨てのそれは一時的な光源となっていた。看守の懐ふところから鍵かぎ束たばを見つけ、侵入者たちは頷うなずき交わして地ち下か牢ろうのほうへ歩き出そうとする。

「待て」

　三人は一いつ斉せいに腰の剣を抜き払った。声の闖ちん入にゆうは階段の上からだった。彼らは息を殺して後退し、そちらに身構える。こつ、こつと足音はゆっくりと下ってきた。

「ドリス、マーゴット、ペネロペ……こんなことはやめろ」

　三人のひとり――ドリスが歯は軋ぎしりを漏らした。

「セシリー……ッ」

　階段から現れたのはセシリーだった。ドリスたちと同じように全身をぐっしょりと濡ぬらし、その手は油断無く腰の短剣に触れている。後ろには神妙な顔つきのアリアもついてきていた。

　セシリーは階段の上から三人の武器を眺め回し、

「……その剣は家うちの倉庫から持ち出した物だな。倉庫の物はすべて父の形見なんだ。返してくれ」

「尾行つけてきたんだな」

　セシリーは悲しげに眉まゆの端を下げた。

「確信は無かったが予想していた。でも……信じたかった」

　亡命の提案を受けたとき、シャーロットをかばってハウスマンやアーヴィーを睨にらみ据えていたドリスたち。その後も険しい表情を終始崩さなかった。セシリーは知っている。

　あれは何かを決意した人間の表情だ。

「……わかってるのなら話は早い」

　ドリスが剣の切っ先を突きつけてきた。

「俺おれたちには魔剣が必要なんだ。そこのアリアも、刀鍛冶ブラツクスミスも。すべて手に入れて俺たちはシャーロット様と一緒に帝国に帰る」

「帝国は彼女を棄すてたのだぞ。何のために市長が亡命を持ちかけたと思う」

「じゃあお前はシャーロット様に帝国を裏切れと言うのか？　帝国の情報を軍国に売り渡し、のうのうと生き残れと？」

「……」

「皇帝の血を引く者としてお母様の無念を晴らす。その悲願に背き、帝国を裏切る――それはシャーロット様の望むところじゃない。俺たちはシャーロット様の手足だ。俺たちの命はシャーロット様のものだ。俺たちはシャーロット様の本当の望みを叶かなえるんだ！」

「このような夜襲を彼女が命じたのか？」

「違う！　シャーロット様は今、帝国と俺おれたちの命を天てん秤びんにかけてる。このまま帝国に裁かれれば確実に俺たちは死罪さ。でも軍国へ亡命すれば助かるかもしれない。その二択で悩んでる。シャーロット様は優しいから――本当の望みを押し殺そうとしている！　そんなの黙って見過ごせるかよ!?」

「……少し頭を冷やしたらどうだ。どう考えたってあなたたちの判断は間違っている。この選択は本当にシャーロットを幸せにすると思っているのか？」

「何もできないお前がほざくな！」

　返す言葉も無い。胸の痛みとともに、セシリーは認める。

　すべてを救う。そんな大口を叩たたいた。でも蓋ふたを開ければ彼女らを救い、リスクを背負うのはハウスマンやアーヴィーでありセシリーではない。自分は何も背負わない。喧やかましく騒ぎ立て、噛かみ付くだけで安全圏に留とどまっている。

　セシリー・キャンベルはいつまでたっても口だけの小娘で個人としては無力。ルークと出会ってから幾度と無く思い知らされてきたことだ。

　自分は未いまだに成長していない。

「無力さ。相も変わらず」

　無力、

　だが。

「――――それがどうした？」

　己の無力を嘆いても詮無い。だからそれは捨て置く。

　そこに自分の力が及んでいようとなかろうと、結果的に彼女たちが救われるのならば問題は無い。そう思う。自分はみっともなく他者の脚にしがみつき、乞こい求め、その人に力を行使してもらう。それで彼女たちが救われるなら偽善や誇り云うん々ぬんなど瑣さ末まつなこと。

　――救うために、体裁は棄すてろ。

　いつかルークに頭を下げたように。

　多分それがセシリー・キャンベルという人間であり、そしてそんな人間にしかできないことがあるのだ。

「どうしても退ひく気は無いのだな？　ドリス」

「ああ」

「わかった。ならば取って来い」

「……あ？」

「魔剣を取って来い」

　ドリスが目を見開き、うめいた。「な、に……？」

「早くしろ」

「お前は何を言ってるんだっ？」

　セシリーは相棒を振り返った。

「すまないアリア。私のワガママに付き合ってくれ」

　それだけで全部察してくれた。アリアは仕方無いなぁと言いつつ頷うなずく。

「……ドリス。早くしろ」

　ドリスは迷いつつもペネロペに鍵かぎ束たばを手渡した。ペネロペとマーゴットはぱたぱたと地ち下か牢ろうの方へ走り、目的の牢ろうを捜す。

　残ったドリスはきつい眼まな差ざしでセシリーを見上げた。

「何が目的だ、セシリー・キャンベル。まさか見逃してくれるのか？」

「対等フエアではない」

「あ……？」

「私だけが魔剣を使うのは、対等ではない」

　ドリスは唖あ然ぜんとして言葉を失った。マーゴットたちが彼女たちの魔剣――クレイモア、ロンパイア、ボロックナイフ――を腕に抱えて戻ってきたが、ドリスはこちらに視線を縫いつけたまま剥はがさなかった。

「剣を取れ。ドリス、マーゴット、ペネロペ」

「お前」

「あなたたちの意志が本物ならば、やってみせろ。その手で私からアリアを奪ってみせろ」

　三者は似たような顔つきで呆ほうけていた。こちらの言っていることが、やろうとしていることが理解できないのだ。

「おかしいだろ！」ドリスはたまりかねて叫さけんだ。「お前おかしいよ。こんなこと、お前に何の得があるんだよっ？」

「言ったはずだ。得や理屈ではない」

　中途半端な説得ではきっとドリスたちは応じないだろう。言葉は届かない。

　だから――ねじ伏せる。

　口ごたえする余力も無いほど徹底的に叩たたき潰つぶし、そして押し付ける。亡命の選択を。

「性しよう分ぶんなのだ」

　こちらの自己満足を押し付ける。

　それが無力なセシリー・キャンベルにできること。

　ドリスはいつまでも呆けたままではいなかった。キャンベル家の倉庫から分捕ってきた剣を捨て、代わりに己の得え物ものを受け取る。ヤケクソのように疲れた笑みを浮かべ、吐き捨てた。

「勝算はあるのか。一度は俺おれたちにぼろぼろに負けてんだぜ？」

「そんなものは無い」

「だったら！」

「しつこい。まだわからないのか？　この際だからはっきり言っておくぞ」

　セシリー・キャンベルは胸を張って高らかに宣言する。腰の短剣を抜き放ち、真まっ直すぐに突きつけながら。腹の奥底から飛び出した声は地下牢の隅々まで行き渡った。

「私は頭が悪いッ!!」
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　眠りを解ほどけ。真実を掴つかめ。風をこの手に。

「神を――」アリアは呪じゆ縛ばくを振り払うように吼ほえた。「――殺せっ！」

　逆巻く風が密室の空間で暴れ狂った。風は石の壁で反射するように跳はね返り、脇わきや耳元、股また下したをかすめ過ぎてゆく。ドリスたちは鼓膜に直接音をぶつけられたような衝撃を覚え、耳を塞ふさいだ。

　短剣を鞘さやに収め、セシリーは叫さけんだ。「来い！」

　集束する風はやがて一振りの剣の形を得ていく。差し出されたセシリーの手の位置に寸分違たがわず具現化し、十字のシルエットを描いた。スウェプト・ヒルトが蔦つたのように鍔つばや手に絡み付いて拘束。柄つか頭がしらの石が灰色に似た銀色を放つ。

　レイピアの魔剣を手にセシリーは刺突の体勢を取った。それを迎え撃つドリスは逆手にクレイモアを振り被かぶり、足あし許もとに突き立てようとしたが――

「ドリスっ、生き埋めになりたいんですか!?」

　大剣の切っ先が床に触れる寸前で止まる。そのドリスの前にペネロペが飛び出した。

　セシリーの刺突が前方の空間を射抜き、怒ど涛とうの勢いで風の衝撃波が放たれている。“〝輝かない銀”〟をまとう、可視の風。階段の上から降り注ぐそれをペネロペは瞬まばたきもせずに凝視する。衝突の瞬間に風の目を割り出し、そこに正確にボロックナイフの魔剣を突き立てた。魔剣殺しの魔剣――風は千切れるようにしてかき消えた。

「――いない!?」

　段上にいたはずのセシリーの姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

　遠ざかる足音を聞き、ペネロペを先頭に彼女たちは駆け出した。己を鼓舞するように口口に吼える。

「すべては――」

「シャーロット様のために――」

「俺おれたちはあんたを突破するぞ、セシリー・キャンベルッ!!」





　さあ、どう戦う。

　屋外の雨音が微かすかに響く。騒ぎを聞きつけてやって来た所員に避難を命じた後、薄暗い公務役所の廊下を駆けながらセシリーは考えた。

　ドリスたちの前ではああ啖たん呵かを切ったが――本当に勝算は薄い。クエイサー団長は自分を『感情で思考する』と評したがまったくその通りだと思う。あまりの無鉄砲さに自分で頭が痛い。

　もっとも対策はある。ドリスたちに敗れてからこの日に至るまで、アリアと相談しながら早朝や勤務後に時間を見つけてはずっと模索してきたのだ。もしもまたあの三本の魔剣と相対したとしていかに戦うか――。

　――私はまだアリアを使いこなせていない。

　ただ衝撃波をぶっ放すだけが魔剣ではない。もっと色々な応用が利きくはず。思いつく限り、すべてを試そうと思う。

　ヒントは“〝槍やり”〟と“〝矢”〟だ。

　緊張に喉のどが渇く。大口を叩たたいてしまった。もう一歩も退けない。後戻りなど愚の骨頂。

　すべてを救う――

　誓ったなら、やり遂げろ。

　廊下の角を何度も折れた。地の利はこちらにある。まずは相手の戦力を分散させる。そう考えて走り続けていたのだが――その判断は甘かった。

　奥行きに向けて疾走するセシリーの眼前を、唐突に光線が貫いた。赤しやつ光こうの帯。それは進路を阻はばむように目の前で左右の壁を串くし刺ざしにし、直後に壁面を斬きり走りながらセシリーの脇わき位置へと飛び込んできた。

「マーゴットか！」

　彼女のロンパイアは剣身に赤光の刃やいばを足すことで超長剣と化す魔剣。遮しや蔽へい物ぶつを物ともせず、恐らく何ど処こか別の部屋や廊下という死角から壁もろとも破壊しながら剣けん戟げきを見舞ってきたのだ。大胆な一撃に舌を巻きつつもレイピアで赤光の筋を受け止めた。右の手で柄つかを握り込み、左の掌てのひらで切っ先近くの剣刃の腹を押さえて耐えしのぐ。剣が折れてしまわぬように接触面を斜めにずらした。

　赤光は奔はしり続ける。魔剣の力ではなく純粋な個人の膂りよ力りよくがセシリーの身体からだを押し、足あし許もとを滑らせ、引きずるような速度で後退させた。半端な高さのため受け流すことも叶かなわずセシリーは廊下の曲がり角まで追いやられてしまった。

「ぐ――」

　壁隅に追い詰められたこちらに、他方から床板を踏み破る勢いで人影が肉迫する。ドリスだ。彼女は踏み込みと同時にクレイモアをこちらの眉み間けん目掛けて叩きつけてきた。大気を裂く刃。それに一いち瞥べつもくれずにセシリーは魔剣の力を解放する。足許から床板を円状に破砕しながら風の渦が立ち昇り、壁となってふたつの魔剣を同時に退けた。赤光は霧散し、剣を弾はじかれたドリスは後方に跳躍する。

　セシリーには予断が許されない。風をまといながらドリスに向けて刺突体勢に入っている。

　そのドリスの前に、ボロックナイフを構えたペネロペが立ちはだかった。

「解き放て――」

　魔剣アリアの灰に似た銀が完全な銀色に輝く。爆発的に膨れ上がり殺到する風の束にペネロペがぎょっと目を剥むいた。

「ここは屋内ですよ!?」

「君が防げばいい」

　一言告げて、貫く。

　最大出力で放出された風の奔ほん流りゆうが床、壁、天井を削り穿うがち、ペネロペたちを呑のみ込んだ。盾代わりに突き出されたボロックナイフの魔剣が次々と押し寄せる波を切り裂き無力化するが、銀色の衝撃波はなおも猛威を振るう。ナイフを支える腕が弛し緩かんし、やがてはすべてを殺し切れずペネロペの身体からだが吹き飛ぶ。後ろにかばっていたドリスともつれ合って床を跳はね転がった。

　瞬間、セシリーは視界の隅に赤い光を捉とらえた。視線だけで見やる――頭上から、天井と壁を斬きり裂きながら赤しやつ光こうの刃やいばが降下してくるところだった。先せん刻こくが長距離の薙なぎ払いならば今度は長距離の兜かぶ割とわり。超長剣は猛然とこちらの脳天に迫る――

　――思い出せ。

　脳内に再生するは、ルーク・エインズワースの殺た陣て。

　いつか見た人外や盗賊たちとの戦闘――右から始動する踏み込み、地面を滑走するようなすり足、そして紙一重でのかわし。加えてアリアに指摘された動きも思い出していた。右足ならば右腕を、左足ならば左腕を。全身で小回りを利きかせる――

　セシリーは記憶の動きをなぞった。右足を滑るようにして踏み込ませ、右半身を前方に突出させて身体全体を傾けた。ブーツが床の板を擦こすり上げる。

　稼いだ距離は歩数にして半歩。その極ごく短い移動によりセシリーは体勢を右肩を前にした横向きに切り替え、赤光の軌跡上から脱していた。ロンパイアの魔剣はセシリーの波打つ頭髪の端を切り、胸当てをかすめ、腰巻きを裂き、ブーツの金具を弾はじき飛ばして床板を斬り破る。正に紙一重の距離でセシリーは赤光をかわしてみせた。

　そしてセシリーの眼まな差ざしは魔剣の振り下ろされた方角をはっきりと捉えていた。この壁のずっと向こう側にマーゴットがいる。彼女があくまで死角から攻撃してくるのならば。

「同じ舞台で踊らせてもらう！」

　レイピア全体が銀に輝く。風が集束し、刃に浸透する。

　風は膨れ上がらずにむしろ縮んだ。収しゆう斂れんと圧縮。限界までかき集めて閉じ込める。レイピアは高密度の風を吸収し軋きしんだ。

　セシリーは咆ほう哮こう、そして刺突。切っ先から風が迸ほとばしり――

　刺突が伸びる。

　レイピアの刃先から同じ身幅の風が伸びたのだ。尖とがり、細く伸長する風の刃は正面の壁のみでなく棚や机といった調度品、その向こうの壁、さらにそのまた向こうの壁をも何もかも貫く。際限無く貫通し続けてやがてそこにいた人物に突き刺さった。魔剣を伝い、セシリーは肉に食い込む手て応ごたえを得る。

　超長剣の模倣――“〝槍やり”〟の如ごとき長距離刺突。

　女の悲鳴が公務役所の一角に届いた。

「マーゴット!?」

　間髪を入れずペネロペが突進してくる。セシリーは肉を突いた感触に血の昂たかぶりを覚えていたが、冷静に彼女の接近を振り返った。ペネロペは地を這はうような低い姿勢で距離を詰めてきていた。

　ナイフが得え物ものである彼女は接近戦型だ。対するセシリーは中距離型のレイピア。懐ふところに入られてしまえば勝ち目は無い。かといって遠距離から魔剣の風を放っても“〝魔剣殺し”〟に無力化されてしまう。

　――だが。

　刃やいばに風をまとうだけが魔剣ではない。

「アリア！」

　風が首筋を撫なぜ、そして――背後で爆裂。

　背中に集束した風が爆発と見紛う全方位展開を見せる。炸さく裂れつする追い風。セシリーの身から体だは前方に吹き飛ばされ――その先のペネロペと正対した。

「え」

　セシリーは瞬間的に一本の“〝矢アロー”〟と化した。風は矢羽ヴエイン、身体は胴シヤフト、レイピアは矢尻ポイント。自らを矢に見立てた常識外の猛進をペネロペは捉とらえ切れなかった。高速の矢は彼女の右肩を貫くだけでは飽き足らず、爪つま先さきが宙に浮くほどの圧力で身体を吹き飛ばし、轟ごう音おんをあげて壁に突き立った。



    

  
    
      



    

  
    
      　もうもうと舞う粉ふん塵じん。

　レイピアがペネロペの肩を串くし刺ざしにし、壁に縫い付けていた。凄すさまじい苦痛に左右の眼球を突き出し、ペネロペは声にならない声を吐く。

　セシリーの身も無事ではなかった。衝突の際に強したたかに全身を打ちつけ、すぐには動けない。筋肉の節々が軋きしみ身体からだの芯しんが燃えるように痛む。それでもよろよろと立ち上がり、ペネロペの肩からレイピアを引き抜いた。

「ああああああああああああああああああ」

　のた打ち回るペネロペの悲鳴を背に、セシリーは剣を素振りし、刃やいばに付着した血を払い落とした。赤い雫しずくが床板に散った。見回せば廊下は木き屑くずの塵ちりが漂い、柱が断ち切られて天井が傾かしぎ、壁や床がずたぼろにささくれ立っていた。

　廊下の奥には青ざめた顔でドリスが立ち尽くしていた。セシリーはそちらによたよたと歩み寄る。額から血が滴したたったのでグローブの甲でぞんざいに拭ぬぐった。

「どうした……もう終わりか」

「あ、う……」

　ドリスは苦しげにうめく。こちらのただならぬ雰囲気に圧倒されているのが見て取れた。

　セシリーは正直なところ脳のう震しん盪とうで視界すらままならない。しかし火をくべられた興奮は止まるところを知らない――気丈に眉まゆ尻じりを上げ、充血した瞳ひとみを見開き、叩たたきつけるように吼ほえた。

「何を呆ほうけている。シャーロットを守るんじゃなかったのか！」

　錯乱の叫さけびをあげ、ドリスは床にクレイモアを突き立てた。大地崩落。建物全体を地響きが直撃する。床板がめくれ上がり、弾はじけ飛び、砕け散った。崩壊は床から壁へ、壁から天井へと次々と浸食の範囲を広げ、そしてセシリーの足あし許もとに到達する――

「アリア。随分と無理をさせた」囁ささやきながらレイピアを逆手に持ち替えた。「これで最後だ」

　もはや万策尽きている。あとはただ限界まで力比べをするのみ。

　崩壊の波が到達する寸前、セシリーはドリスがクレイモアでしていたようにレイピアを床に突き立てた。

　銀の風が、

「存分に輝けッ!!」

　蹂じゆう躙りんする。

　膨大な質量の風が刃先から展開し、床下の地表を一気に舐なめた。木板を根こそぎ撥はね上げ土の地面を掘り穿うがって広がる。地を奔はしる風はドリスの大地崩落を塞せき止め、そして拮きつ抗こうした。

　二者の衝突は弩ど級きゆうの破壊を生み、それでもなお互いに領土を広げんとして鎬しのぎを削った。

　セシリーは地面から弾け飛びそうになるレイピアを全体重をかけて押さえ込む。拮抗の反対側ではドリスも同じようにクレイモアにしがみついていた。それぞれの震源の中で、両者の視線が交錯した。

　――まるで先月の再現だな。

　市いちの事件を想起して苦笑する。契約により悪魔と化した男と、炎と風の競り合いをしたこと。そしてそれに打ち勝ったこと。

　――今度は地対風。

　当然負けない。自分はアリアと誓った。次は無いと。

　二言は無いと。

　風は砂すな嵐あらしのように木き屑くずの破片をまとって荒れ狂い、大地は盛大に揺れる。翻ほん弄ろうされるセシリーはほとんどレイピアに抱きつくような格好で叫さけんだ。

「答えろドリスッ！」

　地面と天井を支え切れなくなった柱がへし折れ、天井が落ちてきた。アリアの風はもはや地に留とどまらず上昇を始め、落ちる天井を砕く。

「帝国はシャーロットを救ってくれるのか!?」

　壁や天井が次々と崩れ落ち、床を這はっていたペネロペが悲鳴をあげて逃げ惑った。そこへ手を貸したのは――マーゴットだった。ペネロペは仲間を見上げ、彼女の脇わき腹ばらに血のにじみを見つける。ふたりは互いを支え合いながら地と風の衝突点から退避した。

「魔剣を持ち帰れば帝国はシャーロットを受け入れてくれるのか!?」

　天井が完全に抜けた。天てん蓋がいを失い、どしゃぶりの雨がセシリーとドリスに降り注ぐ。雨粒は震動する大地を激しく叩たたいて砕け、ふたりの下半身を濡ぬらした。

「本当にこれが最善の選択だと思っているのか!?　答えろドリス!!」

　かすれた叫び声が返ってきた。

「当たり前だ――」

「甘ったれるなッ!!」セシリーは空中の雨粒を噛かみ潰つぶす勢いでまくし立てた。「都合のいい考えを捨てろ！　帝国はシャーロットを殺す！　シャーロットを救わない！」

「そんなことっ――」

「受け止めろドリス。帝国はシャーロットを棄すてた！」

　天を衝く叫びにドリスの顔が歪ゆがんだ。「でも、それじゃあ」

「だったらあなたたちも帝国を棄てろ！」

　ドリスは瞠どう目もくした。それは心の隙すき――届く。

「Ｅの名を棄てるんだ！　そして考えろ！　他ほかの誰だれでもない、シャーロットが幸せになる方法を！」

　セシリーの言葉がドリスに届く。

「彼女を“〝守る”〟というのならそれを実行しろ。必ず生きて幸せにしろ。その方法を」

　魔剣アリアはさらに爛らん々らんと輝き――

「四人で考えろ!!」

　風が地を呑のんだ。

　それは一瞬の出来事。風は大地に喰くらいつき、地盤ごとクレイモアの魔剣を剥はぎ取る。魔剣は宙に舞い、ドリスは悲鳴すらあげられず地面を跳はね転がって瓦が礫れきの山に突っ込んだ。

　倒すべき対象を無くした風は地から天へと昇り、上空の雨雲を貫通する。その空間のみ雨は消し飛び、夜空は晴れ渡り、穴の穿うがたれた雲間に星の瞬またたく天幕が覗のぞけた。

　魔剣戦はそうして決着した。



　　　９



　レイピアから人の姿に変化してすぐ、アリアは床板を剥がされ雨水の染み込んでぐしゃぐしゃになった土の地面にひざまずいた。玉のような汗を滴したたらせ泥の地面に向かって激しくえずく。

「だ、大丈夫かアリア？」

　と声をかけるセシリーも疲労困こん憊ぱいの体で崩れ落ちた。泥水に身体からだが汚れるのも構っていられない。

「しんどかった……うぇ……」

「すまない……無理をさせた」

　アリアはやつれた笑みを浮かべ首を横に振る。

「なんかスッキリしたかも」

「え？」

「このごろ変に悩んでたから。そうだよね。考えるしかないよね、幸せになる方法。うん。考える。あたし考えるよ。――あぁお腹なか空すいたー！」

　憑つき物が落ちたように大声で叫さけぶ。セシリーはわけもわからず、ぽかんと口を開けた。

　崩れる物音。見やると満まん身しん創そう痍いのドリスが瓦礫の山から立ち上がるところだった。ドリスは土つち埃ぼこりにむせながら周囲に呼びかけた。

「マーゴット！　ペネロペ！　無事かっ？」

　すると別の瓦礫の山からふたつの頭が飛び出す。マーゴットとペネロペは喋しやべる気力も無いらしくひらひらと手を振って応こたえた。

「俺おれたちの負けだセシリー」ドリスは早口に告げて頭を下げてきた。「こんなことを頼める立場でないことはわかってる。でも、頼む。あのふたりを手当てしてやってほしい。あいつらは血を流し過ぎている」

　断る理由は無かった。

　戦闘の終結を見て、周囲は野次馬の姿でにわかに騒々しくなっていた。周辺市民の避難を行っていた役所の人間も続々と戻ってきている。セシリーは手の空いている同僚にマーゴットとペネロペの手当てと保護を願い出た。

「ドリス！　あなたも処置を受けた方がいい」

　しかしドリスは野次馬のほうを見つめて動かなかった。視線を追うとそこに見知った少女を見つけた。彼女はずぶ濡ぬれの身体からだをそのままに歩いてくる。

「そなたの声はよく通る、セシリー。大雨の中でも外まで届いていたぞ」

「シャーロット……」

「目覚めたらドリスたちの姿が見当たらなくてな。もしかしてと思って外に出たら――ここに至った」

　シャーロットは周囲を見回して表情を曇らせた。その意味は考えるまでもない。セシリーもなるべく思考の外に置いていたがそろそろ現実と向き合わなければいけない。

　公務役所は半壊していた。セシリーたちがいた一角だけ爆発したように天井や壁が消失し屋内が露出し、床板は削り飛ばされて土の地面が剥むき出しになってしまっている。数ある棟のほんの一部だがそれでも破壊は破壊だ。この被害により失われた書類文書もあるだろうし、近隣住民への事後報告と謝罪もしなければいけない。修繕費用については考えたくも無い。ああ、そもそもこの一件を団長や市長になんて伝えればいい……ああああ。

　四つんばいになってうなだれるセシリーに、謝罪の声が降ってきた。

「申し訳無い……」シャーロットがうつむき、「ドリスたちが迷惑をかけた。あらゆる罰も甘んじて受ける」

　ドリスも弁解の余地無く瞳ひとみを閉じた。

　セシリーとアリアは顔を見合わせてから、心底疲れたように嘆息した。

「あたしたちの要求はただひとつ」

「とっとと亡命してくれ」

　シャーロットは一瞬だけ言葉を呑のみ込み、

「しかしこの被害、看過できるものでは無い……」

「それはこちらでなんとかする」自分で言っておいて肝が冷えたが、「構うな」

「もう……いい加減にしてくれ」

　唸うなり声のような、それは懇願だった。

　顔をうつむかせたシャーロットの肩がわなわなと震えている。

「もうこれ以上わらわをみじめにさせないでくれ。……大体、何になる？」徐々に語気を荒くしていき、「情けをかけられ、帝国を裏切り、帝国の影に怯おびえ、軍国の庇ひ護ご下に置かれ……そうして漫然と生き永らえて何になる？」

「死ぬよりはマシだ」

「ただ生きるだけではないか」

「生きてこそ誇りは保たれる。それに――私の仕事は“〝守る”〟こと。手前勝手だが死に急ぐなら私の目の届かないところでやってくれ」

「どうしても亡命しろと言うのだな」

「拒むのならば剣を取れ。何度でも相手になろう」

　よろよろと立ち上がるセシリーは腰の短剣を鞘さやごと剣帯から外し、シャーロットに差し出した。押しつけられるまま彼女はそれを受け取ってしまう。驚き呆あきれる少女にセシリーはボロボロの身体からだで向かい合った。

「何度でもねじ伏せてやる。来い」

　シャーロットはしばし立ち尽くしていたが――やがて渡された短剣を鞘さやから抜いた。鞘を取り落とすように放り棄すて、剣を順手に構えた。その切っ先は微弱に揺れている。

　面を上げ、眼まな差ざしをきつくし。

　そうしてむせぶように吐き出した声はでも、どうしようもなく湿っていた。

「わらわは母上の命に報いたかった……っ！」

　うん、とセシリーは頷うなずく。

「母上に幸せになってもらいたかった……っ！」

　うん。

「母上をつなぎ止めたかった……っ！」

　それは悲鳴のよう。痛切に心を切り裂き、訴える。

「うん」

　セシリーは想像する。

　逝く母。亡なき骸がらに取りすがる娘。立ちすくむ三人の従者。

　娘はやがて決意する。母親の死に、命に意味を与えよう――。母を“〝皇族を産んだ”〟という名誉ある女性に。娘が亡き母に捧ささげる、必死の思いで導き出した願い。

　母の存在を、名をこの世界につなぎ止める。

　小さな身体で叶かなえようとした。

　そしてセシリーの想像は眼前の実像と結びつく。少女は湿る声を噛かみ殺し、涙を拭ぬぐい捨て、代わりにその瞳ひとみに確固たる意志を乗せてこちらに斬きりかかってきた。踏み込む爪つま先さきが足あし許もとの泥を抉えぐる、その強さ。翻ひるがえる矮わい躯く。血走る眼光。閃ひらめく凶刃。

　シャーロット・Ｅ・フィーロビッシャーは夢を掲げて突進し、

　セシリー・キャンベルがそれに立ちはだかり、

　粉砕する。

　横よこ薙なぎに斬り込まれる短剣を右の拳こぶしで叩たたき落とした。骨が砕けたのではないかという衝撃をあえて引き受け、痛みを握り潰つぶすように拳を固め、少女の横面を殴り飛ばした。

　シャーロットの身体は泥水の上に投げ出された。

　アリアは無言で見守っている。

　ドリスはぐっと唇を噛んでこらえている。

　雨はすでにやんでいる。

「たった今、シャーロット・Ｅ・フィーロビッシャーは死んだ。……もういいだろう」

　セシリーは言う。

「もう、強がるな」

　シャーロットは仰あお向むけのまま「ぇぐっ」としゃくり上げた。

　頭をドリスのほうに傾け、そちらへ手を差し伸べた。

　五指が宙を掻かく。

　母を、求めるように。

　ドリスはつんのめって駆け出し少女の小さな身体からだを己の胸に強くかき抱いた。シャーロットは彼女の胸にしがみついて泣き喚く。赤子の癇かん癪しやくのように号泣してぼろぼろと雫しずくをこぼした。ドリスもこらえ切れず嗚お咽えつを漏らした。

　月夜に、わんわんと轟とどろいた。





「――――世話になった」

　善は急げ。出しゆつ立たつは戦闘の数時間後に行われた。

　日の昇り始めた早朝に慌あわただしく支し度たくを済ませ、彼女らは独立交易都市五番街の第三正門にて見送られる。

　都市は頑丈な石壁によって周囲を囲われ、活発な自由交易のため出入りに通行税を課さず、夜明けから日没まで門を開く。正門をくぐり抜ければそこは外地の平原。均ならされた道がその平原の中を射抜くように走る。シャーロットたちは軍国の馬車に乗って公道をたどり群集列国を経由し、軍国へと渡る。少し長い旅路となるだろう。

　起き抜けに役所の惨状を見せられたハウスマンは頭を抱え、一方ハンニバルは腹を抱えて爆笑した。後者は何がツボにはまったのかわからない。

　公務役所半壊の事件について、セシリーは嘘うそを織り交ぜて報告した。

『被害の大部分は彼女たちの魔剣によるもの、なのでしょうか？　セシリーくん』

『いいえ市長。私が魔剣の使用を誤ったための被害です。彼女らに罪はありません』

　すでにセシリーには謹きん慎しんが言い渡され、復帰後も事件で紛失した書類再生作業に追われることが決定している。ただし改修工事はキャンベル家の名義で行われるのだが、その大部分の費用はハンニバルが肩代わりすることを約束してくれた。そのときの彼はセシリーにとって神に等しかった。信仰してもいいくらいだ。

　シャーロットたちの亡命は駆け足気味にだが当初の予定通り行われる。エヴァドニを含む四本の魔剣は帝国に返却され、身柄に関しては「脱走した」と虚偽の報告をする。この際なので半壊した公務役所をその材料に使う、とハウスマンが言っていた。彼もなかなかに苦労人だ。

　これから彼女たちは帝国の情報と引き換えに軍国で暮らす。

　頭上高い石壁の大きな影の下、白光の陽ひ射ざしを背にシャーロットたちは立っている。見送りに来たのはセシリー、アリア、リサの三人。ルークは来なかった。

「本当に迷惑をかけた」

　シャーロットが頭を下げるとドリスたちも一いつ斉せいに頭を下げた。シャーロット以外の三人はセシリーとの戦闘で普通に立っているのもしんどい怪け我がを負っていたはずだが、それでも随分と長い間、頭は下げられたままだった。

　マーゴットやペネロペと二、三、別れの挨あい拶さつを交わした。

「あなたのせいで胸のいやらしい女を憎めなくなっちゃったわ」

「最後の最後でそれか」

「この際だから拝んでいく。ほらペネロペも」

「そこでどうしてわたしの名前が出てくるんですか!?……あ、えっと。セシリーさん、アリアさん、リサさん。お世話になりました。このご恩は忘れません」

　リサがお弁当ですと包みを渡した。ペネロペは嬉うれしそうに受け取る。

　ドリスはセシリーの前で立ち止まり、感慨深く漏らした。

「また会いたいな」

「きっと会えるさ」

　拳こぶしを合わせ、別れとした。剣を交えた仲だからこそ無駄に言葉を連ねる必要は無い。

　ドリスたちが馬車に乗り込んだところで、シャーロットが思い切ったように口を開いた。「セシリー。あなたには打ち明けておこうと思う」

「ん？」

「わらわに今回の一件をたき付けた人物のことだ」

　セシリーは驚き、今さら気付いた。市いちにおいても稀け有うな商品として扱われたように、魔剣の存在はそう知られてはいない。にもかかわらず帝都を追われたはずのシャーロットたちが四本もの魔剣を持っていたのは何な故ぜか。

「わらわたちに四本の魔剣を貸し付けたのはそいつだ。そして皇帝がより多くの魔剣を収集し、刀鍛冶ブラツクスミスなる人材を捜し求めていることなどをほのめかした。独立交易都市にはその両方があり、それらを手に入れて皇帝に献上すればわらわは認められる、いざとなれば宝剣で身の上を明かせばいい――そう、唆そそのかされた。今思えば何故そのような口車に乗せられたのだろうな……」

「……」

「そいつは近年帝国に正式編制された戦士団の団長だという。その戦士団が奇妙でな、半分が戦士、そしてもう半分が人外というおかしな構成をしているらしい」

「……人外？」

「ああ。奴やつの戦士団は人外を飼い慣らしていると言うのだ」

『人外』とはその言葉通り人ならざる存在のこと。人に害なす獣を広く指して言うが、そうでない動物もしばしばそう呼称される。

　人外を飼う――それは自衛騎士団が追う『商人』と共通する情報だった。

　まさか同一人物なのか？　もしもそうだとしたら。

　都市の敵は帝国ということになる。

「そ、そいつの名前は？」

「シーグフリード。この名前、心に留とどめておいてくれ」

　セシリーは神妙に頷うなずいた。

　さて、とシャーロットは息をつき、

「そろそろ行く」

「あ……そうだな」

「しつこいようだが本当に世話になった。感謝している。……あ、いや」

　シャーロットは頭かぶりを振り、姿勢を正した。

　再び頭を下げ、

「ありがとうございました！」

　セシリーはびっくりして後ずさった。

　顔を上げたシャーロットが、に、と笑う。セシリーも相好を崩した。

「……元気で」

「うむ」

「人外に気をつけてくれ。群集列国の辺境には未いまだに人を襲うのが出るらしい」

「頼もしい仲間がいる。無敵さ」

　誇らしげに言ってのけ、そして。



「セシリー。私は棄すてるよ、Ｅの名を」



　揺るぎ無い眼まな差ざしでそれを口にした。

　泣き腫はらした跡はくっきりと目め許もとに残っていた。未だその瞳ひとみは痛々しく充血し、セシリーに殴られた頬ほおは赤々と膨れてしまっている。

「だがこのままで終わらない」

　けれど晴れ晴れとした表情が、彼女が“〝突き抜けた”〟ことを証明していた。

「見ておれ」

「ああ……あなたを産んだ母上と、あなたを育てた三人に敬意を表する」

「ありがとう。きっとまた会おう」

　もはや名残り惜しむことは無く、背筋をぴんと伸ばし、確かな足取りで馬車のほうへと向かう。

　セシリーは無言で見送った。

　馬車は走り出し、石壁の影の外――朝日の当たる場所へと飛び出す。





　この日、ひとりの少女が名を棄て、自由を得た。
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　古い記憶。

　斜陽の空。

　淡く燃える日の光が少女のブロンドの髪を茜あかね色に染めていた。

「――なりたい」

　彼女は芝しば生ふの上に大の字になって横たわり、茜と灰の二色に割れた空を見上げる。傍かたわらには使い古された木剣。土つち埃ぼこりに汚れた頬ほおを手の甲で拭ぬぐい、疲労の色濃いため息を漏らした。そして先ほどから何度もしているように独りごちた。

「強くなりたい」

　自分はそれを、隣で同じように横たわって見ていた。ただ彼女と違うのはボロ布のように打ち棄すてられ、あまりの痛みに身動きできないでいるという点だ。

　彼女は唇を尖とがらせて飽きもせずに繰り返している。

「なりてぇー」

「たった今手合わせと称して俺おれを半殺しにした人物の言葉とは思えないな……」

　おかげで起き上がることもできない。

　彼女は上半身を起こし、あざけるような目でこちらを見下ろした。

「それはあんたが軟弱なだけ。バジルさんの稽けい古こもさぼりがちなんでしょ？　元々刀作るしか能がないんだから。それもまだ凡刀ナマクラだけど」

「否定はしない。けど入団試験に落ちる度に俺に当たるのは止めてくれないか」

「恨むならハンニバルのおじちゃんよ。『ワシに一太刀すら当てられん奴やつには入団は認め～ん』とか言ってさ。年齢も体力も技術も条件は全部満たしてるのに私だけ不公平じゃない」

「ジジイは心配してるんだよ。育ての親だし、それにお前はあくまで、喋しやべりさえしなければ、仮にも、一応、多分、もしかしたら、あんまり自信ないけど――女なんだから」

「その減らず口を上下に切り離してやろうか」

　本当にやりかねない。

　彼女は掌てのひらを夕日にかざした。手の輪郭が透けて見える。

「とにかく強くなりたいの。それこそおじちゃんに勝てるぐらい。そうしたらさすがに私を認めないわけにはいかないでしょ？」

「個人的にあんまり強くなられると困るんだが」

「？　なんで」

「俺おれの手に負えなくなる」

「あんたの手に負えるようじゃ大した女じゃないわ」

　こちらを横目で見て、彼女はくすりと笑った。

「すねないの」

「すねてねえよ」

「私はこの都市を守る騎士になるから。今のままじゃ足りないのよ」

　大好きなこの都市をね。小声で足して、はにかんだように笑う。

　それをとても眩まぶしく感じたのは夕日のせいかそれとも。何な故ぜか心臓が焦り始めて、息がつかえて、だから振り切るように軋きしむ首を巡らせた。黄金に輝く空ではなく、その逆――灰にけぶる空を振り仰ぐ。

　そこに薄っすらと山の稜りよう線せんが見えた。

「神様にでも祈ろうか？　私を騎士にしてくださいって」

　神や精霊と呼ばれる偶像は、灰はい被かぶりの森の向こう側におわす。そう言われていた。

　彼女は眉まゆをしかめ、

「神頼みって嫌いなのよね」

「無信仰だな」

「あんただって信じてないでしょ。他力本願は嫌い。自分の力で叶かなえなきゃ」

「へぇ。なら、せいぜい精進するんだな」

「何を他ひ人と事ごとみたいに言ってるの？」

「あ？」

「私はあんたの打つ凡刀ナマクラで守るのよ。この都市も、おじちゃんも、バジルさんも、ついでにあんたも」何よその間抜け面、と彼女は笑って、「せいぜい精進してね」

「……それは他力本願じゃないのか？」

「全然違います」

「そうですか？」

「そうですよ」

　自信満々に彼女は頷うなずく。そう言われると不思議にその通りだと思えてきた。彼女の単純さに影響されてしまったらしい。

　悪くない。

「だったらお互い精進するか、リーザ・オークウッド」

「おうよ、ルーク・エインズワース」

　自分は知っている。

　これは古い記憶だと。





　工房アトリエ『リーザ』の鍛か冶じ場ばでは今日も鉄かねを叩たたく音が響いていた。

　えいやっ、とリサは長なが柄えの向むこう鎚づちを振り下ろす。

　向鎚は非常に重く、だから身体からだを持っていかれないよう大おお股またで踏ん張らなければならない。振り上げと同時に背筋を伸ばし、そして全身を沈めるように叩き下ろす。狙ねらいを寸分違たがえず正確に。この挙動を休み無く数時間ひたすら繰り返す。

　作業をこなすうち身体は汗ばみ、息が切れ、疲労で腕が重くなる。成人した男性でも投げ出すような重労働だ。親方の手て鎚づちの叩きに合わせて、リサはその小さな身体で果敢に、途切れること無く相あい槌づちを打ち続ける。三年かけてようやく身体に染み込ませた、自分でも自慢にしたいような“〝技術”〟である。

　腕力や体格を考えると彼女よりもルークのほうが相槌役に適しているように思えるが、実はそうではない。親方である彼は、打撃の反動に鉄が弾はじき飛ばされないよう鉄てつ鋏ばさみで掴つかんで押さえ、さらに逆の手に持った小ぶりな手鎚で鉄を叩いて形の微調整を行う役割を担っている。これは鍛錬の始まりから終わりまでを、刀の完成形を完全に把握している人間でなければ務まらない役目だった。

　その当のルークはリサの向かいで横座に腰を下ろし、燃える鉄にぼうっと視線を落としていた。赤く燃える鉄は鎚つちとの衝突で不純物の混じった火花を盛大にまき散らす。

　――何かあったのでしょうか？

　リサは向鎚を振り被かぶりながらちらちらと親方の顔を窺うかがった。

　今朝からルークの様子がおかしい。

　向鎚の打撃と交互に彼が手鎚で鉄を叩くのだが、その動きが妙に鈍い。気もそぞろで怖いくらいに無口だった。昨日までは普通だったから今朝の夢見が悪かったのか――それとも朝食の少し腐りかけの野菜が悪かったのか。

　アレ、とすると私のせいなんでしょうか？　あわわ。リサがそんなふうにやきもきしていると、

「リサ」

　向鎚を振り被ったところで突然名前を呼ばれたので、鎚の重さに危うく仰のけ反ぞって卒倒しそうになった。慌あわてて踏ん張って体勢を整えた。

「は、ハイっ。なんでしょうか？」

　ルークは抑揚の無い声で言った。

「今日は午後から出かける。留守を頼む」

「了解しました。……あ、そうか」ふと思い出し、「そういえば今日って会議の日でしたね」

「……そう、だな。そっちも行かなくちゃな」

　そっちも。その一言でリサは察した。

　なんだ、あの人に会いに行くのですね。

　疑問は解消された。あとは黙々と叩たたくのみ。

　リサは表情を殺し、機械的に向むこう鎚づちを振り上げ、振り下ろした。繰り返した。自分にできることは何も無い。彼にしてあげられることは皆無。

　――だって私は。

“〝彼女”〟ではなく、人ですらない、ただの悪魔だから。

　紛い物だから。
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　セシリー・キャンベルは故ゆえあって謹きん慎しん中の身である。公務役所を半壊させ、減俸を食らい、役所の修繕費用として全額ではないがある程度の借金を背負い、魔剣の使用禁止を期限付きで申し渡された。

　母のルーシー・キャンベルにもこってりとしぼられた。

「あの人の跡を継ぐのはわかっていたから諦あきらめてはいたけど、それでもあんまりだわ。神聖な職場を破壊するなんて……女の子のすることじゃない」

　嘆かわしいと言わんばかりに頬ほおに手を当て、ため息をつく。ただでさえ身体からだの弱いルーシーは夫を失ってからさらに床に伏せがちになってしまった。心労は体調に影響しやすい。セシリーは申し訳が立たずうなだれるばかりだった。

「別に何から何まで女の子らしくなってほしいとは言わないわ。でももう少しくらいはそれらしく振る舞ってほしいの。だってあなたは騎士とはいえ娘なんだもの」

　思い当たる節がありすぎて肩身が狭い。父を倣ならっていたらいつの間にか染み付いていた男口調。大おお股またもお構いなしに突っ込んでいく戦い方。平気で異性に食ってかかる男勝りな性格。普段着も男物が多く、いつかリサに洋服を選んであげたのも自分が着ることの無いだろう組み合わせを考えるのが楽しかったというそれだけ。自分が着飾る分にはまったく興味が湧わかない。

「セシリー。今日は外に出なさい」

「え。しかし母上、私は謹慎の身で」

　厳命ではないが謹慎中は自宅待機が望まれる。それでなくてもとても同僚たちに顔向けできないのだ、できることなら外出は避けたい。セシリーは謹慎の期間中は極力自室にこもることに決めていた。

「出るのです」

「しかし……いえ、何な故ぜそうも外出を勧めるのですか？」

「あなたには想おもい慕う殿方はいないのですか」

　不意打ちに放たれた質問に、反射的に脳裏に浮かんだのはある男だった。無愛想で気まぐれで、皮肉屋の、でも腕が立って、不思議に視線の寄せられる――そこまで連想して首をぶんぶん振りたくった。違う。奴やつは違う死んでも違う。剣に誓って否いなだ！

「あら、本当にいるのね。この子ったらいつの間に」

「か、勘違いしないでいただきたい！　そのような殿方、私にはいません！　必要無い！」

「ちょうどいい機会です。めいっぱいおめかしして、その方をお誘いなさい。本来ならばこういうのは殿方からが望ましいのですが致し方ありません。それで淑しゆく女じよとは何たるものかを思い出しなさい」

「だからいないのですそんな男！」

「服はわたくしのお古を貸しましょう。あなたのよりはマシですから。――フィオ！　後はお願いね」

「了解」

「は、母上……あ、やめろフィオ！　何ど処こを触っているっ？　あぅ、いや、待って」

　こうしてセシリー・キャンベルは家を叩たたき出されたのだった。





　……という細かい経緯を正直に話すのは誤解を招くだろうからはばかられそもそもなんだかんだでここに行き着いたのは市街地を歩けば同僚と鉢合わせしてしまうかもしれず故ゆえに行き先を消去法で選んだ結果であり決して母の言いつけに従ったわけではなくそれはつまり想おもい慕う殿方云うん々ぬんはまったくの無関係だから要するにこの鍛か冶じ屋やの親方に自分は特記すべき感情を抱いておらずいやまあ確かに鍛練の腕は評価しているし何度も助けられているので感謝してはいるがそれは特別な感情には結び付かず主観的にも客観的にも知人程度の付き合いに過ぎずでもまあ知人なので用は無いけど遊びがてら顔を出すのは全然間違ったことではないと思うしそれに親方は単なる知人だが助手のほうは立派な友人なのだからやはりうん足が向いたのにも特に深い理由は無いのだよし！

　そのような理論を道中に展開して自身を納得させたセシリーだったが、工房アトリエ『リーザ』にたどり着いて出会い頭に、リサに言われた。

「わあっ。今日はおきれいですね！」

　青と灰の二色に割れる空。陽ひ射ざしは温ぬくく、ささやかな風が芝しば生ふをゆったりと傾けて波を作る、和やかな昼過ぎ。

　午前中も鍛冶作業をしていたらしくリサはいつもの炭に汚れた作業着の格好をしていた。彼女は天気のいい日は屋外に卓や椅い子すを並べて食事をすることに決めていて、今はその後片付けの最中だった。

　きらきらと瞳ひとみを輝かせる彼女に、セシリーはしどろもどろ申し開きをした。

「き、謹きん慎しん中なので制服を着るわけにもいかず、いつもの私服は、その、フィ、フィオがほとんど洗濯に出してしまっていて、だからなんというか、恥ずかしながら母に服をお借りして――」

「とても似合ってますよ」

　にっこりと褒めてくれるリサはやはりいい子だと思った。

　セシリーの装いは言うほど派手でも珍しいものでもない。一枚布の、上着とスカートが一続きとなったワンピース。汗ばみやすい季節なので袖そでは短めに作られており、腰の辺りをベルトで締め、そこに革の財さい布ふを紐ひもで吊つり下げている。バックル付きの革靴を履き泥除けの木製靴底をはめていた。都市に住む女性市民の一般的な着衣だ。ただし腰には短剣が差してありこればかりは手放せなかった――もっとも利きき手の拳こぶしは骨にヒビが入ってしまったらしくしばらく剣を握ることはできないのだが。

　制服のときも腰巻きをしているのでスカートと似たようなものなのだが、なんとなくそれとこれとは比べられるものではないと思う――以前着せられたエプロンドレスのように。いつもとは微妙に異なる脚の解放感をどうしても気恥ずかしく感じてしまう。

「これはルークにもお披露目しなくちゃ。呼んで来ますね！」

「待て！　心の準備が！」

　言うが早いかリサはとてとてと鍛か冶じ場ばのほうに行ってしまった。

　じっと黙って付き従い、成り行きを見ていたアリアが呆あきれたように言った。

「いい加減に腹括くくりなよー」

「なななななにを言うのだ」

「ほら動揺してる。別に何でもないって言い張るならそれでもいいけどさ、だったらしゃんとしてなきゃただの挙動不審だよ？　怪しいよ？」

「うう……」

「あ、来た」

　棒のように直立し恐る恐るそちらを振り返ると、リサがルークを引き連れてこちらに向かってくるところだった。セシリーはひっくり返ったような声をあげて反射的にアリアの背中に隠れてしまった。

「ちょっとセシリー！」

「何をじゃれてんだ」

　そばまでやって来たルークが訝いぶかって訊たずねたが、すぐに気付いて右目を細める。

「使用人の格好の次は女装か」

「ど、どういう意味だっ！」

「言葉通りの意味だ男女。今日は殴るなよ」

「殴らぬ！」

　ムキになって言い返すが、相変わらずアリアを盾にしたままなので格好はつかない。

「で、何の用だ？　いつもの刀の依頼かそれとも金策の相談か。謹きん慎しん中のくせに御苦労なことだな」

「あ、いや」

　問われ、口ごもった。いつもならば刀を作れと迫るのだがそれも今ばかりは可愛かわいげが無いように思えた。この格好だって「女装」の一言で済ませられたのはなんだかつまらない。いや“〝可愛かわいげが無い”〟、“〝つまらない”〟というのは決して深い意味で言ったわけではなく――

『あなたには想おもい慕う殿方はいないのですか』

「いない！　違う！」

「あ？」

「ぅあ、い、いや、なんでもない。そうではなくて――」

　どうする、どうしよう。目まぐるしく考えていると思わず口走ってしまった。

「アリアを診てもらいたいのだ！」

　え、とこちらを振り返るアリアと涙目で見交わした。話を合わせてくれ、頼む、お願い、後生だから――呪のろいのように心の中で念じて訴えた。彼女は肩を落とし、不承不承ながらも小さく頷うなずいてくれた。さすが戦友である。

　ここぞとばかりにセシリーは畳みかけた。

「この前の戦闘で随分と酷使してしまったから、活躍してくれたアリアに何かお礼をしたくて――どんな剣も刃こぼれするだろう？　魔剣だってそうさ。だからアリアを診てもらいたい。診るとはその、刃を研いだり磨いたり、あー、専門的なことはわからないがその他ほかにも何かそれらしいことを専門の人間に頼みたくて、それで」

「わかった、わかったから」ルークが手を振って止めた。「やってやるから。お前はなんでいちいち言い訳くさいんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「言い訳ではない！　な、ななななにを言い訳すると言うのだっ？」

「はいはい。で、金は？」

　あ、とセシリーは硬直した。

「やはり高いのか……？」

　自分はそんなに同情を誘う顔をしていたのだろうか。ルークはすぐに肩をすくめ、

「まあ今回はいいか。タダでやってやる。ただし――リサ」

「あ、ハイ」

「お前がやれ」

　ええっ!?　と仰天する少女を捨て置き、

「未熟だが、リサには一通りの作業を教えてある。手入れくらいならできるだろう。それでいいならタダで請け負ってやるよ」

「それはもちろん構わないが」セシリーは瞬まばたき、「ルーク、お前は？」

「俺おれは野暮用でな。出かける」

　ん？

　ふと引っかかる。軽く答えたルークだが、その脇わき辺りにあったリサの頭がうつむき加減になっているのに気付いたのだ。前髪で表情を隠すような仕草。

「出かけるって何ど処こに」

　ルークは口を開きかけて――少し考えるように右目を細めた。

「……お前も来るか？」

　なんと。





　アリアはルークとセシリーが肩を並べて歩いていくのを物珍しそうに見送った。

「ルークは何処に行くの？」

「さあ、何処でしょうね」

「……？　まあいいや。これはこれで都合がいいし」

「え？」

　顔を上げたリサを、アリアが真剣な目で見下ろしていた。突然のことにリサはたじろぐ。

「同じ悪魔としてリサに訊ききたいことがあったから」

「ア、アリアさん？」

「前にセシリーとあたしとリサで街を歩いたこと、覚えてるよね？　あたしたちが初めて会った日。そこでリサが言ってた。ルークは“〝神を殺せる剣”〟を捜している――って」

「それは……」

　それはリサが飽食に気が緩ゆるみ、口を滑らせてしまったこと。

　ルーク・エインズワースは“〝神を殺せる剣”〟を捜している。

「その“〝神”〟について訊ききたい」

「あの、それはだから、もののたとえで。あは、ははは」

「じゃあ質問を変える。ヴァルバニルって何？」

　リサはしゃくりあげるような声を出した。取り繕った笑顔は強こわ張ばり、その反応にアリアはますます確信を抱く。

「教えて。大事なことだから」リサの小さな肩をがっしりと掴つかんで拘束し、「ルークに口止めされてるのはわかる。でもどうしても知らなきゃいけないことなの。あたしの出生に係かかわることなの。お願い――」

「アリアさん……」

　リサは瞳ひとみを揺らして見上げていたが――やがて諦あきらめたように肩を落とした。

「ルークには内緒ですよ」

「うん。約束する」

　こちらの手を取ってきらきらと目を輝かせる。リサは力無くため息をつき、

「少し、長くなります」

「構わないよ」

「では……まずはこの都市の成り立ちからお話ししなければいけません」
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　それは異様な顔ぶれと言えた。何な故ぜなら――

「この度もよくぞお集まりいただきました、お歴々」

　各国の重鎮が一堂に会していたのだから。

　独立交易都市三番街にある公務役所、そのとある会議室。一同は円卓を囲うように席についている。

「また無駄な会議が始まるな」

　そう嘆息交じりに口にしたのは散ざん切ぎり頭の屈強な男だった。黒の鎧よろいに身を固め、きつい眼まな差ざしで一同を睥へい睨げいする。丈の長い外がい套とうには王冠を模した紋章の刺し繍しゆう。すでに高齢の域に達しているがその体格や雰囲気は実年齢に見合ったそれではなく、猛々しい。

　彼は帝国騎士団総団長、オーガスタス・アーサー。

「こうして集まるだけでも意義があるものです。はい」

　オーガスタスの言葉にやんわりと応じたのは軍服を着た男。几き帳ちよう面めんなほど横一直線に切り揃そろえられた頭髪に銀縁の眼鏡めがね。一週間も以前から都市入りしていた軍国軍師、アーヴィー・アーヴィングだ。

「年寄りにはここまで来るのもしんどい」

　この場において最高齢の老人が喉のどを震わせ、むせぶように発言した。白しら髭ひげをたくわえ、修道士の着る色いろ褪あせたローブをまとっている。おちくぼんだ眼まなこは何ど処こを見ているとも知れない。複数の小国家から成る群集列国、その一国から列国の代表者として選抜された彼の名前はランスロット・ダグラス。

「大事な定例会議です。蔑ないがしろにはできませんよ」

　そして穏やかに言ったのは独立交易都市ハウスマンの現市長、ヒューゴー・ハウスマンだ。その後ろには三番街自衛騎士団団長のハンニバル・クエイサーも控えている。

　帝国、軍国、群集列国、独立交易都市。各国家と都市の代表者が顔を突き合わせていた。それは誰だれが見ても異様としか言えない、非公式の集会。大陸の政治に精通している者ならば卒倒しかねない光景だった。

「ところでオーガスタス様」アーヴィーが話題を振った。「こんな噂うわさを耳にしたのですが、御清聴願えないでしょうか。なあに、ただの噂です。はい」

「なんだ。言ってみろ」

「帝国が独自に魔剣を収集し、さらに聖剣を再現できる職人を捜している、との噂。真偽のほどはいかがでしょう？」

　オーガスタスはぎろりとアーヴィーを睨ねめつけた。

「知らんな」

「そうですか、やはりデマでしたか。では最近帝国が保有していた魔剣を盗まれたという噂は？」

　オーガスタスは忌々しそうに口くち許もとを歪ゆがめ、

「それは本当だ。盗人ぬすつとどもが皇族を騙かたって独立交易都市を襲撃した。奪われた魔剣は都市が回収してくれたが、残念ながら盗人たちは取り逃がしてしまったらしい。そうだろうハウスマン？」

「ええ、その通りです」ハウスマンは無表情に頷うなずき、「その際の戦闘の爪つめ痕あとは先ほど皆さんも御覧になられましたね。幸いにしてこの会議室は無事でしたが反対側の棟は半壊。恐ろしい相手でした」

　後ろでハンニバルが苦々しく笑ったが、それを取とり沙ざ汰たする者はいなかった。

「皇族を騙った盗人、ですか。はい」

「……言いたいことがあるのならばはっきり申せ。アーヴィング」

「いえいえ。ただ魔剣を集めていない、という帝国が何な故ぜ魔剣を保有していたのか多少疑問に思いましてね。はい」

「集めてはいないが元々持っていた。それでは答えにならんか」

「いえいえ。なりますよ。はい」

「……アーヴィング、ひとつ聞きたい。貴様はその噂を何ど処こで耳にした？」

「さあ、何処でしたか。何せ噂ですから。出所を失念してしまいました」

　オーガスタスの敵意のこもった眼まな差ざしを、アーヴィーが笑顔を浮かべてかわした。

　様子を見ていたハンニバルはやれやれと肩をすくめた。相変わらず穏やかではない。

「お二方。探り合いはそこまでにしていただきましょう。会議が始まりません」

　諌いさめたのはこの中で唯一の女性、ジャスティーナ・オルブライトである。

　髪を後頭部で団子状にくくり、きつめの瞳ひとみを眼鏡めがねで隠している。小柄でこの面子の中では最も年下の彼女だが、これでも大陸法委員会の査察官であり会議の進行役も務める女性だ。

　大陸法委員会は代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ル終結を契機に発足した組織である。各国から選出された代表者を構成員に据え、大陸法の制定や各国協議における取りまとめ、国家間の政治交渉の伝達役などの任を負う。

　ジャスティーナはオーガスタスの背後を見やり、訊たずねた。

「アーサー氏。そちらに初参席の方がいらっしゃるようですが」

　そうだったと頷うなずき、彼は己の後ろを振り返った。

　そこに男が立っている。

「彼は帝国戦士団の団長だ。戦士団は最近編制され、この度皇帝の勅命を受けて会議への参加を許された」

　紹介された男は長身痩そう躯くの、線の細い青年だった。装いは黒ずくめだがオーガスタスのような鎧よろいではなく平民の着るような簡素な布の服をまとっている。三白眼の瞳を薄く細め、無愛想な表情で手持ち無ぶ沙さ汰たに立っていた。

「シーグフリードだ。以後見知っておいてくれ」

　オーガスタスがその名前を口にしたとき、ハウスマンやハンニバル、アーヴィーの三者がわずかに身じろぎした。しかしそれ以上の反応は無い。

　ジャスティーナが切り出した。

「そろそろ議題に入りたいと思います。ハウスマン氏、例の刀鍛冶ブラツクスミスは？」

「すみません。どうやら到着が遅れているようで」

「困りますね」

「申し訳ありません。いずれやって来ます」

「仕方ないですね……時間も押していることですし始めてしまいましょう」

　一同の注意が自分に集中したことを確認してから、彼女は続けた。

「都市が『神』と呼び、帝国が『王』と呼び、軍国が『獣』と呼び、群集列国が『機械機構』と呼ぶ――『ヴァルバニル』に関して」

　円卓の間に響き渡る。

「三国一都市会議――通称『ヴァルバニル会議』を始めます」
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「セシリー・キャンベル。さっきから疑問なんだが」

「藪やぶから棒ぼうになんだルーク・エインズワース」

「お前の歩き方、妙にぎこちなくないか」

「気のせいだろう」

「しかし十歩に一度は何も無い地面でけつまずいているぞ」

「そんな馬ば鹿かな」

「先日の戦闘では派手にやらかしたみたいじゃないか。後遺症でもあるんじゃないのか」

「あなたの目は節穴だな」

　気付いてしまったのがいけなかった。

　知り合って一ヶ月少々とまだ日は浅いが、それでも二日に一回は顔を合わせている。ただそこにはいつもリサがいて、アリアがいて、つまり別の誰だれかがいて――だからルークとふたりきりになるのはこれが初めてのこと。そのことに気付いてしまった。そう、しまったなのだ。

　意識し始めるともう手遅れである。すぐ隣の気配に振り返ることすらためらい、そして思い出したようにルーシーの「想おもい慕う殿方」という言葉が脳裏を過よぎって否いやが応おうにも手に汗握ってしまう。口では強気に言い張っていても一挙手一投足はぎちぎちに強こわ張ばり、セシリーは不器用な足並みでルークの横を歩いていた。

　今日も独立交易都市三番街の『物』の商店街は賑にぎわっている。路上販売の声や人々の喧けん騒そうが会話の隙すき間まを埋め、軒先に並ぶ商品――靴や鍋、ナイフ、布、貴重な硝子がらす細工といった幅広い品々が視覚を楽しませてくれる――はずなのだが、妙な緊張のせいでそれもままならない。

　とにかく人いきれをかき分ける、とまではいかないが注意して歩かないと通行人とぶつかってしまう程度には混雑していた。このくらいの雑踏ならば市内巡回中の同僚にもそう簡単には鉢合わせたりしないだろう。

　加えて今日の格好はルーク曰いわく「女装」なのだし――非常に腹立たしい評価だが。

「それで、一体何ど処こに向かっているのだ」

「そのうちわかる。そんなに楽しい場所でもないが」

「構わない。付き合うぞ」

　うんうんと頷うなずいてみせると、ルークが小さく失笑した。

「？　何な故ぜ笑う」

「いや。取って喰くったりなんてしないから変に緊張するなよ」

　な、何をっ！　と焦って見やると、にやにやという意地の悪い笑みに出くわした。

　からかわれたのだとわかり頬ほおを赤くする。そっぽを向いた。

「なんだ。すねるなよ」

「すねてなどいない」

「お前はホント、誰かさんに似て気難しいな。……あ、ちょっと待っていてくれ」

　立ち止まる気配に振り返った。ルークは何やら物売りの少女に声をかけているところだった。

　不意のことだったので――訊ききそびれてしまった。

　――誰だれかさん、とは誰だ？

　彼が声をかけた少女は花売りだった。籠かご一杯に溢あふれる色とりどりの花の中から手早く見繕って注文する。少女はにこにこと指定された三輪の花を籠から抜き、ルークに手渡した。少女に銅貨を握らせてこちらに戻ってくる。

　セシリーはぼうっと突っ立って待っていた。

　戻ってきたルークが片かた眉まゆを上げた。

「おいおい。もしかしてまだすねているのか」

「え？　あ、いや……その花は？」

「これはちょっとした土産だ」

　土産。

　それぞれ種類の異なる、色は同じ白の花。でもそれは……。

　ルークはいきなり手を伸ばしてきたかと思うと指先でこちらの前髪を梳すいてきた。驚いて後ずさり、触れられたところに手をやった。

　耳の上に柔らかい感触。視界の端に白が霞かすんで見える。

「え？　え？」

「ついでだ。やるよ」

　左耳に挿し込まれたのは、茎くきを短目に切り取られた白い花だった。

　たった今起こった現象を理解すると、息がつかえるほどに胸が締め付けられた。それはもう“〝現象”〟と大仰に呼んでもいいくらいにセシリーにとって不意打ちの出来事だった。

　――ルークが、花を、くれたんだ。

「あぅ……」

　火照り出す頬ほおを見られたくなくて、うつむいた。

　花を贈られるなんてことは初めての経験でどうにもこうにもむずがゆく――そして一方で誤魔化しきれないくらいに、苦しいくらいに歓喜が膨れ上がるのを、抑えられない。自分の胸に握り拳こぶしを当てる。大きな心臓の鼓動が胸を挟んで拳を揺らした。

「あり、がとう……」

　嬉うれしいけど、なんだか無性に悔しい。

　何事もなかったように歩き出すルークがひどく恨めしい。

　セシリーは遅れた分を駆け足で詰めた。

「あ、あなたにもこの程度の甲か斐い性しようはあるのだな」

「声が震えてるぞ。生娘みたいな反応だな」

「なッ」

　なんという言い草だ！　真っ赤になって目の前の背中を叩たたくが、ルークは痛がるよりもくすぐったそうにくつくつと笑った。セシリーもまた怒るよりもからかわれるこそばゆさに頬が緩ゆるんでしまう。

　不思議な心地良さに身をゆだねてしまいそうになる。

　だけど――多分遅すぎるくらいに、違和感にも気付いていた。

「……何かあったのか？」

　――今日のルークはちょっと、いや、かなり変だ。

　出会った当初から気まぐれな男だとは思っていたけれど、それにしても今日はひどい。出不精のくせに。甲か斐い性しようなんて本当は無いくせに。言動だっていつもと比べて柔らかい。

　何かあったと思うのは自然な流れだった。

「リサと喧けん嘩かでもしたのか？」

　先ほどのリサの態度が気にかかっていたのでそう訊たずねた。顔を伏せるというわずかな動作だったけれど、それは妙な“〝らしくなさ”〟を感じさせたのだ。

「喧嘩なんてしてない」

　背中が答えた。表情はわからない。

「本当に？」

「する理由が無い。なんでそんなことを訊きく？」

「だって」

　明らかにあなたは変じゃないか。今だって――どうしてこっちを見ない。

　どうして私の目を見ない？

　嘆息する声が聞こえた。

「何を勘ぐっているのか知らないが、あいつはよくやってくれてるよ。不満なんて無い。……ただ、そうだな」ルークは独白のようにこぼす。「このままでいいのか、ということは時々考える」

「このまま……？」

「服を買ってやったんだ。ちょっと前に。お前がしつこくせっついていたから」

　誰だれに、というのは考えるまでもないだろう。彼の意図はわからなかったがセシリーはじっと黙って耳を傾けることにした。

「何度もありがとうと言われた。“〝服を買う”〟なんて何でもない、些さ細さいなことにこれ以上ないくらいに喜んでいた。……気付かされたよ。俺おれはあいつに対してそんな当たり前のことを今までしてこなかったんだ、って」

「……」

「多分、俺が気付いていないことはもっと他ほかにたくさんあるんだろう。見落としてきたことは山ほどあるに違いない。あいつがこれから先も、その程度の甲斐性すら無い俺のそばで働き続けることは果たして正しいことなんだろうか」

　あいつにはもっと自分のためになる生き方が、その選択肢が用意されてるんじゃないか？

　ルークはそう続け、頭をかいた。

「そんなふうに、時々考える」

　黒髪の後頭部を見つめながらセシリーは確信した。

　やはり今日のルークは変だ。いつになく饒じよう舌ぜつに己の内面を吐露している。心のうちを打ち明けてくれたことは決して嬉うれしくなかったわけではないが、それ以上に戸惑いを覚える。

　絶対に“〝何か”〟があった。

「……正否の問題ではないだろう」

　その“〝何か”〟が何なのかはわからない。わからないが、彼の自問には答えてやることができる。

　セシリーは思い出す――リサは人間でなく悪魔だ。契約によって作り出された彼女は本来であれば使役される立場にあるのかもしれない。だが普段の彼女に、そのような雰囲気は窺うかがえるだろうか？

　嫌々働いている、もしくは働かされているようにはとても見えない。リサの溌はつ剌らつとした言動からは鍛か冶じ作業をむしろ楽しんでいるのが伝わってくるし、そこには確かにリサ自身の意志を感じる。

　少なくともふたりの関係が間違ったものなどとはまったく思わない。

「リサはあなたを信頼しているし、好いてもいる。どう見たって彼女は自分の意志で働いているじゃないか。一方で自分が足りないと思うのなら少しずつでも補っていけばいい」

「本当にそうか？」

「何？」

「本当にリサは自分の意志で俺おれの許もとで働いているのか？」

　セシリーは眉まゆをひそめた。ルークがリサの何をそんなに疑っているのかわからなかった。

「どう見てもそうだと思うが」

「……そうだといいな」

　ルークは振り向かない。

　言いようの無い不安の種がセシリーの胸にまかれ、燻くすぶらざるを得ない。

「あなたはリサをどうしたいのだ？」

　即答だった。「守りたい」

「まも、る？」

「あいつを守るためなら何だってする。俺は何にでも――耐えられる」

　前を歩くルークの表情はやはりわからない。でもその拳こぶしは固く握られていて、彼の意志の強さを窺わせた。

　ルークはリサが彼の工房アトリエで働くことを良くないことだと思っているのか？

“〝守りたい”〟――リサの幸せを思うからこそ？　それにしたってわからない。どうして今ここで「守る」なんて言葉が出てくる。何に耐えると言うのだ。思わせぶりな言動はこちらのストレスがたまるだけだぞ。

　ルークは何かを覆い隠している。でも肝心のそれを話してくれない。

　もちろん訊たずねようとした。けれどルークの背中は答えてくれないだろう――そう直感し、セシリーは腐りながらも口を噤つぐむしかなかった。

　居心地の悪い沈黙が続く中、ルークはやがて路地裏へと入っていく。

　独立交易都市ハウスマンは開発当初から今のような都市群だったわけではない。

　そこには幾星霜の積み重ねがある。人が集つどい、森を切り開き、大地を平らに均ならし、伐採した木々を組み合わせ、土壁を築き、石を積み、噂うわさを聞きつけてまた人が集い――少しずつ展開していった。今でこそ計七つの街が集合して成っているが、そうした都市規制は自治組織が一個で成り立たなくなるほどの拡大を遂げたから行われたに他ほかならない。

　人口が増える度に開発を繰り返してきたため都市の道はかなり入り組んでいる。三番街の中央を射抜く公道を外れた途端に路地裏の道や脇わき道みちは複雑に交差し、土地勘の無い者ならばすぐに迷ってしまう。正門で発行されている都市地図もすべてを網羅しているとは言えなかった。

　そのような路地裏をルークは慣れた足取りで進む。どうやら近道らしいがセシリーには何番街を歩いているのかすらわからない。管轄である三番街以外の区画は勝手を知らなかった。

　――ひとつ、わかったことがある。

　飽きるほど目の前の背中を見つめていて気付いたことがある。

　この男は都合が悪くなると人の目を見ない。

　喧けん騒そうから遠ざかり、沈黙の隙すき間まを埋めるのは互いの足音。セシリーの我慢は限界だった。

「ルークっ、会話をしよう！　するぞ！」

「……あ？」

　半ば憤然としながら要求した。「空気を変えるのだ！」

　苦笑したようにルークの肩が揺れた。

「お前のそういうところは憎めない」

「そう思うなら何か話せ。世間話でいい」

「そうだな……」

　ふとそこで、前々から疑問に思っていたことがセシリーの脳裏を過よぎった。

「……ブラックスミスとは何なのだ？」

　シャーロットたちの目的は『魔剣の奪取』とそして『ブラックスミスの招致』だったという。前者はわかるが後者について深く考えたことはそういえば無かった。

　ルークが肩越しにこちらを振り返った。その右目はいささか意外そうだった。

「知らなかったのか」

「色々とごたついて聞きそびれていた。シャーロットが工房アトリエ『リーザ』に赴いたということは、あなたに関係があるのか？」

「話してもいいが大陸の最高機密に行き着くぞ。知ったらもう戻れない」

　最高機密。突拍子も無い言葉に瞬まばたき、ルークの後頭部を見つめた。

　確かにあの事件には帝国という大きな存在が係かかわっている。だとすればあながち大おお袈げ裟さな表現でもないのかもしれないが。

「卑ひ怯きようだぞ。そんな言われ方をしたらますます気になる」

「そうだな」苦笑し、「お前はヴァルバニルについてどの程度知ってる」

「ヴァルバニル？」

『知りたい。教えて』

　無意識にアリアとの会話を思い出していた。大陸史上最悪の人外にして代理契約戦争の別称。何百年も前に実在し、だがつきまとうエピソードはどれも創作じみていて、眉まゆ唾つば物ものという――。

「山々を叩たたき潰つぶした、大地を割った、海を飲み水代わりにしていた、最後には剣で封印された……確かにその存在は立証されているらしいが、私にはやはり寓ぐう話わ的なものとしか考えられない」

「その剣だ」

「え？」

「ヴァルバニルを封印した剣。便宜上『聖剣』と呼ばれているんだが、それを作った職人を『刀鍛冶ブラツクスミス』と言う」

　しばしセシリーは彼の言葉の意味を吟味し、かくん、と首を横に傾けた。

「ヴァルバニルは本当に実在していたのか？」

「もちろん」

　ルークは噛かみ砕いて教えてくれた。セシリーも一時気まずさを忘れて聞き入った。

　何百年も以前に悪行の限りを尽くした人外がいた。

　人外はしかし、人間の拵こしらえた『聖剣』によって封印されてしまう。

　その『聖剣』の特殊な鍛練技術を持った職人を『刀鍛冶』と呼び、そこから転じて特に腕の優れた鍛か冶じ職人を指す言葉としても時折使われる――とのこと。

「年食った職人なら誰だれでも知っているぜ。ヴァルバニルと一緒くたに語られるのが聖剣や刀鍛冶だからな」

「私は初耳だ。それではルークが――」

「俺おれも一応、刀鍛冶としての技術を継承している」

　以前、リサが言っていた。刀の鍛造技術は今や失われつつある古来のものであり、ルークはその技術を踏襲する稀け有うな職人だと。

「じゃあ刀が『聖剣』？」

「少なくともそう呼ばれていた」ルークは自分の腰に差していた刀を叩いて、「俺の作る刀は聖剣なんて呼べるほど大層なものじゃないがな」

　なるほどそこまではわかった。でも新たな疑問が首をもたげる。

「どうして帝国が刀鍛冶を求めたりするのだ」

　シャーロットの事件にはシーグフリードなる人物の教唆があった。彼は皇帝が『魔剣』と『刀鍛冶』を欲していると教え、彼女をけしかけた。魔剣については戦力として評価しているとも解釈できるが、では刀鍛冶はどうして？

「聖剣がほしいんだよ。帝国だけじゃない。軍国も群集列国もそしてこの独立交易都市も。どいつもこいつも聖剣を手に入れたがっている。何な故ぜなら」

　あ、とセシリーは気付いた。ちょっと待て。

　知ったらもう戻れない――。

　ひょっとして私はかなりまずい情報を聞かされているんじゃないか？

　直感したが、もう遅かった。

「ヴァルバニルの封印が、もうすぐ解ける」





「もって一年」

　ジャスティーナは一同を見回し、

「初代ハウスマンの遺のこした機密文書に、それが記載されています。封印に用いられている聖剣がおよそ一年後に限界を迎える――これはひとつの目安です。刻限は明言されていましたがそれが頭から信じられるとは限らない。本当はもっと遅いのかもしれないし、もっと早いのかもしれない」

　その来たるべき日の対策を練るのがこの三国一都市会議――通称『ヴァルバニル会議』である。

　大戦時、独立交易都市の基礎を作り上げた初代ハウスマン。彼に対する評価は内外ともに高い。自由交易や祈き祷とう契約に関して彼の遺した数々の文書は戦後の大陸発展に貢献し、彼が独自に研究してきた大陸史についてもその信しん憑ぴよう性せいが認められている。

　聖剣とヴァルバニル。大陸を揺るがすその記述も裏付けの調査が為なされ、以後大陸法委員会監視の下でこのような会議が何度も開かれていた。

「軍国の対策活動はどうなっていますか？」

「こちらの軍備は予定通り滞り無く進んでいます。はい。明日明後日にも動けます」

「群集列国はどうです」

「ちいと厳しいな。まだ統合を拒む小国家がいくつか。年内には取り込めるように努力しよう」

「よろしくお願いします。アーサー氏、帝国は」

「こちらはとうの昔に準備が整っている。先ほど紹介した戦士団を加えてな。それよりもかねてからの提案をもう一度検討すべきだ。常時、独立交易都市に帝国なり軍国なりの兵を配備し突発的な事態に対応できるように――」

「またその話題ですか……それは大陸国家による独立交易都市の分裂を招き、初代ハウスマンの“〝自由交易”〟の理念に反してしまいます」

「ハウスマン。本当の意味でヴァルバニルを脅威と考えるのならばそのようなことを言っている場合ではないのではないか？　せめて各国家所属の駐屯所を設置すべきだ」

「“〝都市はあるゆる国家から独立する”〟――それが私の引き継いだ初代ハウスマンの遺志です。譲れません」

「大陸と一都市を秤はかりにかけると言うのか」

「あなたは都市を乗っ取りたいだけでは？」

「……ほざいたな若造」

「おやめなさい！」睨にらみ合う両者をジャスティーナが一喝した。「アーサー氏、その提案は前回の会議で棄却となったものです。あまり安易に蒸し返さないように。ハウスマン氏も推測で発言するのは控えてください」

　オーガスタスは舌打ちして顔を背け、ハウスマンは「失礼しました」と軽く頭を下げた。

　ジャスティーナはため息をつき、ずれた眼鏡めがねの位置を指先で戻した。

「ハウスマン氏、刀鍛冶ブラツクスミスの彼はまだ来ないのですか？」

「申し訳ありません」

「では第二の聖剣の開発について、彼から何か聞いていますか」

　ハウスマンは首を横に振った。ジャスティーナは眉み間けんに小こ皺じわを寄せる。

「アーヴィング氏、軍国は？　貴国にも刀鍛冶ブラツクスミスの技術を踏襲する者がいると聞きますが」

「試験的なものならば何十本もできています。ただし再度封印に足るものかというとまだ。はい。とはいえ、一本ですが持って来ております」

　アーヴィーが人を呼ぶと、彼と同じ軍服を着た男が入室してきた。彼は一振りの『刀』を円卓の上に横たえて退室する。

「これが軍国の刀……」

　立派な拵こしらえをした剣だった。黒塗りの鞘さや、地じ鉄がねの鍔つば、革や糸で紋様の編み込まれた柄つか。各国の首脳が集つどう場なので武器類の持ち込みは禁じられていたがこれに関しては事前に許可が下っている。

「よろしい。では後ほど都市の刀鍛冶のものと比べてみましょう。次は――」

「やはり刀鍛冶の鍛造技術は帝国や群集列国にも公開すべきだ！」

　オーガスタスの横よこ槍やりにジャスティーナは眉まゆをしかめ、

「だからそれも前々回の会議で」

「本来ならば聖剣の二本や三本を完成させておかなければならないはずだ。しかし開発は遅々として進んでいない。こうなれば大陸中で技術の公開をし、早急な聖剣の再現を目指すべきではないのか」

「なるほどのぉ。帝国が独自に刀鍛冶を捜しているという噂うわさはあながち嘘うそとも言えないかもな」

　ランスロット・ダグラスが皮肉げにくちばしを入れた。

「その鍛造技術を知らないのは帝国と群集列国だけ。喉のどから手が出るほどほしい、分捕ってでも手に入れたい――その気持ちはよくわかるぞぉ」

「ダグラス、貴様！」

「ダグラス氏、ですから推測による発言は控えてください！」

　――またこれか。

　にわかに騒がしくなる会議室で、ハンニバルはひとり辟へき易えきとしていた。またこの流れだ。

　三国一都市会議は大概、平行線をたどる。それは誰だれもが自国の利益を念頭に置いて会議に臨んでいるために他ほかならない。ヴァルバニル復活という事態に、いかに立ち回れば甘い汁を吸うことができるか――寄ると触ると権けん謀ぼう術じゆつ数すうのやり取りに終始する有様だ。会議は煮詰まるしかない。

　セシリーに何度も言ったように、国家間の勢力分布は拮きつ抗こうしている。大陸安定、対ヴァルバニルといった目的を掲げ手を取り合っているのも所詮は見せかけに過ぎず、互いの利権を争う国々がいつ戦争を引き起こすかは杳ようとして知れない――そうした緊張は、戦後の今なお続いているのだ。

　利益、という概念にハンニバルは関心が無い。ただ代理契約戦争の再来を防ぎたいだけ。この独立交易都市での生活を守りたいだけ。自分はあの地獄を知っている。何としてもあれだけは繰り返させてはならない。

　大陸国家の均衡を崩さず、そしてヴァルバニルも問題無く封印。

　理想としか言えない考えだが、ハンニバルは本気だ。

　――しかしこいつらは飽きんな。

　相も変わらず言い合いの続く会議室。じわじわと倦けん怠たいのムードが満ち始めている。

　嘆息し、ハンニバルは窓の外を見やった。空気のよどんだ会議室とは正反対に、そこは爽さわやかに晴れ渡っていた。穏やかな日差しがひどくうらめしくてならない。

　――おのれルークの坊主め。

　会議には聖剣の作り手である刀鍛冶も参加しなければいけない。先代を亡くしてからルークがその役目を負っているのだが、奴やつは未いまだに現れない。大方気乗りがしなくてうだうだしているのだろう。

　まったく、何ど処こで道草を食ってるんだ、あいつは？





　六番街で食っていた。

　中央の街に比べ人の数は少ない。精霊信仰の修道院や民家、格安の宿が集中するためか雰囲気も中央よりずっと穏やかである。白い修道着を羽は織おった団体と多くすれ違い、追いかけっこに興じる子どもたちの嬌きよう声せいが何処からともなく響いてくる。

「封印が解ける……？」

　おうむ返しに呟つぶやくこちらにルークは頷うなずいて、

「初代ハウスマンはどうしてこの地域に独立交易都市を造ったか、わかるか？」

「む？　それは――この地域の霊体濃度が高く、その点に着目した初代ハウスマン氏が当時未発達だった祈き祷とう契約への転用を思いついたため、だろう？」

「模範的な解答だな。教本の丸暗記か」

「わ、悪いか！」

　霊体とは空気中に含有されていると言われる不可視の粒子のことだ。

　元々は悪魔契約の媒介として代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルにも用いられたものだったが、それは人肉を贄にえとする邪道の信仰。大戦の戦況を悪化させた最大要因でもある。しかし初代ハウスマンは祈き祷とう契約という別の形に転用し、独立交易都市の開発の契機とした。

　さらに彼は祈祷契約を『精霊信仰』という形で都市に定着。独立交易都市がたった四十四年で大陸中の交易拠点にまで発展したのはその祈祷契約の恩恵があったからに他ほかならない。

　いよいよもってわからなくなる。今の問いとヴァルバニルに何の関連がある？

「続けて質問だ。祈祷契約の信仰対象は？」

「神……だろう？」

「具体的にはこの地域全体を指して神、または精霊と呼称して信仰している。もっと正確には、特に霊体濃度の高いブレア火山を“〝神”〟として崇あがめている。……お前、実は頭悪いだろ。常識だぞ」

「あ、頭は悪いがそれくらいのことは知っている！　言わなかっただけだ！」

「じゃあ何な故ぜこの地域は霊体濃度が高い？　何故火山周辺にたまる？」

「え。それは……」

「霊体とは何だ？」

「霊体は、その、目には見えないもので……祈祷契約や悪魔契約の媒介となるもので……」

「もっと根源的な意味の問いだ。霊体とは何だ？　どうして存在している？」

「うぅ」

　矢継ぎ早に質問をぶつけられ、セシリーは言いよどんだ。答えられない。なんだか本気で自分の頭が心配になってきた。

「こ、これも一般に知られていることなのか？」

「いや、普通は知らない」

　なんだ。よかった。

「霊体はな、実はヴァルバニルの呪のろいそのものなんだ」

「はぁ、そうなのか。……む？」

　何の疑いも無く相あい槌づちを打ち、しかしふと引っかかった。

「ひょっとしてそれも機密事項なのでは？」

「そうだな」

　にやりと笑う。底意地の悪い笑顔を、セシリーは唖あ然ぜんとして見上げた。

　思わず辺りを見回した。誰だれかに聞き耳を立てられてはいないかと気が気でなかった。

　こちらの心配をよそにルークは続ける。

「悪魔契約というシステムもヴァルバニルが作り出した呪いだ」

「システム……？」

「人と人とを殺し合わせるためのシステムだ」

　息を呑のんだ。嘘うそ、と口走りそうになってそれが嘘ではないことに思い当たった。それを証明する事例が歴史上に存在する。

　代理契約戦争。

「霊体はヴァルバニルが作り出した呪のろい。人間の手により封印された奴やつは人間を憎み、その憎悪のままに霊体を吐き出した。霊体は大陸中の土地に蔓まん延えんし、大陸中の人間の心臓に死言を刻んだ」

　死言とは悪魔契約の引き金となる呪じゆ文もん。それはそれを刻まれた本人にしか読み取ることができず、故ゆえに大陸国家は徴兵と称して集めた人員に致死率の高いずさんな外科手術を施した。部分麻酔で切り開いた胸の中を直接本人に確認させる、または心臓から紙に書き写した死言を術後に見せるなどし、悪魔契約を強要したという凄せい惨さんな過去があった。

　いわば悪魔契約の起爆装置。人肉を代償とする契約ゆえ取り返しのつかない文言だ。

　それは霊体によって大陸中の人間に等しく刻まれる。

「呪いは長い年月をかけて大陸全土に染み込み、大陸中の人間の心臓に等しく死言を刻み、そして目もく論ろ見み通り大陸を混乱に陥れた。人間は悪魔契約を濫用し、自滅しかけた」

　独立交易都市の基礎を打ち立てた先哲、初代ハウスマン。彼は祈き祷とう契約を宗教という形を取ることで市民の間に加速度的に浸透させた。実際それは史実の上では賢明な判断であったが――その実態を知った今、セシリーは素直に彼の業績を褒め称たたえる気にはなれない。

　人間を憎む心を、人間を栄えさせるものへと昇華させる。本来は呪いとして作り出された霊体は、一時は大陸を自滅の危機に追いやっておきながら一方で大陸再興のきっかけとしても応用されたのだ。

　率直にそれは人間の薄汚い欲深さ、強したたかな阿あ漕こぎさをも思わせ、皮肉以外の何物でもない。

　そして大戦に冠された別称が――“〝ヴァルバニル”〟。偶然の一致では済まされない。

「絵空事にしか聞こえない……」

「本当のことさ。大陸国家やハウスマン、大陸法委員会がひた隠しにしている事実だ」

　セシリーは言葉も無い。あまりにあっさりと告げられるのでどう受け止めたものか反応に困った。そしてどうしてもすっきりしないことがある。

　――どうしてあなたがそんな秘密を知っている？

「セシリー・キャンベル。改めて訊きこう。何な故ぜこの地域は霊体濃度が高い？」

　はっとした。

　独立交易都市の街並みをぐるりと見渡す。やがて灰はい被かぶりの森や灰の空、そしてその向こうの火山の陰影を遠く見つめる――

「そうだ。ヴァルバニルはブレア火山にいて、今も霊体を吐き出し続けている」

　ルークは淡々と続けた。

「そして自らを封印した聖剣が朽ちるのを待っている。だから大陸国家は聖剣の再現に躍起になっているのさ」

「……何な故ぜだ」

　喉のどがひどく渇いていた。言うまでも無く世間話の域を越えている。

　硬い唾つばを飲み込み、セシリーは問うた。

「どうして私に打ち明ける？」

「俺おれの幼なじみはそのヴァルバニルに殺された。……着いたぞ」

「え？」

　気がつけば見晴らしのいい、なだらかに傾斜する丘にたどり着いていた。

　風が勾こう配ばいの芝しば生ふを揺らし、そのふもとに無数の墓標がひしめき合うようにして立ち並んでいる。セシリーはそれらを一望しながら、やはり、と得心がいった。

　六番街の共同墓地である。独立交易都市の市民がいつか至る場所であり、都市の修道院が集中しているのもこの墓地があるためだった。先月の事件の死者もセシリーの父もここに埋葬されている。

　遺体は無いがジャック・ストラダーの墓標もここに築かれていた。

「あ、待って」

　ルークが歩き出すのを慌あわてて追った。訊たずねたいことはたくさんあったはずなのにどれも形にならず、セシリーは無言の背中の進むままについていく。

　彼の手にある花は茎くきの長い、白い花。

　それは献花――死者に手た向むけるための花だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ルークはとある墓標の前で立ち止まった。石の表面に薄く積もった砂すな埃ぼこりを手で払い、一輪の献花を飾る。

　石には『Lisa Oakwood』という名前が刻まれていた。

「リサ……？」

「リーザ・オークウッド。俺おれが守れなかった女だ」

　セシリーはいよいよかける言葉を失い、『Lisa Oakwood』の字面を視線でなぞることしかできない。そのすぐ横には別の墓標があり、ルークはそれにもう一輪の献花を飾った。

『Basil Ainsworth』

　知らない男の名前だったが、苗みよう字じからしてルークの親族だろう。

「三年前、俺はまだ見習いだった」

　ルークは唐突に語り始めた――

「剣術も鍛錬の腕も足りなくて、鍛か冶じは親父おやじの許可がなくては任せてもらえなかった。こっそり玉たま鋼はがねを盗んで幼なじみのリーザと刀の鍛錬をしようとしてこっぴどく叱しかられたこともある。親父は律儀に玉鋼の数を把握してやがったからな。まともに作らせてもらったのなんて一本くらいしかない。……ブレア火山の麓ふもとにタタラ工房があるのは知っているか。俺の親父はそこに定期的に玉鋼を買い取りに行っていて、その日は俺やリーザも同行していた。親父はタタラの爺じいさんと話し込んでいて、退屈した俺たちはちょっと火山の奥を覗のぞいてみようということになった。ほんの遊び心だった。ずっと奥の奥へと進んだ。リーザは好奇心の塊みたいな奴やつだったからはしゃいでた。そこで人外の獣を見つけた。奴は鎖につながれていた。ぶつぶつと何か呟つぶやいていた。そいつがヴァルバニルだった。俺たちはそれを知らなかった。不用意に近付いた。鎖につながれてはいたがそいつの四肢は拘束されてなかった。襲ってきた。俺たちを捜しに来た親父が俺たちをかばって殺された。リーザも殺された。俺は逃げた。俺だけが生き残っ――」

「もういい！」

　セシリーはルークの腕を掴つかんで止めた。止めなくてはいけないと思った。

　このまま滔とう々とうと語らせていたら彼がどうにかなってしまいそうで怖くなったのだ。

「……大丈夫だ。すまん」

　こちらをゆっくりと振り返り、そう詫わびる。彼の右目は恐ろしく凪ないで感情を無くし、そのあまりの無機質さは左の義眼と区別がつかないほどだった。

　セシリーはたまらなくなってうつむき、そして色々なことを理解した。

　ルーク・エインズワースが己のためだけに刀を打ち続ける理由。それだけでは足らず“〝神を殺せる”〟剣を捜している――以前リサがそう口を滑らせていた――こと。そして工房アトリエ『リーザ』の名前の由来。すべてを察した。

　日常で祈き祷とう契約を用いないのもそう、その根源がヴァルバニルに至るから。

　思えばセシリーの父もその獣のことは知っていたのかもしれない。だから祈祷契約の使用を避けた。

　つながっていく。過去と、そして今の彼が目指す未来。

　行き着く答えをセシリーは容易に予想してしまう。

「復ふく讐しゆう……するのか」

「それはできない」

　驚いて顔を上げた。「できない？」

「ヴァルバニルを殺せば、霊体が大陸から失われる」

「……確かに契約に依よっている市民は困るだろうが、それは祈き祷とう契約が使えなくなるというだけで生きていけなくなるわけではない」

「灰はい被かぶりの森の原理を知っているか？」

　知っている。

　都市と火山帯の間かん隙げきには火山灰を被った森――ハウスマンの森がある。森の木々にはその隅々まで霊体が染み込み、ブレア火山が噴き出す火山灰を吸着する働きを持っている。故ゆえに火山灰は灰被りの森の上空で留とどまり、都市に降りかかることは無い。これが二色に割れる空の原理だった。

　そこまで考え、ようやく察知した。

「霊体が無くなったら……」

「都市は火山灰に覆われ、壊滅する。だからヴァルバニルを殺してはいけない」

　たとえ封印が解けるようなことがあろうとも、再度封印。これが最も適切な手段。

　ルークは肩をすくめた。

「そもそも復讐なんてくだらない。あいつを殺してリーザが生き返るわけでもない。親父おやじが生き返るわけでもない。不毛な話だ」

　嘘うそだ。

　では何な故ぜ己のためと頑固に言い張って刀を打つ？

　何故工房アトリエの名前を『リーザ』にした？

　あなたは神を殺せる剣を捜していたのだろう？

　封印ではなく、あくまで殺害を目的とした凶器を。

「……」

　問いただすことは簡単だった。けれどセシリーにはそれができない。踏み込めない。

　ルークの態度は虚勢にしか見えなかった。容易に本意が覗のぞけてしまうほど薄っぺらくて、でもその虚勢が大きな壁となってセシリーの侵入を阻はばむ。暴くなという想像の声を聞き取ってしまう。

　なんて身勝手な男なんだろう。ここまでさらしておきながら私が踏み入ることを許さないなんて。

　その疑問は当然のように頭をかすめた。

　――リサは？

　彼女はいつ生まれたのだ。先ほどの話といい、この件には彼女の存在も大きく係かかわっているように思えた。

「質問に答えてなかったな」思い出したようにルークは、「今朝、夢を見た」

「……夢？」

「リーザの夢だ」

　セシリーは唇を噛かんだ。不意に湧わいた衝動を隠すように目を伏せる。

　――あ、あれ？

　なんで。

「リーザは孤児なんだ。事故で両親を亡くして、ハンニバルのクソジジイが引き取って育てた。だからなのかずっと騎士になりたがっていた――心配性のクソジジイはなかなか認めなかったがな。……本当に、しつこいくらいに言っていたよ」

　ルークは苦々しく笑い、こちらを見やった。



「俺おれの打つ凡刀ナマクラで、この都市を守ると。ハンニバルのジジイも、俺の親父おやじも……ついでに俺も」



　なんで、胸が――

「その辺は少しお前と似ている。だから聞いてもらいたかったのかもしれない。俺にもよくわからない。……よけいな話だったか」

　痛む？

　おかしいぞ。どうしてこんなにも胸が苦しい。

　それは花をもらったときよりももっとずっと大きな動揺だった。

　わけもわからず泣きそうになる。いつもより饒じよう舌ぜつに過去をなぞる彼を見ていられない。苦しくて泣きそうで、でも泣けない。全身が切り裂かれたような、意味不明な痛みに翻ほん弄ろうされて肩を狭せばめた。

　自分の心が理解できない。

　この気持ちは何だ。

　ただわかるのは、自分はここに来るべきではなかったということ。能天気にはしゃいでいた己が腹立たしい。ルークはひとりで来るべきだった。

「セシリー？　おい、大丈夫か。まさか本当に具合が悪かったのか？」

「…………いるのか」

「え？」

「彼女を、愛して、いるのか」

　どうしてそんなことを訊たずねたのか自分でもわからない。

　でも口に出してしまったものはもう取り消すことはできなくて、セシリーはじっと足あし許もとを見つめて答えを待つしかなかった。

　長い沈黙を経て、ルークは答えてくれた。

「……愛していた、だ。リーザはもういない」

　自分の気持ちはわからないのに、彼の気持ちはわかってしまう。

　それも嘘うそ。

　あなたは今も――。

　思えば今日のルークはずっと取り乱していたのだろう。不意打ちのように彼女の夢を見てしまったから、平静でいられなかった。そして彼にとってリーザ・オークウッドはそれだけの女性だった。

「そろそろ行こうか」

　そっと顔を上げた。

　そこにいたのは普段通りのルーク・エインズワースで、彼は何かを懐かしむような遠い眼まな差ざしもしていなかった。気だるそうに右目を細めていて、墓標の丘を吹きすさぶ風に、なびく前髪を鬱うつ陶とうしそうにかき上げる。

　セシリーはやっとのことで声を搾り出した。

「これからどうするのだ」

「非常に面倒なんだが俺おれはクソジジイに呼ばれていてな。公務役所に用がある」

「公務役所に……？」

「どうせ知ってしまったんだ。お前も来るか？」

　すっかり失念していたが自分は謹きん慎しんの身だ。できることなら同僚たちと顔を合わせたくない。でもそれ以上にこのままルークと別れる気にはなれなくて、セシリーは頷うなずいた。
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「遅いぞルーク！」

　三番街の公務役所、その会議室。

　セシリーとルークを出迎えたのはハンニバルの叱しつ責せきだった。

　戸口で立ちすくむこちらにのしのしと歩み寄ってきて、

「どれだけ待たせたと思っている！　相変わらずお前は――」

　まくし立てるハンニバルはふとセシリーのほうを見てぎょっと目を剥むいた。予期せぬ訪問者に驚いたような、完全に意表を突かれた形ぎよう相そう――その表情はすぐに怒りに変わり身を翻ひるがえしてルークの胸倉を掴つかみ上げた。

「だ、団長!?」

「どうしてセシリーをここに連れて来た!?　貴様、もしかして彼女に話したのか!?」

　胸倉の手を振り払うよりも先に、ルークは「どういう意味だ？」と眉まゆをひそめた。

　セシリーも戸惑うばかりだった。ハンニバルの剣幕もそうだが……。

　何より目を丸くしたのは、円卓をぐるりと囲んでいた人物たち。ひとりひとりの名前こそわからないものの、その容姿や格好を見れば誰だれがどの国の要人なのかは容易に知れた。入り口手前にはちょうど市長とハンニバル、そこから円卓を右回りに軍国、帝国、群集列国と続き……大陸法委員会までいる。一同は何事かとこちらを注視している。これは一体どのような会合なのだ？

　この会議室には円卓の周辺に傍聴者を収容できる席があるため広い。余りある空間にしかし殺伐とした空気が立ち込めていた。

「クエイサー氏、そちらの方は？」

　と委員会の女性。

「……彼女は自衛騎士団の団員だ。すまない、今下がらせる」

「セシリー・キャンベルさん、でしたよね？　はい」

　軍国の人間が言った。彼にはセシリーも見覚えがある。シャーロットの一件で亡命の後ろ盾をしてくれた男――アーヴィー・アーヴィングだ。

「セシリー・キャンベル？……ほう、彼女がキャンベル家の人間か。そういえば父親が死んで娘が跡を継いだと聞くな」

　帝国の偉い丈じよう夫ふが独りごち、円卓の一同が興味深そうな目でこちらを見てきた。心なしかその視線に含み笑いのような気配を感じた。

　――ど、どうして笑われなければならないのだ？

　女性と見て侮あなどられたのだろうか。そう思ってセシリーはむっとした。

　好奇の視線の中、ハンニバルとハウスマンだけが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしている。

「彼女がキャンベル家の人間ならば同席しても良いのでは？」アーヴィーが提案した。「いずれは協力を請う人材ですし。はい」

　委員会の女性が頷うなずき、一同に確認を取った。反対意見は無かった。

「まだ早い……」

　ハンニバルは小さく吐き捨て、背中を向けた。

　キャンベル家がどうしたと言う。セシリーは声をひそめ、こっそりとルークに耳打ちした。

「私はここに来てもよかったのか？」

「俺おれもよくわからんが……いいらしい」

「あなたが連れて来たのだぞっ。いい加減過ぎる！」

「悪いが俺も戸惑っている。これは三国一都市会議――『ヴァルバニル会議』だぞ。ヴァルバニルにはキャンベル家も係かかわっていたのか？」

「え。いや、そのような話は聞いたことも……」

　もう本当に頭がおかしくなりそうだ。それでいて蚊帳の外にいるような――置いてけぼりの感覚がある。ヴァルバニルといい、胸の痛みといい、この会議といい――一体全体どういうことなのだ！

「初顔の人もいることですし、改めて自己紹介いたしましょう」

　円卓の人物の名前が次々と明かされていく。普通に暮らしていれば一生会うことはないだろう身分や国の人間ばかりだ。セシリーは目を回しそうになった。

　が。

　オーガスタス・アーサーの背後に控えていた、黒ずくめの男がぼそりと名前を告げるのを聞いて衝撃を受けた。長身痩そう躯くの青年。もちろん初めて見る顔だが、その名前にははっきりと聞き覚えがある。

「シーグフリード……っ!?」

　一同が再びこちらを注視する。今度はたじろがなかった。

「あなたがシャーロットをッ」

　セシリー！　と制止するハンニバルを逆に睨にらみ返した。

「団長！　何な故ぜこの男を拘束しないのです!?　彼はシャーロット・フィーロビッシャーにあの一件をそそのかした張本人っ――」

　ハンニバルが猛然とこちらの口を塞ふさいだ。

「言ったはずだ。大陸の均衡を脅かすような発言は控えろッ。ここには大陸国家が勢せい揃ぞろいしているんだぞ！」

「しかし！」

　理解できなかった。奴やつはシャーロットの一件どころか一連の悪魔契約の事件にまで係かかわっているかもしれないのに。黙って見過ごすなどあり得ない！

「シャーロット……ああ、あの盗人ぬすつとか」オーガスタスが空々しい口調で、「もしかしてキャンベルの娘が相手を？　盗人どもから何を吹き込まれたかは知らないが、誤解ではないかな」

　とぼけるな。そう反はん駁ばくしたかったが傍かたわらでハンニバルが睨みを利きかせている。セシリーは奥歯を噛かんでぐっと言葉を飲み下した。もうひとりの当事者を見やってもアーヴィーはにやにやと傍観しているだけだ。

　――何なのだ何なのだ何なのだ！

　これが政治？　まったくもって不可解で不愉快でしかない。

「いいじゃないですか。言いたいことがあるならば言わせてあげましょうよ」

　会議室の空気が驚きに揺れた。

　先の発言をしたのが当の本人であるシーグフリードだったためだ。

「シーグフリード、貴様っ」

「構いませんよアーサー総団長。禍か根こんは残したくない」

　軽く言い置き、シーグフリードはこちらに寄ってきた。

　不気味な空気を放つ男だった。帝国の戦士団の所属と聞いたがそれらしい証あかしは見当たらない。軽い足取り。口くち許もとに軽薄な笑みを浮かべていたが三白眼の双そう眸ぼうはまったく笑っていなかった。

「セシリー・キャンベルだったか？　そちらの言い分を聞こうか」

　相手の意図が読めない。それでもこの機会は僥ぎよう倖こうだ。ハンニバルの制止を振り切り、セシリーは真っ向からシーグフリードと対たい峙じした。

「私はある三件の事件に関して、あなたの関与を疑っています」

「伺おう」

　セシリーは努めて言葉を選び、話し始めた。

「まず先月の事件。我々自衛騎士団は独立交易都市近隣で旅客や商団を狙ねらった盗賊一派を捕縛しました。彼らは人外を使役し、その長に関しては悪魔契約をすら行ってきました。捕虜の証言から通称『商人』なる人物が彼らに人外を貸し与え、市いちの襲撃を命じていたこともわかっています」

「へえ、そんなことが」

「二件目の事件は市の最中に起こった悪魔契約の事件です。自衛騎士団はこれと先の盗賊一派の事件を、悪魔契約という共通点とそして極めて近い時期での出来事という観点から両者を関連付け、同一人物の手引きによる事件と判断しました」

「それで？」

「そして先日のシャーロット・フィーロビッシャーの事件。彼女はある人物から帝国が魔剣と刀鍛冶ブラツクスミスを欲していることを聞き知り、その奪取を目的に、私事もあって独立交易都市に侵入しました。彼女は自分に情報を与えた人物の名前を証言してくれました。それがあなたの名前です、シーグフリード殿」

「最初の二件とそのシャーロットなんたらの一件を結び付けた根拠は？」

「……シーグフリード殿。あなたの戦士団は人外の兵を使役していると聞きます」

「どうだったかな？」

「極めて異例の編制であると考えます。意思疎通が不可能と言われている人外を兵に引き入れるなど、少なくとも私は聞いたことがありません。そして一件目の盗賊一派の事件で、彼らは第三者から人外を借り受けたと言っている。この共通項を根拠と考えます……以上が、あなたを疑う理由です」

　言い終えると若干呼吸が乱れていた。肩で息をし、頭の中で今の口上を反はん芻すうする。すべてではないが言いたいことはあらかた言えたはず。

　さあ、どう出る――そう思ってシーグフリードを見たとき、セシリーは目を見張った。

　シーグフリードに動じた様子は見られなかった。むしろニヤニヤと禍まが々まがしい笑みを浮かべ、特に考え込むでもなく彼はあっさりと口を開いたのだ。

「俺おれからの質問はただひとつ。――証拠は？」

　確信した。理屈ではない。直感だ。

　盗賊団に人外を貸し与え、ジャック・ストラダーを悪魔化させ、シャーロットを唆そそのかした張本人。こいつだ。

　この男がすべての黒幕なのだ。

「あんたの今言ったこと、それを裏付ける証拠はある？　あるのなら示してもらいたいな」

「……証拠はありません」

「無い!?　無いのに俺を疑ったと!?」

　セシリーは唇を噛かんでアーヴィーを見やった。シャーロットの身柄は軍国が保護しているはずだ。しかし軍師にこちらを手助けしてくれる様子は無い。他国の要人たちもこちらのやり取りを傍観するのみ。

　孤立していた。自分を助けてくれる手など無く、むしろそれが当然という雰囲気の中にひとり立たされている。

　有り体に言えば――“〝空気の読めない小娘”〟として。

　シーグフリードは大仰に両腕を広げ、嘆かわしいという身振りをしてみせた。白々しい態度にセシリーは吐き気を覚えた。

「まさか初対面でいきなり疑われるとは思わなかった。しかも証拠も無しにだ。……いや、いやいやっ、わかっている、わかっているともセシリー・キャンベル！　あんたはきっとシャーロットなんたらの言葉に惑わされたんだよ。聞くところによるとその小娘、帝国の宝剣まで偽造して皇族を騙かたったそうじゃないか。タチが悪い。とても悪い。あんたが騙だまされるのも無理は無い。そうでしょアーサー総団長？」

「ん、あ、ああ」

　突然話を振られたオーガスタスが慌あわてて頷うなずく。

「皇族を騙るなど許されぬ行為だ。却かえってその大胆さが人を惑わすこともある」

「その通り。大胆にして狡こう猾かつ、そして極ごく悪あく。災難だったなセシリー・キャンベル」

　心なしか視界が赤く感じられる。煮えたぎる衝動が腹の奥底に溜たまっていくイメージがあり、それを一気に吐き出してしまいたくて仕方が無い。臭い立つような怒気が全身から漏れ出いでる。

　あまりの怒りに我を忘れそうだった。

「彼女を……侮辱するな」

　魔剣があったとはいえ四人で都市に潜り込むなど無謀に等しい。恐らく大多数の人間が彼女らを嘲ちよう笑しようるだろう。なんて馬ば鹿かすなことをした――と。

　しかしシャーロットたちは実行したのだ。亡き母の生涯を意味あるものにするために、その身を擲なげうって挑んできた。セシリーはその姿を笑えない。

　それをこの男は、たき付けた張本人でありながらしらばっくれる。自分が貸し与えた魔剣を何食わぬ顔で回収し、傲ごう岸がん不ふ遜そんな笑みを浮かべる。周囲もそれを許し、不問に付す。帝国が、軍国が、群集列国が、独立交易都市が、大陸法委員会が彼女たちをあっさりと切り捨てる。

　――許せない。

　セシリーはこの場にいる全員を等しく許せない。

「あなたたちがあくまで否定するならもういい。だが取り消せ。シャーロットを侮辱した発言を今すぐ取り消せ。彼女はあなたたちが思っているよりも気高い女性だ」

「どうして。意味がわからない」シーグフリードはいかにも不可解だと言いたげな顔をし、「小娘は断罪すべき咎とが人にん、帝国の敵。それ以外の何者でもない。それよりも侮辱しているのはお前じゃないか？　さしたる証拠も無しに俺おれを犯人扱いしたんだからな。よし、お前――俺を侮辱した発言を取り消せ」

　セシリーはもう自分を抑えられなかった。反射的に手を振り上げている。この度し難い男の頬ほお面づらをぶん殴る、思考はただそれだけに絞られていて――

「よせ」

　拳こぶしは横から伸びた掌てのひらに止められた。

　ルークだ。受け止めた手でセシリーの拳をそっと包み、静かに諭してきた。

「やめておけ」

「……」

　セシリーは拳を振り上げた状態で硬直していたが――やがて震える吐息を漏らしつつ拳を下ろした。

　シーグフリードは面白くなさそうな面をしていたが肩をすくめて踵きびすを返し、主人の許もとへと戻る。オーガスタスは小声で何か窘たしなめているようだったが、シーグフリードはへらへらと笑ってかわすだけだった。

　ハンニバルもこちらの肩に軽く手を載せたのみで、何も言わずにそばを離れた。

「……」

　当然セシリーの怒りは収まったわけではない。今なお頭に血は昇っている。怒鳴り散らしてやりたい。しかしこの室内に蔓まん延えんする空気がそれを許さなかった。

「話が逸それてしまいましたね。都市の刀鍛冶ブラツクスミスも現れたことですし元の議題に戻りましょう」

　今のやり取りはほとんど無かったことにされる。空気の読めない個人が手前勝手に騒いだという、ただそれだけの出来事として片付けられる。

　これがハンニバルの言っていた「大陸の均衡」なのか。「政治」なのか。

　こんな馬ば鹿かげた駆け引きがそうなのか。

　――狂っている。

　セシリーは胸中で吐き捨てた。ここにいる人間は皆、狂っている。

　それとも私がおかしいのか？





「ルーク・エインズワース」と、ジャスティーナ。「聖剣の鍛練はどうなっていますか。今も帯刀しているようですが、それは最新の作品ですか？」

　ルークは頷うなずき、「だが聖剣と呼ぶには程遠い。封印には足りない」

　会議室に失望のため息が満ちた。

「やはり先代のエインズワースを亡くしたのは手痛いのぉ」

「当たり前だ。息子のこいつは二十歳にも及ばない餓鬼だ。腕も格段に劣る」

「現状を見れば我が国の聖剣とさほど差は無いでしょう。はい」

「今からでも遅くない。聖剣の鍛造技術を公開するべきだ」

「またその話題を蒸し返すのですか」

「帝都には腕の立つ鍛か冶じ職人がいくらでも揃そろっている。問題はその鍛練方法なのだ。それさえわかれば帝国は見事、第二の聖剣を作り上げてみせる。……そもそもこの男にあと一年でどれだけの進歩が見込めると思う？」

「まったく厄介なことをしてくれた。みすみす父親を殺しおって。バジル・エインズワースさえいればもっと建設的な会議ができたものを」

　口々に不満の声が述べられる。それはルークを寄って集って中傷しているとしか思えない内容ばかりで、セシリーは血の気が引く思いだった。ハンニバルやハウスマンは賛同こそしないがじっと押し黙っている。これが一国の代表者たる人間たちの会議なのか。

　当のルークは反論もせず言われるがままだ。何ど処こを見るともなく無感動に右目を凍らせている。どうして彼がここまで平静でいられるのか理解できなかった。

　――いつもこうなのか？

　ずっと以前からルークはこのような誹ひ謗ぼう中傷に晒さらされているのか。

　もはや何を言われようと無感覚になるほどに。

「質問をもうひとつ」ジャスティーナが訊たずねた。「あなたの悪魔の、魔剣精製の技術をもってしてもヴァルバニル封印には足りないのですか？」

　魔剣精製？　セシリーには聞き慣れない単語だったがすぐに思い当たった。

　ルークの助手であるリサは人間ではなく悪魔だ。彼女の能力はルークの経験をなぞることで瞬間的に刀を作り出すというもの。それに付与される霊体効果はなるほど魔剣に等しい威力を持っている。ここではその能力を『魔剣精製』と呼んでいるようだ。

「我々が刀鍛冶ブラツクスミスの中でもあなたを特別視しているのはその精製能力にもあるのです。どうなのですか？」

　ルークはうんざりしたように、

「何度も言っているようにあの方法で作られる刀はひどく脆もろい。たった数太刀で砕けるような代物だ。足止めこそできるかもしれないが、封印なんてとても無理な話だ。アレを当てにされても困る」

「……貴様は本当にやる気があるのか？」

　苛いら立だたしげに口を挟んだのはオーガスタス。

「大陸法委員会や我々が貴様の悪魔を黙認してやっているのは、その能力もあるが何より事情を酌くんでのことなのだぞ。せめてその恩に報いろ。大陸の未来がかかっている」

「事情を酌んだ？　おいおい冗談言うな」はっ、とルークが失笑しつつ言った。「利用してるだけだろ」

　オーガスタスが目を細めた。「小僧……」

「事情……？」

　つい疑問がセシリーの口をついて出ていた。オーガスタスの視線がゆっくりとこちらに向けられる。何か格好のネタを見つけたようにその口くち許もとがわずかに歪ゆがんだ。セシリーの背筋がぞっと粟あわ立だつ。

「キャンベルの娘。お前は知らないようだな」

「何を……」

「そこの男は自らが助かりたいがために、自分の恋人を悪魔契約の贄にえにしたのだ」

　最初、何を言われたのかわからなかった。

「え……？」

　わからなかったはずなのに――鳥肌が立っていた。

「助手にリサという小娘がいるのは知っているだろう。そいつがその悪魔だ」

「アーサー！　今はその話はっ」

「いいではないかクエイサー。関係者に事実を知らせるのも大事なことだぞ？」

　オーガスタスとハンニバルのやり取りを遠い世界の出来事に感じる。

「リ、リサはでも、ルークの左目で」

「キャンベルの娘は勘違いしているらしい」

　こちらの動揺を弄もてあそぶように、オーガスタスは嬉き々きとして告げた。

「あの悪魔はエインズワースの恋人の肉でできている。ヴァルバニルの巣に無用心にも迷い込んだエインズワースは、自分が助かりたいがために同行していた恋人に悪魔を作らせ、それの能力を盾にひとりだけ逃げおおせた」

「しかし」

　しかし契約のための死言は心臓に刻まれているのだから、事前に知ってでもいないとそれを唱となえることなど不可能ではないのか。しかもそのためには胸を切り開かなくてはいけないはずだ。

「ヴァルバニルの憎悪は深い。かの『王』はあらゆる人間の死言を網羅し、そしてそれを囁ささやく。王の前に立てばわかる。キャンベルの娘、貴様の心臓の死言も教えてくれるぞ。もっとも即殺されて終わりだろうがな」

「しかしルークがそのようなことをするわけがありません！」

「そうでなかったとしても恋人が死に物狂いで作り出した悪魔を盾に、ひとりだけ逃げおおせた事実に変わりはない。疑うならばそこの男に聞いてみればいいだろう」

　うるさいくらいに耳鳴りがする。オーガスタスの声が不快で仕方が無い。

「……ルーク」

　セシリーは眼まな差ざしでルークに問いかけた。嘘うそだろう？　この男がほざいていることはまったくの偽りなのだろう？　リサはあなたが左目と引き換えにして作り出した悪魔なのだろう？

「ルーク！」

「……間違いない」あっさりと彼は認めてしまった。「親父おやじとリーザが殺され、俺おれとリサが残った。つまりはそういうことだ。少なくともあのときあの場所でリサを作り出したのはリーザだよ。まあ俺の左目も混ざってしまったんだがな」

　ルークは事も無げに言うが、セシリーは気付いていた。

　右目がまた、左の義眼と同じただの球体と化していることに。

「つまりその悪魔は恋人の忘れ形見というわけだ。その事情を酌くんで我々は大陸法違反を黙認してやっている」

「恋人の名前は確かリーザ・オークウッドでしたか。はい。恋人の肉でできた人形に、恋人と同じ綴つづりの名を与えるとはなかなかに倒錯していますね。はい」

「死してなお、悪魔の人形を助手として傍そばにおいて働かせているわけか。案外夜よ伽とぎにも使っているのではないか？」

「お歴々！　それ以上の不毛な中傷は控えていただきたい！　彼は私たち独立交易都市の一市民だ。さすがに看過できない！」

「ハウスマン氏の言う通りです。皆さん、言葉には気をつけてください」

　辱はずかしめを受けている間も、ルークの表情に感情の動きは無かった。一切の関心を失い、冷たく凍る目を窓の外に向けている。

「…………違う」

　――何かが違う。

　セシリーは敏感に感じ取っていた。強烈な違和感を。

　だってルークは目をそらしているのだ。

　都合が悪いからセシリーを見ようとしないのだ。

　彼は何かを覆い隠している。それは何だ？　何がおかしい？　何が引っかかる？

　セシリーは目まぐるしく思考する。必死に答えを探る。

　早くしないとルークの心が取り返しのつかないことになる。強迫的にそう感じた。

「リサ……」

　そう、リサだ。彼がさっき目をそらしたのもリサの話題のときだった。

　働き者で、料理が上じよう手ずで、笑顔が健康的で、とても良い子で、親方の世話を焼くのが趣味みたいなもので、いつでも親方の役に立ちたいと思っていて、親方をどんなときも信頼していて、本当に親方のことを慕っている――普通の女の子。

　彼女を作ったのは誰だれだ。

　リーザ・オークウッドだ。

　ならば彼女は何な故ぜ――

『ハイ、ルークはすごいんです！』

　いつか聞いた声。それを皮切りに記憶が逆流する。

『謙けん遜そんすることは無い。リサがいるおかげで工房アトリエ『リーザ』は成り立っている。そうだろう？　親方殿』

　足りない。全然足りない。答えを知る欠片ピースはもっとあるはずだ。

『こっそり玉たま鋼はがねを盗んで幼なじみのリーザと刀の鍛錬をしようとしてこっぴどく叱しかられたこともある。……まともに作らせてもらったのなんて一本くらいしかない』

　捜せ。

『俺おれの打つ凡刀ナマクラで、この都市を守ると。ハンニバルのジジイも、俺の親父おやじも……ついでに俺も』

『本当にリサは自分の意志で俺の許もとで働いているのか？』

　捜せ。そしてつなげろ！

『守りたい』

『あいつを守るためなら何だってする。俺は何にでも――耐えられる』

『リーザ・オークウッド。俺が守れなかった女だ』



　……………………ああ、そうか。



　つながった。“〝彼女”〟はそうだったんだ。

　だからルークは。

　だとしたら本当に――あなたは馬ば鹿かな男だ。

「お歴々に問いたい」

　セシリーの声が会議室に行き渡った。

「“〝リーザ・オークウッドは何な故ぜリサを生み出したのか？”〟」

　唐突な問いに答えは無い。むしろ何を言い出すのだこいつは、という微妙な空気が漂う。

　構うものか。セシリーはざっと一同の顔を眺め、矛ほこ先さきを決めた。

「オーガスタス・アーサー殿。今の問いに答えていただけませんか」

「……キャンベル、会議の進行の妨げになる。無意味な割り込みは控えてくれないか」

「簡単な問いです。答えてください。私は誤解を解きたいのです」

「いきがるな小娘」

　押し殺した低い声が耳じ朶だを打ち、息を呑のんだ。帝国騎士団を統率する偉い丈じよう夫ふは相手を射殺すかのように鋭利な視線を放ってきた。くっ、と喉のどにしこりを覚えて声が引きつりそうになる。

「貴様の役割はずっと後の話だ。発言権など無い」

　が、セシリーは退ひかない。

「お答えください。アーサー殿」

　オーガスタスは顔を強こわ張ばらせた。不承不承に答える。

「……先ほども言ったばかりだ。エインズワースは自分が助かりたいがために――」

「死言はそれを刻まれた本人にしか唱となえることができない」セシリーはオーガスタスの視線を真まっ直すぐに受け止め、むしろもっと強い眼まな差ざしで睨にらみ返す。「つまり悪魔契約は自己意志によって行われるものです。基本的に他者が強要してできるものではない」

「貴様は代ヴ理ア契ル約バ戦ニ争ルも知らないのか？　やろうと思えば刃物で脅して口を割らせることだってできる。たとえそうでなくとも女が生み出した悪魔をそこの小僧が分捕った可能性だって考えられるのだ。その辺の詳細は小僧も何な故ぜか口を割らんがな」

　その理由も、今ならわかる。

　だからセシリーはきっぱりと言い切ってやった。

「ルーク・エインズワースはリーザ・オークウッドに悪魔契約を強要していません。リーザ・オークウッドはあくまで自分の意志で契約を行った。そしてルーク・エインズワースもリサを盾にするようなことはしなかった」

　要人たちはどよめいて互いに顔を見合わせた。

　オーガスタスが低い声で訊たずねてくる。

「根拠は」

　これはシーグフリードとの対話、その復ふく讐しゆう戦。対帝国の意趣返し。

　落ち着いて論理立てろ。最終的に言うことは、言いたい言葉は決まっている。

　自分は頭が悪いが、頭が悪い故ゆえの捉とらえ方がある。馬ば鹿か故に――単純に短絡的に真実を掴つかまえてみせる。

　――絶対に退ひかないぞ。

　私はこの男を、この阿あ呆ほうどもを。

　このわからず屋たちを捻ねじ伏せる。

「生み出された悪魔がリサだったということがその根拠であり証拠です」

　意味は通じなかったらしい。オーガスタスが眉み間けんに皺しわを寄せた。

　セシリーは頬ほおの辺りに視線を感じていた。彼の気配。すぐそばにある。それが自分を支える。

「もしもリーザ・オークウッドがルークに強要されて悪魔契約を行ったとして――そうやって生み出された悪魔は、どうしてリサだったのでしょう。どうしてヴァルバニルを退けられそうな強力な獣ではなく、少女の姿をした悪魔だったのでしょう？」

「姿は関係無いだろう。その悪魔には魔剣精製の能力があった」

「ではそのときのルークは魔剣精製のための玉たま鋼はがねを持っていたのでしょうか？」

　セシリーは彼のほうを振り返らなかった。

　振り返らないまま、隣に促うながした。

「ルーク。正直に答えてくれ」

「…………持っていなかった。あの頃ころの俺おれはまだ見習いで、親父おやじは必要なときにしか玉鋼を与えてくれなかった」

　オーガスタスが目を細める。こちらの意図を察したのだ。

「つまりそのとき生み出されたリサは、その能力を活いかすことができなかった。そのような悪魔を果たしてルークが作らせるでしょうか？　そして分捕ってまで利用しようとするでしょうか？」

「……」

「ルーク、これは私の推測なのだが」これも視線は不動のまま、「リーザ・オークウッドはあなたを守りながらヴァルバニルと戦っていたのではないか？」

「……」

「彼女は騎士を目指していたんだろう？　だとしたら考えるまでもない」

　少し、微笑ほほえんだ。顔も知らない女性に共感を抱いたのだ。

「同じ状況に立たされたなら、私もあなたを守る」

　市民を守る。

　当然のように実行する。

「だからこそルークはひとり生き延びることができた。父親が守り、リーザ・オークウッドが守ったから――生き残った」

　つながる。

　欠片ピースがはまっていく。

　セシリーは未いまだルークを振り返らずにいた。彼が今どのような顔をしているのか想像すると場違いながらおかしくて、胸がすっとして、その表情を今すぐに知ってしまうのが勿もつ体たい無なく感じて、だから振り返らない。それはご褒ほう美びとして取っておく。

　恐らくルークも自分でわかっている。当事者なのだから。それでもあえて釈明をせずにいたのは、彼なりの贖しよく罪ざいなのかもしれない。

『俺おれが守れなかった女だ』

　守ろうとした女性に逆に守られ、ひとり生き延びてしまった自分への罰。甘んじて謗そしりを受けた。本当に愚かな男。

　そしてこれから私が語る話も――薄々勘付いているんだろう？

　わかっていて目を背けているんだろう？

　――いいだろう。

　あなたの空白に欠片かけらをはめてやる。思い知れ。

　帝国の総団長はこつこつと指先で円卓の表面を叩たたきつつ唸うなるように問いを口にする。

「ではあの悪魔は何な故ぜ作られた。無意味ではないか」

　――あなたには無意味にしか思えないだろうな。

　しかし意味はある。リーザがリサを生んだのには大きな意味がある。

　ルークやリサと係かかわってきたセシリーにしか、わからない。

「ここからは彼女の想おもいを想像するしかありません。だから確証ではありませんが」もっともセシリー個人は確信しているが。「まず――魔剣精製はただのオマケだった」

　ぽかん、という間まが会議室を支配した。

「オマケ……？」

「はい、オマケです」セシリーは頷うなずき、「そんなことよりも、彼女は守りたかった」

「守っただろうが。貴様が自分でそう言ったのだぞ」

「自分亡き後もずっと、いつまでも、です」

　傍かたわらで息を呑のむ気配がした。

　――リーザ・オークウッド。あなたに代わって伝えよう。

　あなたの想おもいと願いを。セシリーは胸の痛みとともに決意する。

「だからリサはリサなんです。何ど処こにでもいる普通の女の子で、ただルークを支えるために生まれた。魔剣精製も鍛か冶じ作業を手助けするためのものに過ぎず、彼女の悪魔契約の本質ではない。リーザ・オークウッドが自分の意志で、大事な人をずっと守り続けるために命を賭としてこの世に遺のこした存在。リーザ・オークウッドはあのとき“〝守ること”〟をリサに託した――これが三年前の出来事の真実です」

　場は沈黙していた。

　みな押し黙っている。ハンニバルは柄にも無く瞳ひとみを潤うるませ、ハウスマンは唇を噛かんでいた。そういえばハンニバルはリーザ・オークウッドの育て親だったらしいことを思い出す。だとすればハウスマンも何らかの形で係かかわっていたに違いない。

　そばで、小さく吐き捨てる声が聞こえた。馬ば鹿かな、と力無く言う声が。

　――馬鹿はあなただ、ルーク。

　あなたはとっくに気付いていたんだろう？　だから「耐えられる」なんて言ったんだ。幼なじみが遺した悪魔。悪魔は少女の姿で生活を支えてくれる――そんな彼女のためならあらゆる謗そしり、罰に耐えてみせる。引き受ける。今度こそ守ってみせる。それがあなたなりの戦い方だったんだろう。

　やがてその想いは突き抜け、

“〝あいつにはもっと自分のためになる生き方が――”〟

　純粋にリサの幸せを願うようになった。

「――――くだらない」

　軽々しく沈黙を打ち破ったのは――シーグフリード。

　一切の感慨も無く彼は退屈と言いたげにあくびまで漏らす。

「会議と何の関係があんの？」

「そ、その通りだ！」呑のまれていたオーガスタスが慌あわてて賛同し、円卓を叩たたいた。「だからどうしたと言うのだっ？　くだらない妄想だ！」

「確かに私の想像も多分に含まれています」

　自分はリーザ・オークウッドという女性を知らない。彼女が三年前に何を思い、どう行動したか、すべては結果から推測するしか術すべは無い。

「しかし私は確信します」

　それでもなお、思う。

　リサという少女の存在がリーザの想いのすべてを物語っている。

　同じ女だから、同じ騎士守る者だからわかる。

「あなたたちはきっと知らない。私も本当の意味ではまだ知らないが――」

　彼女の、死してなおルークを守り続けようとする遺志。

　それが。



「――――これが人を愛するということなのではないか」



　セシリーはとうとう隣の青年を振り返った。

　ルークは、

「……………………けるな」

　あまりに無防備で、

「ふざけるなよ……っ」

“〝少年”〟だった。

　いつもの皮肉げな表情も、今までの冷たい瞳ひとみもそこには無い。彼は口くち許もとを強こわ張ばらせ、右目を揺らし、身体からだの平衡を保てずに肩を傾かせている。悪態をつく姿も何ど処こか弱々しい。

　幼い少年のように頼り無い姿がそこに立ち尽くしていた。

「ふざけてなどいない。どうせ勘付いていたんだろう？　リーザ・オークウッドをよく知るあなたなのだから」

　右目が心こころ許もと無なく泳ぐ。

「認められるかよ」

　これが三年前のルーク・エインズワース。

　彼は今、三年前の自分に立ち返っている。

「俺おれは何もできなかった。あのときリーザの持っていた得え物ものは何だったと思う？　俺の打った刀さ。俺が生まれて初めて親父おやじに打たせてもらった凡刀ナマクラだ。俺の処女作をリーザは嬉うれしそうに受け取ってくれて、そして殺された。刀は呆あつ気け無いくらい簡単にへし折れた――俺も俺の刀もリーザを守ることができなかったッ！　だからリサだけは守ろうと決めたんだ、そのためなら何だって耐えられたんだ！　なのに俺は今も相変わらず守られたままなんて――認められるわけがないだろう!?」

「認めろ。それが彼女への手た向むけになる」

　なあルーク、と呼びかける。

「あなたは本当に馬ば鹿かだよ。私以上の大馬鹿だ。こんな連中にいいように言われて、それに自分さえ我慢していれば本当にリサを“〝守れ”〟ていると思うのか？」

「お前に何がわかる……！」

「黙れ。いいか、そんなのは断じて否いなだ。冒ぼう涜とくや嘲あざけりをそのままにするな。リーザ・オークウッドの死を穢けがすな。彼女の愛を、リサの想おもいを、そしてあなたの意志を鞘さやに収めたままにするな。抜け。構えろ。それらを穢そうとする輩やからと戦え。――借りるぞ」

　セシリーはかすめ取るようにルークの腰に差されていた“〝剣”〟を抜き放った。

　窓から差し込む陽光を弾はじいて光線が奔はしる。

　美しい反りを描き、刃文が波打つ。

　持つ手に返るは確かな重量と掌てのひらに吸い付く感触。

「セシリー!?」

　ルークの『刀』。

　セシリーはため息をつく。やはり美しい。否いや応おう無く高揚し、右みぎ拳こぶしの怪け我がも今は気にならない。

「――――私たちはここに誓おう」

　刀を騒然とする一同に突きつけ、セシリーは言い放った。

「あなたたちはここでいつまでも無駄な話し合いをしていろ。愚にもつかぬ中傷と権けん謀ぼう術じゆつ数すうに腐心しているがいい。お似合いだ」

「貴様っ……我々に対する暴言は国家に対する侮辱と同義だぞ！　キャンベル家の人間だと思って見逃していたがもはや我慢ならぬ！」

「さえずるな小物。キャンベル家の名を、誇り高き家系の名を気安く口にするな」

　今や恐れるものは無い。

「これ以上あなたたちの御ご託たくに付き合うのはたくさんだ。私は決めたぞ」

　たとえ一国家を敵に回そうとも。

「帝国ではない。軍国でも群集列国でもない。無論、独立交易都市でもない」

　この昂たかぶりと志こころざしは、容易たやすく折らせはしない。

　セシリーは刀を逆手に持ち替え、足あし許もとに突き刺した。

　その音は凛りんとして場を打つ。



    

  
    
      



    

  
    
      「いつか必ず、私がルークの刀でヴァルバニルを討うつ――――そう決めたッ!!」
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　一方的に宣言した後、セシリーはルークの手を引いて会議室を出て行ってしまった。

　そこに一振りの刀を残して。

　呆あつ気けに取られて停滞すること数秒、爆発したようにオーガスタスが吠え始めた。

「クエイサー！　ハウスマン！　何なのだあの女は!?」

「いやあ、すまんすまん。ワシの教育不足だ。失言を詫わびるぞ」

「なっ、何な故ぜニヤニヤと笑っているのだ!?　本当に失言だと思っているのかっ!?」

「いやあ、すまんすまん。なんというか若さに当てられてな。この歳としになると言えないこと、気付けないことを当たり前のように仕出かしてくれるものだから嬉うれしいの何の」

「だからニヤニヤするな!!」

「アーサー殿、私からも非礼お詫び申し上げます。市長として彼女は厳罰に処しますので、どうかお怒りをお収めください」

「などと言いながら貴様の頬ほおも緩ゆるんでいるぞハウスマン!!」

　オーガスタスの罵ば倒とうをよそに――

　群集列国代表者のランスロット・ダグラスは高齢が祟たたったらしくひどく疲れたように目め許もとを指で揉もんだ。軍国軍師のアーヴィー・アーヴィングはルークの刀を眺めてふむふむと頷うなずいた。大陸法委員会のジャスティーナ・オルブライトは収拾のつかなくなった会議にげんなりとした。

　そしてシーグフリードは。

「虫むし酸ずが走る……」

　総毛立っていた。

　形ぎよう相そうが醜悪に歪ゆがむ。この数分で一度に老け込んでしまったみたいに無数の、溝の深い皺しわが顔面に刻まれていた。それは強こわ張ばった筋肉の筋。激しい感情の波が顔面でのたうち回った故ゆえの豹ひよう変へんだった。

　はっきりとそれは“〝嫌悪の表情”〟だと断言できる。

「アーヴィー・アーヴィング」

「は？」

「借せ」

　アーヴィーの前の卓には軍国の刀が鞘さやに納まり横たえられている。シーグフリードは足早に歩み寄るとそれを引ったくり己の腰に差し込んだ。

「え。あの、ちょっと」

　構うことなくシーグフリードは床に突き立ったルークの刀の前にひざまずいた。

「何をするつもりですっ？」

「黙れ。気が散る」

　ぞんざいに言い放ち、ひざまずいたまま眼前の刀を濁った目で凝視した。

　それは奇妙な中腰の姿勢だった。左足の踵かかとの上に腰を下ろし、右みぎ膝ひざを正面に向けるように右脚を折っている。腰に差した刀の柄つか頭がしらをやや外に開いて構え、背筋は立てて胸を張る。水平に刀を寝かせ、同時に柄つかの上に浅く開いた右手の甲を載せていた。

　彼の低姿勢を見たハンニバルが瞠どう目もくした。

「居い合あい腰……」

　一同はシーグフリードが何をしようとしているのか察して固かた唾ずを呑のんだ。

　シーグフリードは動かない。ただ、ルークの刀を見据える。

　沈黙。

　間ま。

　――――抜刀。

　その斬ざん撃げきを果たして、抜きから振り切りまで完全に目で追えた人物はいただろうか。

　小さな擦さつ過か音おんと甲かん高だかい衝突音。真横から刀身の中心を打たれたルークの刀は床板から弾はじけ飛び、旋回しながら壁に突き刺さった。会議室の人間たちが知れたのはその程度のことだったろう。

　迅速の居合い抜き。

　シーグフリードは前傾しながら軍国の刀を振り切っていた。が、すぐにそれを床に打ち棄すててしまう。アーヴィーが抗議しようと身を乗り出して――声を失った。

　棄てられた軍国の刀は半ばから折れ曲がっていたのだ。まるで万力で捻ねじ曲げられたような様。アーヴィーは慌あわてて壁に突き刺さったルークの刀を振り返る。そこにあったのは衝撃を殺し切れず微振動する剣。

　傷も曲がりも一切存在しなかった。

「この刀でも聖剣には足らないと言うのか……？」

　誰だれかが茫ぼう然ぜんと呟つぶやき、会議室は水を打ったように静まり返った。





　各国の要人たちが立ち尽くす中、シーグフリードは、ぶるるっ、と大きく一度震え、自らの身体からだを抱いた。その形ぎよう相そうはいよいよもって嫌悪と憎悪に禍まが々まがしく歪ゆがむ。

『――――これが人を愛するということなのではないか』

　おぞましい。

　おお、反吐が出る……ッ!!

「…………………………………………死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね。死ね――――」

　自身にしか聞こえない声で、呪のろいを呟き続ける。

　セシリー・キャンベル。

　ルーク・エインズワース。

　シーグフリードは、それらの名を忘れない。





「おかえりー！　ねえ見てセシリー、この肌っ。ぴっかぴかだよ！　リサが刃を磨いてくれたら驚くほど美肌になっちゃった！　どうしよう――ってセシリー!?」

“〝輝く”〟という表現が差し支えないほど肌の瑞みず々みずしく潤うるおうアリアは工房アトリエ『リーザ』に帰ってきたふたりを弾はずむように出迎えたが、そのセシリーがいきなり脱力したように地べたに座り込んだので仰天してしまった。

「大丈夫っ？」

　へたり込んだセシリーは、駆け寄るこちらを弱々しい笑みで見上げた。

「アリアの顔を見たらなんだかホッとして……腰が抜けてしまった。はは、あはは……っおぅ!?　そう思うといきなり右手の傷が疼うずく！　おおおおお！」

　唐突にのたうつセシリーは正直怖かった。

　アリアはルークのほうを見やって目が点になった。

　彼もまた何とも言えない微妙な顔をしていた。というのもどういう表情をしたらいいのかわからなくて困り果てているような――とにかく“〝変”〟という一言に尽きる顔。それでいて毒気が抜け、今までアリアが彼に感じていた固い印象が薄れている。

「おかえりなさい、です……？」

　遅れて出迎えたリサも、いつもと違うふたりの様子に気付いたようだ。んん？　と首を真横に倒す。

　リサに目を止めたセシリーが「おいで」と手招きした。リサは何の疑いも無くセシリーの許もとに近寄り――そして抱きすくめられた。

「セ、セシリーさん!?」

「全部聞いたんだ」セシリーはリサの肩に顎を載せ、耳元で囁ささやいた。「ヴァルバニルのことも、刀鍛冶ブラツクスミスのことも、リーザ殿のことも全部」

　え、とリサは抱き締められた状態でルークを見上げた。しかしルークはそっぽを向いている。

「だがまだリサの話を聞いていない。必要なんだ。君の意志を知って初めてすべてがつながる。聞かせてくれないか」

「え、えと？」

「リサは今の生活をどう思っている？」

「え、あ、た、楽しいですよ――とても。セシリーさんやアリアさんがいますから」

「じゃあルークのことはどうだ」

「えっ!?　ええと、ええと」ちらちらと横目でルークを窺うかがいながら、「あの、とても感謝しています。悪魔の私を働かせてくれて、住まわせてくれて、たくさんのことを教えてくれて。尊敬しています」

　リサは促うながされるまでもなくどんどん言葉を重ねていった。

「あと、ルークはとても努力家なんです。毎晩寝る前に剣術の鍛練をしてるんですよ」

　へえ、知らなかった。アリアが感心してそちらを見やるが、やはり彼はあらぬ方向を向いていた。照れているのかしら。

「セシリーさんが私に服を選んでくれたことありましたよね？　あれからルークは何度か私の服を買ってくれるようになったんです」

「そう――嬉うれしかっただろう」

「ハイ！　とても嬉しくて、嬉しすぎて……………………嬉しすぎた、から」

　あ、とアリアは気付いた。

　リサの目は涙ぐんでいた。

「却かえって辛つらくなります」

　ルークが驚いたように振り返った。

「私はリーザさんの写し身です……」涙をぽろぽろこぼし、「私の身体からだってリーザさんの小さな頃ころにそっくりらしいんです。でもそのくせリーザさんの記憶はまったく引き継いでなくて、性格も全然似てなくて」

　リサ、とルークが呼ぶが。

「偽物で、紛い物で、だからルークは」

「リサ！」

「だからルークは私に『Lisaリサ』と名付けたことを後悔していて！」

「やめろっ！」

「だって本当のことじゃないですかぁ!!」

　わああああああととうとうリサは泣きじゃくり、セシリーの身体にしがみついた。セシリーは優しく抱き止め、よしよしと小さな背中を撫なでさすってあげた。

　セシリーはリサの肩越しにルークを見上げた。それを倣ならってアリアも彼を見やる。うぐ、とルークは半歩後ずさり、だが覚悟を決めて一歩前に踏み出した。

「リサ。聞いてくれ」

　リサは涙や鼻水でぐちゃぐちゃの顔を上げた。

「確かに俺おれは、お前にその名前をつけたことを後悔している。あのときの俺はどうかしていた」

　ふぇ、とまた涙が溢あふれる。ルークは慌あわてて付け足した。

「待て。そうじゃない。お前は誤解してる」

「ごかい……？」

「お前は、その、お前なんだ」鼻の頭が赤い。「リーザ・オークウッドじゃない」

「……」

「そう、お前はリーザじゃないんだ。姿は似ていても中身は違っていて、まったく別のもので、だから俺おれの感傷をお前に押し付けるのは間違っているんだ。それが俺の後悔だ」

　リサはあんぐりと口を開けてルークの言葉を聞いている。

「お前がここを出たいと言うのなら引き止めるつもりは無かった。リサはリサの好きなように生きればいい。何も俺のような男のところに縛られることは無い。お前がお前の幸せを望むのなら――」

「ルーク！」

　セシリーにわかっていると短く言い返し、「でも、感謝している」

　リサの目が大きく見開かれた。

「とても助かっている。お前がいて」

　そこでルークは口を噤つぐんでしまった。もう限界だとでも言いたげに。

　不器用な男。アリアはそう感想を抱き、そして顔をほころばせた。

　――良かったね、リサ。

　人型の悪魔は自分の存在意義に苦しむ。どうして生きるのか、人の輪の中でどうやって生きていけばいいのか迷って立ちすくむ。だって自分は悪魔だから。人間ではないから。

　別の生き物だから。

　――でも道は閉ざされていない。

　ひとりでもこの手を取ってくれる人がいたなら――もう迷わない。

　自分たちはそういう存在なのだ。

　リサはセシリーから身体からだを離した。

　作業着の袖そででぐしぐしと鼻水や涙を拭ぬぐい、親方の青年を見上げる。

「ルークはリーザさんの想おもいが私を縛っていると思っているんですね？」

「……ああ」

「じゃあ今ここではっきり言います。私はここにいたい」

　言葉は疑いようも無く真まっ直すぐに放たれた。

「すべて私の意志です。洗濯も食事も鍛か冶じも何もかも私がそうしたいからしているんです。リーザさんは関係ありません。それに……」

　泣き顔で白い歯を見せ、

「私たちはもう一いち蓮れん托たく生しようですよ。いつか誓いましたよね？　共に失っていきましょう、と」

　リサは深く頭を垂れた。

「これからもよろしくお願いいたします」

　ルークはじっとリサの頭を見下ろす。

　何ど処こか温かく目め尻じりを下げ、張りつめた糸を解きほぐすように深く深く嘆息して脱力する。

　ぽん、と彼女の頭に手を載せて、ぶっきらぼうに言った。

　たった一言。それで十全。

　伝わる。

「腹減った」

「ハイ！　今作ります！」

　リサは頭を跳はね上げ、母屋に向かうルークの後に駆け足で続いた。その足取りは飛ぶように軽い。

　アリアの隣でセシリーが微笑ほほえんでいた。

「ねえ、私にも説明してくれるよね？」

「もちろん。君は私の戦友だからな」

　でも本当は聞かなくても想像はついていた。

　――セシリーもルークから聞いたんだね。

　人外にして神に近い存在、ヴァルバニルのことを。

　リサはかいつまんでだがルークとの過去も話してくれた。そうして得た情報はすべてアリアにとって己の出生につながる内容だった。

　魔剣あたしが生まれたのは、きっとヴァルバニルを――。

　魔剣の秘密を、アリアは誰にも話していない。セシリーにも、大切な過去を打ち明けてくれたリサにさえも。自分でもまだ上じよう手ずに呑のみ込むことができないでいる。認めたくないという気持ちが先立ってしまう――でもいつかは何らかの形で決着をつけなくてはいけない。その日はきっとやって来る。

　そのときセシリーはこの手を取ってくれるだろうか。戦友は当たり前のように抱き締めてくれるだろうか。あたしは幸せを見つけられるだろうか？

　不安は少し。信頼はそれ以上。でも今はまだ、ちょっとだけ足踏みさせてほしい。

「だがその前に腹ごしらえだ」

「うん、そうだね。たくさん食べよう！」

　セシリーと手をつないで駆け出す。

　今はただ、この手から温もりをもらう。



    

  
    
      「ところでセシリー」

　初対面のこちらに、円卓の要人たちが薄うつすら笑うような視線を放っていた理由。

「耳につけたお花、かわいいね。どうしたの？」

　セシリーは今さら知って死にたくなった。



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



「宣言してしまった」

　言って、セシリーは身を乗り出した。

「なので早速私に刀を一本拵こしらえてもらいたい」

「腐れ」

　独立交易都市はとうとう猛暑の季節を迎える。

　それはここ、七番街の隅っこ、工房アトリエ『リーザ』も例外ではない。立っているだけでじわじわと体力が蝕むしばまれ、汗がにじみ出るように肌の表面を湿らせた。吸い込む空気や吹き渡る風も幾分重く感じられる。

　天気の良い日は外で昼食。そのいつもの慣例に従い、芝しば生ふの上にはひとつの卓と四脚の椅い子すが並べられていた。調理役のリサはアリアと一緒に母屋の台所で支し度たくを行っている。今席についているのはセシリーとルークのふたりだけだった。

「そういや、あの後クソジジイに何か言われたか」

「それがまったく何も言われないのだ。不気味過ぎて困る」

　会議室での一幕についてお叱しかりのひとつやふたつは覚悟していたのだが、市長や団長は話題すら振ってこず拍子抜けしていた。自分自身は開き直っているのだが。

「まあそれはどうでもいい」

「どうでもいいって……時々お前の言動についていけないんだが」

「捨て置け」

「無神経にもほどがあるぞ」

「うるさいな。それよりも訊きき忘れていたことがあった。リサとアリアのことだ」

「……なんだよ」

「ヴァルバニルが滅ぶときはこの都市が巻き添えを食うだけでない……もしかしてリサやアリアもいなくなってしまうのではないか？」

　ルークは右目をセシリーに向けた。「気付いたか」

「ああ。悪魔は霊体を定期的に摂取しないと形を保てないのだろう？　だとしたらヴァルバニルが死ねば大陸から霊体が消滅し、悪魔であるふたりもいずれ形を失う――」

　悪魔は霊体及びヴァルバニルなくして生存することは叶かなわない。ヴァルバニルの消滅は都市のみでなくリサやアリアの消滅をも意味するのだ。考えるだけで身み震ぶるいを覚える。セシリーにとって今やかけがえの無い友人と戦友だ。そんなふたりを失うことなど絶対に考えられない。

　セシリーは悩ましげに頬ほお杖づえを突いた。

「これではヴァルバニルを討うてない」

「言っただろう。奴やつを殺す気は無いと」

「……それは虚勢だろう」

「お前は何ど処こまでわかって言っている。確かに殺意はある。だがそれだけだ」ルークは嘆息し、「俺おれはもうこの生活を手放せない。リーザが遺のこしてくれた生活だ」

　リサを失うなど考えられない。ルークは言外にそう言っていた。

「ほう。ほうほうほう」

「……気に食わない反応だな」

「いやいや。随分と素直になったと思ってな」

　にやにやと笑みを浮かべるこちらに、ルークは舌打ちして顔を背けた。おお、何な故ぜだか胸がすっとするぞ。

　――はてさてどうなるのだろうな。

　残り一年を切ったヴァルバニルの解放。その実態に関してはまだよく知らされていないが、いずれにせよ退ひくことはできない。

　ルークに言ったことは当然本気である。ルークの鍛えた刀を手に自分が彼かの人外を封じる。これからの自らの立ち位置を寝不足になるまで考えた結果、やはりそれ以外に思いつかなかった。

　そうして少しでも係かかわりたい。

　部外者のままではいたくない。

　その気持ちが何処から生まれてくるのかやはりよくわからない。リーザ・オークウッドのことを考えると相変わらず胸は痛むし、ルーク・エインズワースに対する感慨も上じよう手ずに捉とらえられない。以前よりもよけいに憎たらしくなったようにも思える。どうだろう。

　彼らと係わり続けることでその答えを見つけようと思う。

「とにかく期待しているぞ、聖剣の刀鍛冶ブラツクスミスよ」

「勝手に宣言しやがったのはお前だろ。第一、俺はその呼ばれ方が嫌いだ」

「なんだ。では何ならいい」

「……必要なのか？」

「必要じゃないのか？　肩書きは大切だ」

　ルークはしばし考える素振りを見せてから、やがて口にした。自嘲気味に。

「凡ナマ剣クラの刀鍛冶ブラツクスミス、とか？」

「センスの無さにもほどがあるぞ」

「うるさい。腐れ」



　謹きん慎しんはもうすぐ解ける。



    

  
    
      
あとがき



　知人と本書について話をしていたときタイトルをいちいち復唱するのが面倒だったので端的に「聖剣」と略しながら話していたのですがその知人に「『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス』を『聖剣』と略すのは控えてもらえないだろうか。『聖剣』と聞くとゲームの『聖剣伝説』を連想してしまう」と言われたので後日別の知人たちに相談したところ「刀鍛冶」「聖刀」「聖ブラ」「かじかじっ！」「性剣」などいろいろな案が出された結果、考えるのが面倒になってきたのでこれからも「聖剣」と呼び続けていくことに決めました。



　どうもこんにちは。

　三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶 #2.Blacksmith』ということでタイトルの意味が明かされるシリーズ第二巻となっております。タイトルの略し方は皆さんにお任せします（放棄）。

　お詫わびをさせてください。本書の刊行を長らくお待たせしてしまったこと、本当に申し訳ありませんでした。土下座します。地べたに額をこすりつけます。すみませんでしたッ！

　本編は待たせてしまった分に見合う内容になれたでしょうか？

「足りねえ！　もっとだ！」

　という方がいらっしゃったなら、さらなる精進を重ねたいと思います。

　目指すはただただ熱くなれる物語。

　その行方を見届けていただけたら嬉うれしいです。



　謝辞を。絵師の屡る那なさん、またしても最高の絵をありがとう。担当のＫさん、素晴らしい舵取りをありがとう。俺おれの戦友はおふたりです。

　生活の節々を支えてくれる家族、友人たちにもありがとう。弘ひろ前さき大学の大学生協の皆さん、その節はお世話になりました。他ほかにも作品に係わった数え切れない人たち、読者の方方に感謝の土下座を。本当に本当にありがとうございます。



　最後に。

　以前、同期の西にし野のかつみ先生に「三浦さんの作品は“〝熱血”〟というよりはすでに“〝覚悟完了”〟という感じですよね」と言われたことがあります。そう、覚悟なんてとっくにできている。突き進むだけです。何年たっても拙つたない俺ですがどうかよろしくお願いいたします。

　それでは今日のところはここで。

　機会に恵まれたら、また会ってください。

平成二〇年四月　三浦勇いさ雄お



    

  
    
      　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。

　　現在は地元・北海道札幌市に在住。

　　第１回ＭＦ文庫Jライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。

　　主な著作は『クリスマス上等。』（ＭＦ文庫Ｊ）。以下『上等。』シリーズとして全８巻刊行。



　　熊谷雅人先生とＨＰやってます。

　　「ねこまるｎｅｋｏｍａｒｕ」

　　http://www.n-ekomaru.com/



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　代表作は『上等。』シリーズ。

　　今年は厄年ということで、お祓いに行ってきました。

　　病は気からともいうので、三浦さんの作品に倣って熱く頑張ろうと思います。

　　ＨＰ「Ｒ／Ｌ」

　　http://waxing-moon.hp.infoseek.co.jp
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